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影執事マルクの秘密





手島史詞
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ＣＯＭＴＡ
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　プロローグ







　目が覚めるような鮮あざやかな蒼あおに、金色の円が二つと十じゆう字じ架かが刻まれた絨じゆう毯たん。その上には雑多な紙し片へんが散らばっており、壁かべにも大小様々な紙片が貼はり付けられていた。


　そんな書しよ斎さいの奥おく、上質な椅い子すに一人の紳しん士しが腰こし掛かけている。


　荒あれ果はてた室内を見つめるのは、使用人らしい少年だった。


　まだ若いどころか幼いと呼べる顔立ち。せいぜい十四、五歳さいだろうか。歳としのわりにはずいぶんと落ち着いた物腰で、身み振ぶり一つとっても洗せん練れんされて見える。ただ、その顔にはまるで表情と呼べるものが存在していなかった。


「ふむ、来たかね少年」


　椅子に腰掛けた紳士はゆっくりと振り返る。手入れの行き届いた金色の髪かみに、瑠る璃り色いろの瞳ひとみ。ニッと開いた唇くちびるからは完かん璧ぺきな歯並びを見せつける。一応まだ青年と呼んでもよさそうに見える容姿で、声にも重みや渋しぶみというものが欠落していた。


　遊び人……というのが大半の人間が抱いだく印象だろう。


「ははは。そう硬かたくならないでくれたまえ。まだ君の配置を決めかねていてね。執事バトラーは小間使いホールボーイが良いと言うのだが、そこで使うには君は優ゆう秀しゆうすぎる。しかし従僕フツトマンや執事バトラーも間に合っているのでね。まあ、もうしばらくは使用人見習いだ」


　紳士の目には少年は硬くなっているように映るらしい。少年としてはほどよく手足の力を抜ぬき、いかなる突とつ発ぱつ的てき事象に対しても柔じゆう軟なんに対処できる〝自然体〟を取っているのだが。


　紳士は少年に数通の手紙を差し出した。


「少年、これを読んでくれたまえ」


　差し出された封ふう筒とうを受け取ると、懐ふところから小さなナイフを取り出し封を切る。文書を取り出すと、少年はまるで感情のこもらない声こわ音ねで内容を読み上げる。


　一通り読み終わると、紳士は仰ぎよう々ぎようしく首を横に振った。


「なってない。なってないぞ少年。人と会話をするときはもっと感情を込こめて話すよう、命じたはずだ。手紙もまた然しかり。差出人の気持ちになりきって読むのだよ」


「申し訳ございません。生まれつきのものですから」


　容よう赦しやなく無機質な声を返す少年。紳士は落らく胆たんしたように首を横に振る。


「人は生まれ落ちたその瞬しゆん間かん、感情を発はつ露ろさせることで命の第一歩を踏ふみ出すのだよ。まあ、いい。焦あせる必要はないさ。それより、火をつけてもらおうか？」


　紳士は背もたれに体を預け、行ぎよう儀ぎ悪く椅子を傾かたむけてユラユラと揺ゆらす。それから手て探さぐりでテーブルの引き出しから葉巻を取り上げ、口に咥くわえる。少年も、命じられた通りにふところから〝火だね〟を取り出した。


　シングルアクション式回転弾倉リボルバー拳けん銃じゆう。スラリと伸のびる鋼はがねの銃身にはガス抜き穴マズル・ブレーキが穿うがたれている。この大きさの銃に採用された事例は少ないが、発はつ砲ぽう時の銃身のブレを抑よく制せいできるのだ。グリップには銀の装そう飾しよくが施ほどこされている。〈アーヴ・アロン〉と呼ばれる名銃だった。


　その銃口を主あるじに向けると──少年は躊ちゆう躇ちよなくその引き金を絞しぼり込んだ。


　ドンッ──炸さく裂れつ音が響ひびき、紳士が床ゆかに転がる。


　仰あお向むけに倒たおれた主を見下ろし、少年は初めて感情のこもった声を漏もらす。


「……何な故ぜ避よけるのですか」


　心の底から不思議そうな声である。一方、床に倒れた紳士は器用に首を起こす。撃うたれる瞬間、椅子ごと倒れて回かい避ひしたのである。いや、回避したというよりは驚おどろいて倒れたといった風情ふぜいである。


「ははは。待ちたまえ少年。君こそ何故引き金を引くのかね」


　朗ほがらかな声で問いかけられ、少年はキョトンとして瞬まばたきをした。


「これは拳銃という道具です。引き金を引くと銃口から弾だん丸がんが射出されます。狙ねらいを定めて撃てば人を殺せます」


　説明して、もう一度きちんと紳士へ狙いをつける。仰向けのままではさすがに回避もできないだろう。


　尊大な態度も消え失うせ、紳士は全力でもがき始める。少年はそんな紳士をまったく感情のこもらない目で眺ながめつつ、ただ〝作業〟をこなすように引き金を絞り込む。


　パンッ──軽い音が響き、紳士がビクンと手足を震ふるわせた。


「はい。そこまでにしよう」


　その声は、少年のすぐ後ろから聞こえた。


「君は旦だん那な様に購こう入にゆうされた身分だ。主には敬意を払はらわないといけないな。前の飼い主はそんなことも教えてくれなかったのかな、少年？」


　背中を盗とられたことで、少年の無表情がピクリと震えた。変化と呼べるほどの変化ではないが、当人は顔をしかめたつもりなのだろう。


　渋しぶ々しぶ拳銃をしまうと、少年はチラリと声の主に視線を向けた。


　それは燕えん尾び服ふくに身を包んだ青年だった。取ってつけたような笑えみを浮うかべ、少年とは正反対の意味で表情が読めない。この屋や敷しきの執しつ事じであり、少年がこの屋敷に留とどまる原因を作った男である。


　少年は、執事に勝てなかった。


　そして、少年の世界でそれは〝終わり〟を意味するはずだった。それがどういうわけかこの屋敷の主──リカルド＝ヴァレンシュタインに身み柄がらを買い取られたのだった。


　少年と執事が睨にらみ合っていると、紳士──リカルドがヨロヨロと身を起こした。


「一つ訊ききたいのだがな、執事バトラー」


「なんでしょうか旦那様」


「今、大きな音を立てたのは君だと認にん識しきしているのだが、それで少年が驚いて発砲していたらどうするつもりだったのかね？」


　執事が弾丸を撃ち込もうとした瞬間響いた音は、執事が両手を打ち鳴らした音だった。執事はなんら悪びれた素振りも見せず、取ってつけたような笑みのまま首を傾ける。


「そうなるとしたら旦那様には見えてるはずだ。音を立てようが立てまいが結果は同じだったろう」


　クスクスと笑い声を漏らす執事に、リカルドは不ふ愉ゆ快かいそうなため息を漏らす。


「……やはり、君は嫌きらいだよ」


「おかしいな。どこに問題があったのだろうか。これでも組織の中では礼れい儀ぎ正ただしいものとして評判を得ていたのだが」


　リカルドがなにか言い返そうとしたらしく、口を開いたときだった。書斎の前に人の気配がした。


「リカルド様？　凄すごい音がしましたけど、なにかありましたの？」


　そう言って扉とびらを開けたのは、少年とさして歳の変わらない少女だった。使用人ではない。


　鮮やかな菫すみれ色いろの髪に翠すい玉ぎよくの瞳。美しいレースに飾かざられた小麦色のドレスに身を包みながらも、健康そうに日に焼けた肌はだ。いかにも踵かかとの高い靴くつが履はき慣れていないといった様子で、危なっかしい足取りで入ってくる。


　リカルドは弾はじけるような笑顔を見せた。


「やあ、愛いとしのヴィオラ！　なんでもないとも。執事バトラーがいつも通り私をいじめようとしただけさ」


　少女──ヴィオラは気け圧おされたように身を退ひいた。


「それって、大だい丈じよう夫ぶなんですの？」


「大丈夫だとも。私は執事バトラー風情に屈くつするような貧ひん弱じやくな男ではないさ。そうだ！　先日描かかせたあの絵が仕上がったのだよ。見てくれたまえ」


　ヴィオラは少年と執事に申し訳なさそうに目礼してから、書斎をグルリと見み渡わたす。


「リカルド様。前々から不思議でならないのですけど、リカルド様は盲もう目もくなのに何故貼はり紙や絵を必要とされるんですの？」


　リカルドは金色の髪をかき上げ、全すべての歯並びを見せる完璧な笑みを浮かべた。


「それは確かに〝今の私〟には不要な代しろ物ものだが、過去、あるいは未来に於おいては意味をなす。そのための準備であり、儀ぎ式しきのようなものなのだよ」


　ヴィオラはやはり分からないというように首を傾かしげていたが、それ以上追及することを諦あきらめたらしい。曖あい昧まいな返事をするだけだった。


「雑用を片付けたらすぐに下りるよ。先に絵を確かめておいてくれまいか。執事室バトラー・ルームに置いたままなのだよ」


「はい、リカルド様」


　リカルドは胸に手を当て、微び妙みように焦しよう点てんの合っていない情熱的な眼まな差ざしを向けた。


「私のことは、リカルドと」


「すみません、リカルド様…………あ」


　ヴィオラは逃にげ出すように書斎をあとにした。そんな後ろ姿を見送り、リカルドが感かん極きわまったようなため息を漏らした。


「少年。恋こいというものは素す晴ばらしいものだな。全てが薔ば薇ら色いろに見えるよ」


「……視覚に異状を及およぼすということでしょうか」


　少年が真顔で訊き返すと、執事が哀あわれむように言った。


「ああ、それは幻げん覚かくだろう。医者に行った方が良い。旦那様は盲目だろう？」


「執事バトラーはコールタールの色に見えるが、君も恋というものを探してみたまえ。うん。人生が変わるぞ」


　夢でも見るような表情のまま、リカルドは再びテーブルに向かう。執事が呆あきれたような声を漏らした。


「この人、これでも前は陰いん鬱うつで鬱陶しい人だったんだ。ヴィオラ様に会ってからはこの通りただの馬ば鹿かになったけどね」





　それはヴァレンシュタイン家の双ふた子ごが生まれるよりも昔。


〈アルス・マグナ〉が狂くるえる旋せん律りつを紡つむぎ上げる前。


　ある少年と少女と、そして執事の物語。
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　ガタンゴトン──





　列車が大きく揺れたことで、ドミニクは目を覚ました。


「夢……？」


　驚いたように呟つぶやいた彼は、ヴァレンシュタイン家の家令という立場にある男である。


　いつも通り皺しわ一つなく整えられた燕尾服。後ろに束ねた金色の髪かみ。十代とも四十代とも見える容姿。普ふ段だん、ゆるみきった笑みを浮かべているその顔は、寝ね起おきのせいか大きく目を開いていた。


　屋敷にいるときと同じ使用人のお仕着せ姿だが、彼は現在長期休きゆう暇かの真っ最中だった。


「夢を見るほど眠ねむりこけるなんて、久しぶりだな……」


　確かめるようにそう呟くと、やがていつも通りのふにゃけた笑えみを浮かべた。


　ここは大陸横断特急の二等客室だった。全員が雑ざ魚こ寝ねの三等客室とは違ちがい、壁かべに収納できるベッドが六人分設置されている。窓辺にも小さな椅い子すが二つ用意されており、ドミニクはそこに腰こし掛かけたままうたた寝をしていたらしい。


　この特急は、フロアティナの中でも指折りの都市ニュージョンストンに向かっていた。そこから、ラチナス神しん聖せい国こくへと渡わたる船が出ているのだ。


　──もう、あれから一年以上経たつんだね……。


　ドミニクは一年と少し前に、二人の主を連れて故郷のラチナス神聖国からこの国に渡ってきた。


　一年前のあの日、彼らが住まう屋敷が炎ほのおに包まれ、当時の当主リカルドとその妻ヴィオラが命を落とした。ドミニクは当時執事という立場だったのだが、ある事情で屋敷にいなかった。リカルドの命で、ある組織の妨ぼう害がい工作をしていたのだ。


　組織──〈宣せん教きよう師し〉は、彼らが〈精杯グレイルの姫ひめ〉と呼ぶ存在を常に探し求めている。そしてその〈姫〉とは外ならぬヴァレンシュタイン夫人であるヴィオラだったのだ。


　リカルドはあれで貴族という以上に地位の高い人間だった。彼がヴィオラの情報を漏らすはずはないのだが〈宣教師〉は確かに行動を起こしていた。そしてそれを止められるような人間は、技能的にも立場的にもドミニク以外に存在しなかったのだ。


　そこで構成員を生いけ捕どりにして、ドミニクは初めて自分がミスを犯おかしたことを知った。


　──〈精杯グレイルの姫〉が代だい替がわりをする──


〈宣教師〉はなにかの情報を摑つかんだから動いていたわけではなく、その〝時期〟だったから行動を起こしていたのだ。


　そしてそれはヴィオラの命が尽つき、その娘むすめのどちらかが〈姫〉になるということだった。


　リカルドには、エルミナとエミリオの二人の娘がいた。彼は妻のヴィオラを愛してはいたが、娘に対しては平等ではなかった。そしてその娘たちを使い、なにかをしようとしていることは薄うす々うす気づいていた。


　屋敷に戻もどったときには、全てが終わっていた。手て遅おくれなどという次元の話ではなく、屋敷自体がもう残っていなかった。ドミニクはそこで、目覚めぬ眠りに堕おちたエミリオと人形のように自失してしまったエルミナを見つけた。


〈宣教師〉はすでに動き始めていた。ドミニクにできたのはその出で鼻ばなを挫くじいただけであり、ただの時じ間かん稼かせぎに過ぎなかった。


　屋敷が消し飛ぶほどの事象を彼らが看過するはずがない。ドミニクはすぐさまリカルドの財産を処分し、〈宣教師〉の手が届かぬ遠くの国に渡る手はずを調えた。今の主──エルミナ姉し妹まいが所有する財産は、このときドミニクがまとめたものである。


「ずいぶん、待たせちゃったね……」


　そう呟いた声は、いつもの気の抜ぬけるような声ではなく、憂うれいに陰かげったものだった。


　あの日、ドミニクにはエルミナ姉妹をこの国に逃がすので精せい一いつ杯ぱいだった。だから、彼の本当の主──立場上はリカルドがそうであったとしても、真に忠を誓ちかった主である、ヴィオラの亡なき骸がらも葬ほうむってやることができなかった。


　それから時は流れ、生きていく力を持たなかったエルミナは自分の意思で歩き始め、彼女の隣となりに傅かしずくものも現れた。


　自分の後任を見つけられたドミニクは、一年前にやり残したことを果たすため、今一度ラチナス神聖国に渡ることにしたのだった。





　ドミニクは今見ていた夢のことを思い出した。あのころ──ヴィオラがまだ眠りに堕ちる前、確かに生きていたころ、ドミニクと、ヴィオラと、リカルドと、そしてもう一人いた〝彼〟の夢。


　あのあとしばらくして〝彼〟は屋や敷しきを去ることになった。外ならぬ、ドミニク自身が追い出したのだ。


　──彼は、今ごろどうしているのかな……。


　そう思い返して、ドミニクは頭かぶりを振ふった。故郷に帰るせいか、少々感傷的になっているらしい。


　気を取り直そうと、ドミニクは立ち上がって衣服を整える。食堂車があるのでそこで珈琲コーヒーの一つでもいただこう。他ほかの客はまだ眠っているので、静かに扉を開き通路に出る。


　扉を閉めると、部屋の入り口には小さなポストがあった。そこに本日の伝聞紙が届けられていた。毎朝の習慣からドミニクはそれを手に取った。


　ざっと斜ななめ読みしようとして、見出しの大きな写真フオトグラフに目が留まった。ある国の大使が渡と来らいしたという記事である。そちらもドミニクにとっては大問題だったのだが、その片かた隅すみに見覚えのある顔が載のっていた。


「こいつは……！」


　それは十八年前、ドミニクが追い出した〝彼〟の姿だった。


　──戻らないと……！
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　ドミニクはかけがえのないものを拾い損そこねてきた。


　一年前も、十五年前も、十八年前も。


　今度は、拾い損ねるわけにはいかないのだ。


　一度走り始めた列車は止まらない。


　それでも、ドミニクは車しや掌しよう室に向かって走り始めていた。


「どうして、僕はいつも間に合わないんだ……！」


　普段の彼からは想像もつかない、悲痛な声を残して。






　第一章　それは嵐あらしの前まえ触ぶれで







「ふうん……。これは、笑わせ甲が斐いがあるわね」


　ロックウォール郊こう外がいのとある旅館の一室。紅茶を傾かたむけながら呟いたのは真っ赤なドレスに身を包んだ女性……に見える容姿の男──クリストファ＝マルドゥークだった。


　縦に巻いた長い髪。むせかえるような甘あまったるい香こう水すい。顔の原形が分からなくなるほどの厚あつ化げ粧しよう。弟のマルクが会う度たびに絶望を覚える容姿である。


　クリスが広げているのは『週刊契けい約やく者しや』と呼ばれる雑誌だった。その誌面の一角に、気になる情報が載っていたのだ。


　彼は、女性を笑わせることに生き甲斐を感じていた。


　彼がこの街にいるのは、二週間ほど前にある少女の頼たのみ事を引き受けたからだった。初めはそのまま帰るつもりだったのだが、マルクが籍せきを置く蜃しん気き楼ろうの屋敷にはやはり笑わせ甲斐のある女性がまだまだ存在している。


　それゆえ長期滞たい在ざいを始めたのだが、事情が変わりそうである。解体整備をしていたマスケット銃じゆうを組み立て、出立の準備を始める。


　──本当は、もう一人くらい笑わせたかったんだけどね……。


　クリスが今見つけた情報は、今を逃のがせばもう巡めぐり合えないかもしれない。


　彼には敵も多い。宿はいつでも引き払はらえるよう、荷物も手軽なものにしている。準備はすぐに完かん了りようした。


「…………？」


　それは、長らく裏うら稼か業ぎように関かかわってきたがゆえの〝カン〟というものだった。


　クリスは違い和わ感かんを覚えて腰こしを上げた。マスケット銃が三挺ちよう収められるトランクケースから一挺を取り出し火薬と弾たまを込こめる。この銃は利点はあるが欠点も多い。その一つは連射が利きかないことである。弾込めに時間がかかりすぎるのだ。


　ひとまず一発分の弾を確保し、スカートの下にしまっている拳けん銃じゆうを意識する。クリスのカンはよく当たる。あの忌いまわしくも憎にくめないヴァレンシュタイン家家令ほどではないにしろ、信しん頼らいに値あたいする程度には。


　そうして周囲を警けい戒かいしていると、客室の扉とびらがノックされた。


「クリスティーナさん、お届け物ですよ」


　それは、顔なじみの店員の声だった。まだ十代の娘なのだが働き者で愛想も良い。彼女には部屋を埋うめ尽くすほどのクピードの花束を贈おくって〝今、この瞬しゆん間かんが一番幸せという笑顔〟を見せてもらった。ちなみにその花束は保存に困ってある美容師に譲ゆずったらしい。


　クリスはそっとドアノブを捻ひねった。彼女を巻まき添ぞえにする事態が、彼の中で最悪のケースだった。


　扉の向こうには、そばかすの目立つ娘が立っていた。そろそろ少女と呼ぶのは失礼な歳としだが、愛あい嬌きようのある顔立ちはやはり少女と呼びたくなるものである。


　娘は、腕うでの中に紅くれないの入り交じった白い花束を抱かかえていた。


「ご苦労様。どなたからかしら──っ！」


　娘が抱える花の名前を思い出し、クリスは息を呑のんだ。


　花束のつぼみは、目の前で開花を始めていた。


「──きゃっ？」


　クリスは、娘の手から花束をはたき落とした。


「んあ、なにするんで──……あ、れ……？」


　娘は、カクンと膝ひざを折ると、そのまま頽くずおれた。それを受け止めようとして、クリスも片膝をついた。とっさに息は止めたのだが、少し吸ってしまったらしい。


　──迂う闊かつ……。契約者ね。


　花の名前はシャウラン──花弁と根に猛もう毒どくを持つ花だった。神経毒と強きよう心しん配はい糖とう体たいを多く含ふくみ、これを吸った場合は目め眩まいや吐はき気け、貧ひん血けつを引き起こし、最悪の場合は心臓麻ま痺ひに陥おちいる。それを免まぬかれたとしても神経が冒おかされ四し肢しが麻痺する。


　シャウランは開花の瞬間、周囲へも毒をまき散らす。切り花がこう都合良く開花するわけはない。なにかしらの能力を使ったのだろう。


　手足に上う手まく力が入らない。初めから娘を見捨てていれば彼はこうも追い詰つめられはしなかっただろう。だが、目の前の娘を放ほうっておくことなどクリスの存在理由が許さない。


　懸けん命めいに部屋の中へ引き込むと、そこで背後から声がかけられた。


「クリスティーナ＝マルドゥークだな」


　振り返ると、そこにはコートに身を包んだ長身の男がいた。その顔の半分は黒い覆ふく面めんで覆おおわれている。


　男の胸には、オルダー教のロザリオが揺ゆれていた。


「裏切り者には死を──どの組織でも常識だな」


　クリスはマスケット銃に手を伸のばす。それと同時に男から処しよ刑けい宣告が告げられた。


「押おし潰つぶせ──〈ダー・グッザ〉」


　次の瞬間、貧相な旅館はロックウォールの街から消えてなくなった。





　　　　[image: ]





「はあ……」


　銀製の食器を磨みがきながら、マルクは深いため息を漏らした。


　あれから、もう一ヶ月が経たとうとしていた。


　あれからというのは、主あるじのエルミナが妹のエミリオの人格と入れ替かわってしまい、彼女の過去の全すべてを知ってしまい、そして〝あんなこと〟があってから、である。


　エルミナ自身は無事目を覚まし、妹が起こした事件を知って、謝罪と犒ねぎらいの声をかけてくれた。


　エミリオが悪意を持ってエルミナと入れ替わることは、もうないだろう。仮に入れ替わることがあったとしても、もうあんなことにはならない。だから使用人たちも素す直なおに受け入れることができた。


　エルミナがいつも通りに──それも比ひ較かく的てき表情が現れるようになり始めたように思える──戻もどってくれたことで、マルクもいつも通り傍かたわらに傅いて紅茶を注そそぐことができた。


　これといって厄やつ介かいなことも起こらず──契約者が七人も集つどっているのだ。些さ細さいな事件は日常的に起こっているが──実に平へい穏おんな一ヶ月だった。


　しかし──


　忘れようはずもない。自分の唇くちびるに触ふれた彼女の唇。そして狂くるおしいほどに感じた、彼女が愛いとしいという衝しよう動どう。


　エルミナの方は覚えていないらしい。あの状じよう況きようではそれも無理はない。まるで何事もなかったように振る舞まっているが、マルクの方は全て覚えているのだ。


　初めのうちは気が動転していたこともあり、一種の現実逃とう避ひで自然に振る舞うことができた。それも一ヶ月も続ければ限界である。


　──どうして、執事などになってしまったのでしょうね……。


　愛しい──そう感じた瞬間、エルミナとの絶望的なまでの隔へだたりに気づいてしまった。


　自分とエルミナが使用人と主だということくらいは理解している。妹を助けなければならないという、エルミナの事情も知っている。今まで、浮うわついた気持ちで彼女に傅かしずいてきたわけではないのだ。そして、これからもそれは変わらない。


　もっともエルミナの側そばにいる人間は、侍じ女じよのカナメを別とすればマルクである。しかし、それ以上近づくことができない。


　側にいても触れることができないのだ。


　──遠いですね。こんなにも────


「ぶっ飛ばせ──〈ルー・グー〉」


　その囁ささやきとともに、マルクの額を容よう赦しやのない衝しよう撃げきが襲おそった。


「──ぐはっ？」


　何度目かのため息をつきかけたマルクは、突とつ然ぜんの衝撃に昏こん倒とうした。パラパラと舞い散ったのは、純白の砂糖だった。どうやら、角砂糖を撃うち込まれたらしい。


「鬱うつ陶とうしい」


　さも迷めい惑わくそうに呟つぶやいたのは、流し台で野菜を切っていたセリアだった。包丁を投げなかっただけ、まだ優やさしさがあるのだろう。鮮せん烈れつな赤毛に藍らん玉ぎよくの瞳ひとみ。起き伏ふくに富んだ体を覆うのは、スラリとしたズボンに真っ白なシャツ。バーテンダーを思わす服装の料理人である。


　セリアの能力は引力と斥せき力りよく。その能力で角砂糖を加速させ、弾だん丸がんのごとき勢いで撃ち出したのだ。





　契約者──この大陸にはその名で呼ばれるものがしばしば存在する。精せい霊れいに〝対価〟を捧ささげ、異能の力を手にした存在である。


　他国に存在しないわけではないが、このフロアティナという国では、近年までクーランと呼ばれる大陸先住民が篤あつく精霊を祀まつっていた。彼らが滅ほろぼされたことで、行き場をなくした精霊たちが数多くの契約者を生み出したのだ。


　契約精霊は住すみ処かを追われた精霊である。そんな彼らと契約する契約者は当然大きな代だい償しようを支し払はらい、いくつもの制約に縛しばられることとなる。その最たるものが〝対価〟で、なにかしらの欠けつ陥かんをその身に背負うこととなる。


　マルクたちの主エルミナは、そんな契約者たちの法則にメスを入れることに成功した。それゆえこの屋や敷しきに集う使用人は、一名を除いて全員が契約者だった。





　厨ちゆう房ぼうの朝は慌あわただしい。そこで陰いん鬱うつなため息を漏もらし続けられれば、セリアでなくともイライラするだろう。


　マルクがなんとか身を起こすと、セリアが呆あきれたような視線を向けてきていた。


「何事？」


「ぐうっ……。な、なんでもありません」


　セリアは眉まゆを顰ひそめていたが、いつまでもマルクにかまっている暇ひまはない。再び朝食の調理に戻っていた。


　マルクも沸わかした湯をポットとカップに注つぎ、食器を温めておく。


「──マルク、朝から災難だな」


　続けて紅茶の葉を選んでいると、すぐ背後からなんの気配もなく声がかけられた。幻げん聴ちようという単語が脳のう裏りを過よぎったが、すぐにその正体に思い当たった。


「ああ、オウマですか。あの、毎回言っていますが、黙だまって人の後ろに立つのは止やめた方がよろしいですよ。私やジェノバはともかく、カナメやセリアさんあたりなら驚おどろいて息の根を止められてしまいます」


　特にアイシャの場合は本当に〝うっかり〟でやってしまいそうである。


　振ふり返ると、そこには何な故ぜか傷ついたように大きく目を見開いた青年の姿があった。


　従僕のオウマである。ひょろりと長い手足に、燕えん尾び服ふくとは異なる派は手でなジャケット。短く刈かった黒くろ髪かみと太い眉。どこか特とく徴ちようというものに欠けた容姿である。


　キョクトと呼ばれる東方の島国出身なのだが、彼は気配……というか存在感のようなものが希き薄はくである。側に寄られてもまったく気づかないため、彼が屋敷にやってきたばかりのころは、声をかけられる度たびに身構えなければならなかった。


　まあ、それもひと月もすれば慣れるものである。幻聴のような声が聞こえたら「ああ、いるんだ」といった具合に分かる。


　そんなオウマだが、仕事に関しては勤勉で優ゆう秀しゆうである。今もどうやら隠かくれながら──本人にはそのつもりはないようだが──野菜の皮むきなどに努めていたようだ。


　マルクは苦く笑しようを漏らした。


「まあ、毎度のことでございますから」


　そう答えると、オウマは何故か神しん妙みような表情を見せた。


「それで、最近なんかずっとそんな感じだけどさ。なんか悩なやみでもあるのか？　俺でよければ相談に乗るぞ」


　言われてみれば、確かにマルクに同年代の友人──とは言っても向こうの方がいくらか年上であるが──といえばオウマくらいしかいない。


「いや、まあ、そのですね……」


「ひい様とケンカでもしたのか？」


「カナメですか？　いえ特にそういったことはなかったように思いますが」


「ああ、なんだ。恋こい煩わずらいってわけじゃあないのか。思いっきりそんな顔をしてたぞ」


　恋煩い──図星を指されてマルクはせっかく片付けた砂糖をぶちまけた。


「い、いいいいいきなり、なにを言うのです」


「なんだよ。図星なんじゃないか。まあ、ひい様とマルクなら上手くやっていけると思うから、そんな悩まなくても大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ」


　マルクは今度は食器を引っ繰くり返した。


「カ、カナメと私は、そういった関係ではありません！」


「え？　なんで？　あれだけひっついてるんだから、そういうもんじゃないのか？」


　確かに、マルクはカナメに頼たのみ事をよくする。その見返りで彼女の言うことを聞くことも多い。主のエルミナ以上に、カナメとともに過ごす時間は長い。


「カナメにはいくつか頼み事をしたのでその借りを返したりしているだけで……」


　言いかけて、なんだか自信がなくなった。


　──カナメの方はどう思っているのでしょうか。


　厄介な頼み事でも、カナメは文句を言いながらも引き受けてくれる。ひとまず、自分が嫌きらわれているわけではなく、ある程度気を許してもらっていることは分かる。相変わらず刃は物ものを向けられることは多いが、それでも好意的に見てもらっているのだと思う。


　しかしそれが友人としてなのか、あるいはエルミナに対する忠義からくるものなのか、それとも──それ以外の感情からなのか。


　今まで同年代の女性と接したことがないマルクには、友情と男女間の好意の境が分からない。自分がエルミナを愛いとしいと想おもっていることは自覚できたが、だからといってカナメに異性としての魅み力りよくを感じないわけでもない。


　結局マルクには、カナメに対して出過ぎた態度をとらない、程度のことしか思いつけなかった。


「オウマ。率そつ直ちよくにお訊きしますが、あなたは女性とお付き合いしたことはありますか？」


「へ…………？　付き合ったこと？」


　オウマの表情が、何故か絶望に陰かげった。


「お、おう。もちろんあるぞ？　ふ、二人くらいとな！」


「二人もいらっしゃるのですか……。それでは、一つご相談したいことが────」


　言いかけたところで、厨房の扉とびらが開いた。


「おはようございます。マルクさん、セリアさん」


　オウマへの挨あい拶さつはなかった。悪意があってのことではない。ただ単に気づかなかったのだろう。入ってきたのは、侍女の少女アイシャだった。


　クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳。群ぐん青じようのワンピースには真っ白な前まえ掛かけ。手には同じく真っ白なヘッドドレスを握にぎっている。ただその頭は嵐あらしにでも遭あったかのようにくしゃくしゃにもつれていた。これから寝ね癖ぐせを直すところなのだろう。


「あれ？　マルクさん、砂糖零こぼしちゃったんですか？」


　テーブルや床ゆかに散った砂糖を見て、アイシャは首を傾かしげる。


「はあ、まあ……」


　最初の原因はセリアだが、そのあと引っ繰り返したのは自分である。マルクは曖あい昧まいな返事をした。


「マルクさんでもそういうことしちゃうんですね。あ、片付けるのあたしも手伝い──」


「──私の失敗ですから私が片付けます」


　恐おそろしいことを言いかけたアイシャの声を遮さえぎって、マルクは毅き然ぜんと言い放つ。これ以上厨房を荒あらされては、セリアの八つ当たりが自分に降りかかるのは明白である。


　震ふるえ上がるマルクに首を傾げながらも、アイシャはそれ以上食い下がりはしなかった。


「そ、そうですか？　なら良いんですけど……」


　そのまま髪かみを直すため、流し場へと消えるアイシャを見送っていると──


　リンッ──透すき通った鈴すずの音が響ひびいた。


　砂糖の後片付けをしつつも、すでにティーセットの準備はほぼ調ととのっている。ポットやカップの湯を排はい出しゆつし、本日の茶葉を用意するとティーセットも完成である。


「オウマ。申し訳ありませんが、先ほどの話はやはりもういいです」


「え？　ああ、うん。エルミナさんの紅茶だろう？」


　相談事を持ちかけておいて取り消すのは気が引けたが、オウマはなんでもなさそうにそう言ってくれた。


「俺……、最低だ。なんであんな噓うそついたんだろう……」


　マルクがティーセットを抱かかえると、オウマが自己嫌けん悪おするようになにかを呟いていた。
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「紅茶をお持ちしました」


　マルクが扉を開けると、涼すずやかな風が吹ふき抜ぬけた。目を向けると、テラスの扉が開いていた。マルクは〈契約書〉の副作用で、気温に対する感覚が狂くるっている。特に不快感は感じないが、季節は冬に突とつ入にゆうしようとしている。風も冷たいはずだ。


　どうやら主あるじはテラスへ出ているようだ。マルクは後ろ手に扉を閉めると、そちらへ足を向けた。


　真っ白なカーテンをかき分けると、そこには同じく真っ白な椅い子すに腰こしをかけた少女の姿があった。


　金細工のごとく艶つややかな光を反射する金色の髪に、宝石を思わす翠すい玉ぎよくの瞳。陶とう器きのごとく汚けがれのない純白の肌に、精せい巧こうなガラス細工を思わす整った顔立ち。出会ったころは人形と見み間ま違ちがうほど変化のなかった表情には、僅わずかながらもなにかを期待するような色が浮うかんでいる。


　ヴァレンシュタイン家当主──エルミナ＝ヴァレンシュタインである。本日は浅あさ瀬せの海のごとく淡あわい碧みどり色いろのドレスだった。


　マルクたち契約者の対価を復元し、その能力を模も倣ほうする〈空白の契約書〉と、オルダー教から〈精杯グレイル〉とも呼ばれる〈アルス・マグナ〉の所持者である。


　かつては〈宣教師〉と呼ばれる組織から〈精杯グレイルの姫ひめ〉としてその身を狙ねらわれていたのだが、それも彼らが自じ滅めつしたことで解放された。目立った行動を取りすぎた〈宣教師〉はこの国にいられなくなったのだ。


　漆喰モルタルを塗ぬった真っ白なテーブルにティーセットを並べつつ、マルクはそういった経けい緯いを思い返した。


　紅茶を手に取ると、エルミナは上品に香かおりを楽しんでからカップを傾かたむける。満足そうな吐と息いきを漏らすと、翠玉の瞳ひとみを向けてきた。


「……今日は、ハーブティーかね」


　マルクは丁てい寧ねいに腰を折った。


「はい。ジェノバがゼファーランスの花を摘つんできたので、杏茶アプリコツトにしてみました」


　ゼファーランスというのは春の花で、その花びらを混ぜたこの紅茶は優やさしく甘あまい芳ほう香こうを漂ただよわせる。味も甘くて朝の目覚めには優しく、アイシャが一番好きな紅茶でもある。


　屋敷の庭は、庭師のアーロンと医師のジェノバが管理している。剪せん定ていはアーロンの仕事であるが、ジェノバは薬やく剤ざいに使える植物を採集している。希まれに、紅茶に使えるものも持ってきてくれるのだ。彼女を助手に進言したアーロンの考えは正しかった。


　エルミナはカップを傾け紅茶を啜すする。


　──そういえば、最近は紅茶を飲む前には着き替がえていますね……。


　以前は、朝に紅茶を運べばエルミナは寝ね間ま着き姿だった。寝起きに欲しがっているのだから当然だと思っていたのだが、最近は着替えをしてからマルクに紅茶を用意させている。侍じ女じよのカナメがエルミナの寝しん室しつのすぐ側そばに部屋を持っているため、それほど手間ではないのだろうが、少し意外だった。


　──淑しゆく女じよとして、恥はじらいを持ってくれたということでしょうか。


　ならば喜ばしい変化である。満足そうな吐息を漏もらすエルミナの横顔を、マルクはため息が漏れる気持ちで眺ながめていた。


　それから、再び今け朝さの悩みが頭を擡もたげてきた。


　これだけ側にいながらも、マルクは執しつ事じなのだ。みだりに主の体に触ふれてはならない。


　以前は、エルミナの身に危険が迫せまっていたこともあり、気軽に抱だきかかえたりしたこともあった。山を歩くときなど、おぶったりもした。しかし平へい穏おんな日常に於おいてそんなことが許されるはずもなく、マルクは一人やるせない気持ちに苛さいなまれていた。


　──やはり、あのときの〝あれ〟が原因でしょうね……。


　先日、マルクはエルミナに頼まれ彼女の髪を切った。そのときは失敗してはならないという緊きん張ちよう感かんからやましい感情を抱いだくこともなかったのだが……。


　──柔やわらかかったですね……。


　手に絡からみついた、あの絹糸のように細くも柔らかい感かん触しよく。日を追うごとにあの感触が忘れられないようになり、それがもう一つの強きよう烈れつな思い出──エルミナと唇くちびるを重ねてしまったあの記き憶おくを呼び起こしてしまった。


　──抱きしめたい──


　そんな衝しよう動どうが熱のように頭に滞たい留りゆうしていた。


「はあ……」


　そして、再びマルクはため息を漏らしてしまった。


「……なにか、悩なやみでもあるのかね？」


　エルミナがやや驚おどろいたように目を大きくし、首を傾けた。


　──迂う闊かつ……。エルミナの前でした。


　主が紅茶を楽しんでいるときに陰いん鬱うつなため息を漏らしてしまったこと、そしてその原因の目の前で醜しゆう態たいを晒さらしてしまったことで、マルクは狼狽うろたえた。


「も、申し訳ありません。なんでもございません」


「……そうは見えなかったのだが」


「ほ、本当になんでもないのです！」


「……そう」


　マルクが口調を強めると、エルミナは小さく俯うつむいてしまった。それから、心配そうにマルクの顔を見上げる。


「……前も言ったと思うが、私は君に感謝している。力になれることがあるならば言ってもらいたい」


　そうは言われても〝抱きしめさせて〟などと言えるわけがない。


　珍めずらしく真しん摯しな表情を見せてくれるエルミナに、マルクはなんと答えて良いものか頭を抱えた。


「まあ、なんと申しましょうか。その、欲しいものがあるのですが、手に入れようがないことに気づいてしまったと申しましょうか……」


　厚意に礼を失せぬよう言葉を選んで、なんとか思いついたのがそんな譬たとえだった。


　そう答えると、エルミナは何な故ぜか表情を陰らせてしまった。珍しく表情を動かしてくれたというのに、憂うれいのそれを浮かべさせてしまった。


「……その気持ちは、分かるつもりだ」


　エルミナには、エミリオという妹がいる。しかし彼女は〈アルス・マグナ〉という、精せい霊れいの枠わくからも外れた強大な力に呑まれ、目覚めることのない眠ねむりに未いまだ蝕むしばまれている。


　重大な問題と重ねられてしまい、マルクはなおのこと狼狽えた。自分の悩みはそんな人の生死に関かかわるような重大な──マルク自身にはなによりも大きな問題であるが──悩みではないのだ。


「そ、それほど深刻な悩みではないのです」


　慌あわててそう言うと、エルミナも納なつ得とくしたのか、それ以上は訊きいてこなかった。


「……そう。では、もう一つ訊いても良いだろうか」


「なんなりと」


　話を逸そらせたことで、マルクが安あん堵どの笑みを浮かべると、エルミナの方は未だに深刻そうな顔をしていた。


「……君は……………………」


「私は？」


　訊き返すと、エルミナは迷いを振ふり払はらうように首を横に振った。


「……いや、いい」


　話はおしまいというように、エルミナはカップを傾ける。マルクは迷ったが、自分も訊かれたくない悩みがある。追及しないことにした。
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　エルミナの寝室から下がると、玄げん関かんホールからゴンゴン──と重たい音が響いた。


　玄関のノッカーである。この時間に来るのは郵便屋だろう。マルクは階段の側にティーセットを置くと、玄関の扉を引いて開けた。


「よう。……って、ずいぶんしけた面つらしてるなあ。ご主人様とケンカでもしたのか？」


　無ぶ遠えん慮りよな台詞せりふを吐はいたのは、顔なじみの郵便屋──テッドだった。マルクがこの屋や敷しきにやってきたばかりのころからの付き合いである。


　出会い頭がしらにそう言われ、マルクはその場に倒たおれ込みたい衝動に駆かられた。


「別にケンカをしたわけではありませんよ」


　むしろ、どうすればもっと親密になれるのかで悩んでいるのである。


　そんなマルクの様子をどう受け取ったのか、テッドはニヤリと口の端はしをつり上げた。


「じゃあ、あっちの白しろ髪かみの嬢じようちゃんか？」


　マルクは今度こそ転てん倒とうした。


「な、何故そこでカナメのことが出てくるのです？」


「ああん？　お前さん、街に出るときは大体あの嬢ちゃんといっしょじゃねえか」


　確かにそんな気がする。マルクはものの見事に絶句した。


「まあ、茶化すわけじゃねえが、街中くらい羽目を外したって文句は言われねえだろ。そんな恥ずかしがるもんじゃねえよ」


　何故か納得したように頷うなずくテッド。マルクは気力でなんとか立ち直る。


「わ、私とカナメはなにもそういった関係ではありません」


　朝から同じ会話を繰くり返しているような気がする。マルクが肩かたで息をしていると、テッドが呆あきれたような顔を見せた。


「なんだよまだ手をつけてなかったのか？　早いとこ手をつけとかねえと、あれだけの美人なんだ。すぐよそに持っていかれるぞ？」


「だから違いますって……」


　マルクがため息を漏らすと、テッドは神しん妙みようそうな顔をしていた。


「それじゃあ、やっぱりあのお嬢様の方か？　一度でいいから会話させてくれよ」


「うっ……」


「……おいおい。本気かよ」


　返事に詰つまると、テッドは見ていられないというように首を横に振った。


「なあ、気持ちは分からないでもねえが、それは止やめとけよ。お前さんは人は良いが相手はご主人様だろう？　いくらなんでも身分の違いがあるってもんだぜ。白髪のお嬢ちゃんの方が現実的ってもん────」


「──そういった理由でカナメを選ぶのは、彼女に対する侮ぶ辱じよくです」


　エルミナでは手が届かないからカナメ──そんな気持ちでカナメに接してきたわけではない。毅き然ぜんとして言い放つと、テッドがなおさら呆れた顔をしていた。


「おいおい。結局どっちなんだよ」


「あ、あなたには関係がないでしょう」


　この男は屋敷にやってきてはこのように長話をしていく。しかも最近はマルクをからかうのを楽しみにしているのだから悪質である。テッドは手帳になにかを走り書いてから郵便物を取り出す。


　悪態をつきながらマルクも郵便物を受け取る。差出人の名前から優先順位を考え選別する。順位の高いものはエルミナに直接渡わたすが、順位の低いものはマルクが内容を確かく認にんし、エルミナには概がい要ようだけ伝える。


　本来ならば手紙の確認は家令のドミニクの仕事だが、外回りの多い彼はほとんど肩かた書がきだけである。現在は珍しく長期休きゆう暇かを取っており、先日から屋敷を留守にしている。そういった事情から、屋敷内の職務は全すべてマルクが引き継つげるように前々から訓練されていた。


　手紙をより分け始めてもテッドは帰る素そ振ぶりを見せなかった。マルクが首を傾かしげると、一通の手紙を差し出してきた。


「こいつは、お前さん宛あてだ」


　テッドが差し出した手紙には『ヴァレンシュタイン家執事へ』とあった。


　敬けい称しようもないあたり、ろくな相手ではなさそうだ。迷めい惑わくそうにマルクが眉まゆを寄せると、テッドがニコニコ笑顔で覗のぞき込んでくる。


「とりあえず、開けてみろよ」


「だから何故あなたの前で開けなければならないのです」


「街でお前さんの噂話ゴシツプは良い値段で売れるんだよ。みんな楽しみにしてんだ。協力しろ」


　マルクはずり落ちたメガネを修正するのも忘れて声を荒あららげた。


「な、何な故ぜ私が噂話ゴシツプなどに取り上げられるのです！」


「なに言ってんだ。お前さん、この蜃しん気き楼ろうの屋敷なんてところに住んでるのに、どれだけ街で目立つことしたと思ってんだ」


　確かに、エルミナを狙ねらって……いや、契けい約やく者しやが街に訪おとずれる度たびにマルクたちはもめ事を起こしている。そして毎回ディーノやノローデといったギャングの組織フアミリーまで巻き込んでいる。こうなってくると、一いつ般ぱん人じんでも気づかないわけにはいかないだろう。


　心当たりが多数思い浮うかび、マルクが反論に窮きゆうしているとテッドは当然のように言った。





「しょっちゅう燕えん尾び服ふく姿で泣き崩くずれてんだ。こんな良いネタはそうそうねえよ」





　マルクはがっくりと膝ひざを折った。


　──目立つって、そちらの方ですか……！


「街の主婦たちなんかはお前さんが街に入ればすぐに分かるよう、妙みような情じよう報ほう網もうまで作ってんだぞ？」


　容よう赦しやなく追い打ちをかけるテッド。膝を抱かかえて泣き出したい衝しよう動どうに駆られながらも、マルクは渋しぶ々しぶ手紙の封ふうを切った。


「……なんです？　これは」


　手紙には、こうあった。





〈ヴァレンシュタイン家の執事バトラーに告ぐ〉


〈今こ宵よい、十二時、時計台の下で待つ〉


〈あの方の忘れ物を届けにきた〉


〈過あやまちには償つぐないを〉





　たった四行。それも殴なぐり書がきである。


　しかしそのたった四行が嫌いやに心へ突つき刺ささった。怨おん念ねんとでも呼べば適当だろうか。理り屈くつではない、威い圧あつ感かんが滲にじみ出ていた。


「なんだこりゃ。果たし状か？」


「そのように、見えますね……」


　マルクは封ふう筒とうを裏返して差出人の名を探す。裏面の片かた隅すみにひと言〝ペイン〟と殴り書きされていた。


「誰だれでしょうね？」


「おいおい。覚えてねえのかよ」


「はあ。そう言われましても、人から恨うらまれるようなことなど心当たりが多すぎて、誰かなど特定しかねます」


　マルクはこの屋敷に来るまで裏うら稼か業ぎように身を置いていた。それ以前もやはり裏稼業に足を突っ込んでいた兄の助手などを務めていたし、その前も詐さ欺ぎ師しの片棒を担かついで指名手配されていたりする。幼いころまで遡さかのぼれば集団でスリなども行っていたし、父が倒とう産さんさせた事業の関係者からももちろん恨まれている。


　自分の記き憶おくの範はん囲いだけではなく、その周囲の人間も──特に兄のクリスは──そこら中から恨まれている。知らない人間から恨まれていたところで、なんら不思議はない。


　特になんでもなさそうに手紙を破ろうとすると、テッドが慌てたような声を上げた。


「お、おい。無視するのか？」


「それはそうでしょう。いちいちこんなものに付き合っていたら、それこそ四六時中果たし合いを受けなければなりません」


「それもそうだが……まあ、一つだけ忠告しておくぜ。また街に契約者が入り込んでる」


　マルクは眉をはね上げた。


「またですか。……通り名は？」


「分からねえ」


「珍めずらしいですね。あなたの情報網に引っかからなかったのですか？」


「いや。どうにも通り名を持ってないみてえだな」


「成りたてということでしょうか」


　契約者は生まれつきそうあるものではない。普ふ通つうの人間が心に闇やみを抱え、それが精せい霊れいに魅み入いられて初めて契約者と成る。


「よそ者って場合もある」


　この国の契約者はおおむね〝通り名〟というものを持っている。それがないということは、よほど知名度が低い──つまり弱いか、異国から渡ってきたばかりの契約者である。


　考え込んでいると、テッドが同情するような声を上げた。


「お前さん、つくづく苦労が絶えねえな。おかげで俺はもうけさせてもらえるが」


　マルクはすかさずテッドの肩に手を載のせた。


「な、なんだよ。俺だって飯の種が必要だ。なにもお前さんが不利になるような情報を流してるわけじゃねえ。お前さんだって裏稼業に身を置いてたんだろ？　それくらい……」


　慌あわてて言い訳をするテッドに、マルクは穏おだやかな微び笑しようを返してゆっくりと首を横に振った。そしてもう片方の手を差しだす。


「──四割で、手を打ちましょう」


　テッドの表情が、面おも白しろいほど引きつった。


「……二割だ」
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「話になりませんね。あなたのことは嫌きらいではありませんが、他ほかに友好的な友人がいないわけでもないのですよ？」


「く……っ！　さ、三割だ。お、俺だってお前さんに契約者の情報を渡してるだろう？　これ以上は出せねえ」


「……仕方ありませんね。それで手を打って差し上げます」


　テッドは苦痛の呻うめき声とともに、ふところから数枚の紙し幣へいを取り出す。全部足すと１００スピルを超こえる。マルクのひと月分の給金に近い金額である。ちなみに、現在の給金は１３８スピルだった。昇しよう給きゆうしたのだ。


　紙幣を受け取り、マルクは聖者のような笑みを浮かべた。


「毎度ありがとうございます」


　テッドに要求したのは、情報料だった。


　マルクはこの屋や敷しきにやってきたころ、財産焼失という悪夢に見み舞まわれていた。元々父の事業が倒産したこともあり、彼は人間を幸せにできるのはお金だと考えている。


　それにマルクとて一度は裏稼業に身を置いた契約者である。自分の情報に値段がつくことも、それが流されることも自然なことだと理解している。


　つまり、自分の情報が高値で売れるというのなら、いくらでも売る。


「ちくしょう……。決けつ闘とう観戦のチケットでも売るかな」


　とぼとぼと帰っていくテッドの背中を見送りながら、マルクは新たな収入源が手に入ったことで胸を躍おどらせていた。


　──それにしても、また契約者ですか……。


　その事実に、マルクは厄やつ介かいだ、あるいは面めん倒どうくさいという感情より先に、エルミナの顔が思い浮かんだ。


　エルミナは〈空白の契約書〉を完成させるため、そこに署名する契約者を探している。契約者を引き抜ぬけば彼女の助けになれるはずだ。


　──ひとつ、受けて立つとしますか。


　そう決心したマルクは、決して今け朝さのような鬱うつ屈くつした表情ではなかった。


「あ、マルクさん。ちょっと自分でクッキー焼いてみたんです。少しは上手くなったと思うんで、食べてもらえませんか？」


　背後から、そんなアイシャの無む邪じや気きな声が聞こえた。


　マルクはある人物との契約でアイシャの料理の面倒を見ている。彼女が〝食べて〟と言うのなら食べざるを得ない。そして彼女の料理は少しずつ進歩を見せ始めたとはいえ、未いまだ殺人的な味わいだった。


　テッドからせしめた臨時収入は、自身の治ち療りよう費ひで消えるかもしれない。
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　郵便物をエルミナに届け、慌ただしく朝食を済ますとマルクたち使用人は玄げん関かんホールに集まっていた。一日の打ち合わせがあるのだ。


　そんな中、マルクは使用人の一人──カナメの様子がおかしいことに気づいた。あたかも先ほどまでのマルクと同じように物もの憂うげなため息を漏もらし、なにか考え込んでいるのか周囲にも無反応である。


「カナメ？　具合でも悪いのですか？」


　頭とう髪はつの生はえ際ぎわからまつげの末まつ端たんに至るまで純白で整えられた容姿。瑠璃猫ドミニトンを思わす切れ長の双そう眸ぼう。薄うす茶ちや色いろのシャツと群青のスカートの上には真っ白な前まえ掛かけとヘッドドレス。カナメは裁さい縫ほう師し兼けんエルミナの侍じ女じよである。


　声をかけると、純白の髪かみを揺ゆらしカナメはぼんやりとした眼まな差ざしを上げた。頰ほおが上気したように赤く染まっている。マルクの顔を見ると、何な故ぜか驚おどろいたように大きく目を開いた。


「な！　い、いや、なんでもない」


「本当に、大だい丈じよう夫ぶですか？　熱でもあるのでは？」


　手て袋ぶくろを脱ぬいでカナメの額に手を当てる。手袋で温まっているマルクの手よりも熱いように思えた。


　やはり熱があるように思える。休んだ方が良いのではないだろうか？


　マルクが眉まゆを寄せていると、カナメは何故か声が出ないようにパクパクと口の開閉を繰くり返していた。


「熱いですよ？　具合が悪いのでしたらきちんと──やボッ？」


「──な、なななにをするのじゃいきなりっ！」


　肩かたから腕うでを捻ねじり込んだ見事な正せい拳けん突づきだった。身構える暇ひまもなく、鉄拳が腹部へと突き刺さる。マルクは体をくの字に折って頽くずおれた。


　──何故、殴られたのでしょうか……？


　マルクがピクピクと痙けい攣れんしていると、カナメはようやく我に戻もどったらしく慌てたような声を上げた。


「す、すまぬ。つい」


「ゴフ……。つい、であんな見事な一いち撃げきを見舞わないでください……」


　ヨロヨロと身を起こし、マルクは怯おびえながらそう言った。


　カナメは憤ふん慨がいしたように瑠璃猫ドミニトンの双眸を細めた。


「ふん。おんしが気軽に女子の顔に触ふれるからじゃ」


「う……。確かにそれは無ぶ遠えん慮りよでした。申し訳ありません」


　かつて〝契けい約やく者しや狩がり〟とまで言わしめ、現在も屋敷の使用人の中でも最強を誇ほこる少女が自分を普通の女子だと主張することに嘆たん息そくしながらも、マルクは素す直なおにそう謝あやまった。


　エルミナへの気持ちを自覚した以上、カナメに必要以上に触れてはならない。にも拘かかわらずそんなことをしてしまった。マルクが軽けい率そつだったのだ。


「なるほど。カナメ嬢じようは具合が悪いのか。ならば我とともに来るが良い。どこが悪いのか体の隅すみ々ずみまで診しん──殺さつっ？」


　いつの間にか側そばにすり寄ってきていた、ジェノバの怪あやしい呟つぶやきにカナメが躊ちゆう躇ちよなく刃は物ものを投げつけていた。マルクは先ほど自分が殴られただけで済んだことに心から感謝した。


　なんとか刃物を回かい避ひしたらしい。ジェノバがゼエゼエと息を切らしながら立ち上がる。


　こちらは見事な黒くろ髪かみに血の色の瞳。黒の口紅ルージユに黒のワンピース。加えて黒の前掛け──白を支給したら勝手に染め直していた──と、カナメを裏返したように黒ずくめの容姿である。顔の半分には舞ぶ踏とう会のような仮面。もう片方には涙なみだの形をした不気味な化粧メイク。遺い憾かんながらこの屋敷の医師兼けん庭師助手である。


　ジェノバはまんざらでもなさそうに、恥はじらうような笑みを浮うかべた。


「カナメ嬢の愛は、激し過ぎて困る」


「放せマルクッ！　こやつはここで斬きる！」


　どこに隠かくし持っていたのか、カナメはとうとうカタナまで抜いていた。それを羽は交がい締じめにしてなんとか押おし止とどめるマルク。


　そうこうしていると、頭上から愉ゆ快かいそうな声が響ひびいた。


「うぬ。相変わらず貴き殿でんらは仲が良いであるなあ」


　庭師のアーロンだった。


　アーロンは見上げるような巨きよ漢かんで、アイシャあたりと比べれば比ひ喩ゆ抜ぬきで二倍近い身長がある。空色のオーバーオールを着こんでいるが、その顔は未いまだにフクロウの仮面で覆おおわれている。一度確かく認にんしてみたのだが、この木面はアーロンが自分で彫ほっているらしい。


　アーロンが現れたことで、使用人は全員揃そろっていた。


　マルクは階段の前に立つと注目させるために咳せき払ばらいをした。それに気づいて使用人たちも一列に並んだ。


　不在のドミニクに代わって、朝の打ち合わせもマルクが行わなければならなかった。





　数日前、ドミニクは突とつ然ぜん休きゆう暇かを取ると言い出した。今まで彼が休暇を取っているところは見たことがない。確かに働き過ぎている部分はあったので、ある意味では休んでくれてホッとした。


　──前々からやりたいことがあってね。帰るまで……そうだな。ひと月くらいはかかるかな。なんか問題が起こったらアルバさんを頼たよってくれればいいから──


　ドミニクはそう言って出かけた。どこに行ったのかはエルミナですら把は握あくしていなかった。休暇中の行動まで縛しばられたくはないだろうが、主あるじにも所在を告げないというのは少し奇き妙みようだった。


　ドミニクに限って身勝手な行動を取ることはないだろう。多少疑問は残ったものの、マルクたちは深く考えなかった。そもそもマルクは一人で全すべての使用人を束ねることになるのだ。休暇を取るドミニクのことまで考える余よ裕ゆうはなかった。


　朝の挨あい拶さつを交かわしてから、昨日一日の報告を受け取る。それから一日の予定を確認し、不備がないか確かめ合う。


　マルクは使用人の配置図を思い浮かべた。エルミナが妹のエミリオのことを打ち明けてくれたこと、そして一度に使用人が増えたことで配置を調整し直したのだ。


　使用人と屋敷全体の監かん督とくとして執事のマルク。


　エルミナの侍女兼けん裁縫師でカナメ。


　エミリオの侍女兼洗濯婦にアイシャ。


　料理人はセリア。


　従僕兼調理助手のオウマ。


　庭師兼門番がアーロン。


　医師兼庭師助手ジェノバ。


　アイシャはエルミナではなくその妹のエミリオの侍女になった。彼女が自分からそう望んだのだ。あれだけ懐なついていたエルミナの隣となりをカナメに譲ゆずったことは意外だったが、彼女が精神的に自立を始めているということなのだろう。


　カナメとアイシャはエルミナ直属の使用人であるが、それ以外は基本的にマルクの部下となっている。カナメやアイシャも主の世話以外ではマルクの指揮下である。


　全体で確認してみると、やはり気になるところがいくつかでてきた。


「ふむ……。できればアイシャのフォローに洗濯婦ランドリーメイドがもう一人くらい欲しいところですね」


　洗濯自体はジェノバに手伝わせているが、それ以外の日干し取り入れ等はアイシャ一人で行っている。以前はカナメも手伝っていたのだが、彼女はエルミナの侍女に回ってしまったため手が回らなくなったのだ。


「あ、あたしはまだ大丈夫ですけど」


「ですが負担は大きくなっています。近いうちにもう一人くらい使用人を雇やといたいところですね」


　マルクが屋や敷しきにやってきてからトントン拍びよう子しで使用人が増えていったが──その都度マルクは痛い目に遭あってきたが──この一ヶ月はこれといった事件も起きていない。使用人も増えていない。


　──まあ、契約者が一ヶ所に集まること自体が異常なことなのですがね。


　いくらこの大陸に契約者が多いとはいえ、一つの街にそう何人もいるものではない。大きな街なら二、三人いることもあるだろうが、少し田舎いなかになれば一人もいないことの方が多い。


　しかしこの屋敷の使用人は契約者でもなければ務まらない。


　エルミナは契約者を集めている。そしてこの屋敷もまた蜃しん気き楼ろうの屋敷という〝在るはずのないもの〟である。普ふ通つうの人間ではやっていけないのだ。数日に一度やってくる郵便屋とて元殺し屋のテッド以外は務まらなかったのだから。


「まあ、ドミニクさんが戻ったら相談することにしましょう」





　朝の打ち合わせはそこで終しゆう了りようだった。解散する使用人の中から、マルクはアーロンを呼び止めた。


「うぬ。なにか用事であるか？」


「いえ、用事というほどのものではないのですが、晩に少し用事がありまして街に出ます。門の鍵かぎを開けておいてもらえますか？」


　そう言うと、アーロンは何故か納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「うぬ。マルク殿どのもそういった歳としなのであるな。我わが輩はい、なにも見ておらぬし聞いてもおらぬ。ゆっくりしてくるのである」


「ちょ、ちょっとお待ちなさい。アーロン、あなたはなにか勘かん違ちがいしていませんか？」


「うぬ？　待ち合わせているのであろう。我が輩、無骨ではあるがその程度の気き遣づかいはできるのである」


　マルクは噴ふき出した。


「わ、私はなにも逢あい引びきに行くわけではありません！」


　アーロンの能力は人の思考を読むことである。なんでも彼には相手の思考が文章化されて見えるらしい。しかし人の思考とはときとして散さん漫まんなものである。それゆえそのとき思い浮かべていることしか読めず、今の場合ならマルクは「呼び出された」ということしか思い浮かべていなかった。それで〝逢い引き〟だと考えたのだろう。


　──契約者から果たし合いを申し込まれたので受けに行くのですって……。


　さすがに人前で口にできることではないので心の中でそう思い浮かべると、アーロンは困ったように頭をかいた。


「貴殿も不器用であるなあ」


「どういう意味です……？　まあ、なにを勘違いしたのか〝夜〟に挑いどんできたのですから問題ありませんよ。洗濯婦ランドリーメイドを頼たのめる方だとありがたいのですがね」


　マルクの能力は夜になると制約が外れて肥大化する。その時間帯ならばカナメですら圧あつ倒とう──それでも絶対とはいえないが──できる。後おくれをとることなどあり得ない。
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　午前中の掃そう除じが終わり、エルミナの昼食を給仕するとマルクも食事である。


　セリアが用意してくれていた料理を啄ついばんでいると、厨ちゆう房ぼうにアイシャがやってきた。彼女はすでに食事は終えている。いつもなら庭で体を動かしているはずだった。


「マルクさん、郵便屋さんからお手紙です」


「おや？　朝も来ていたのですがね。ありがとうございます、アイシャ」


　手紙を受け取ろうとして、アイシャの表情が妙みように硬かたいことに気づいた。


「どうかなさいましたか？」


　アイシャは手紙を指さした。その先を目で追って、マルクも眉まゆを寄せた。


「これは……血、ですね」


　封ふう筒とうの縁ふちには、赤黒いシミがついていた。まだ湿しめっている。そう、時間が経たっているものではない。マルクはアイシャの顔を見上げた。


「アイシャ、テッド……郵便屋は怪け我がをしていたのですか？」


　テッドはマルクの情報を売りに行ったはずだ。マルク自身の情報を売る分には笑って済ませられるが、果たし状の情報まで流したのならトラブルに巻き込まれた可能性が高い。


「いえ。郵便屋さんは元気そうだったから、なんともないと思います」


　再び封筒に視線を落とすと、そこには宛あて名なも差出人も記されていなかった。テッドが個人的に頼まれたものなのだろう。


　差出人不明の怪しい手紙だが、マルクは警けい戒かいしながら封を切った。街には契約者が来ている。能力次し第だいでは開けた瞬しゆん間かん攻こう撃げきされる場合もある。


「なんです……これは」


　手紙を取り出して、マルクは絶句した。


　その手紙は、血まみれだった。まだ乾かわききってもいない。封筒の血は中から滲にじみ出たものだったらしい。


　手紙には、ひと言だけ記されていた。


「花に、気をつけろ……？」


　それだけだった。裏を返してもなにもない。


「どういう意味なんですか？」


「それは、分かりませんが……」


「が？」


　マルクは、チラリとアイシャの顔を見上げた。


「これは──クリスの筆ひつ跡せきに似ています」


　ほとんど殴なぐり書がきであるため絶対とは言えないが、雰ふん囲い気きが似ている。見慣れた文字というのは、なんとなく分かるものである。


　──これは、ただ事ではなさそうですね……。


　文面を見た限りではなにかの警告である。クリスは見た目こそ変態ではあるが、並の契けい約やく者しやに後れを取る人間ではない。そのクリスが後れを取ったとは考え難にくいのだが、危険な状じよう況きように追い込まれているのかもしれない。


「それ、クリスさんからのお手紙なんですか？　クリスさん、なにかあったんじゃないですか？」


「さあ？」


「さあ……って」


　まるで関心を示さないマルクに、アイシャは批難するような声を漏もらす。


「クリスかどうかも分かりませんし、別に助けを求めているような文面ではありません。そもそも仮にクリスだったとして、何な故ぜ私があの男のためになにかをしなければならないのですか？」


　それだけ言うと、マルクは食べかけの料理を片付ける。食事を中断したマルクを、アイシャは瞬まばたきをしてキョトンと見つめた。


「あ、マ、マルクさん、どこ行っちゃうんですか？」


「え？　い、いえ、少し、気分転てん換かんに街へ出ようかと……」


　突とつ然ぜん挙動不ふ審しんになったマルクを見上げ、アイシャは小さく噴き出した。


「あたしも午後は少し暇ひまがあるんで、ついて行ってもいいですか？」


　ニコニコ笑顔のアイシャに、マルクは返す言葉が思いつかなかった。





　外出には主から許可をもらわなければならない。マルクとアイシャはエルミナの寝しん室しつへ向かった。


　外出したいことを告げると、エルミナは考える素そ振ぶりもみせず頷いてくれた。


「……許可しよう。なにか、あったのかね」


　突然外出したいと言えば、エルミナでなくとも気にかけるだろう。マルクは極力なんでもなさそうに答えた。


「ただの気分転換でございます」


「クリスさんに会いに行くんです」


　アイシャが無情にも言わなくて良いことを口にした。エルミナが幽かすかに眉を揺ゆらす。眉を顰ひそめたのだろう。


「……クリスになにかあったのかね」


「さ、さあ、存じません。少し、顔でも見てやろうかと思っただけでございます」


「……君は、気まぐれで彼の顔を見に行きはしない」


　あっさり看破され、マルクは呻うめいた。


　それから、エルミナは読みかけていた本に栞しおりを挟はさむ。


「……私も行こう」


「はい……？」


「……彼には、先日世話になっている。困っているならば手を貸したい」


「お、お待ちください。ただの私用でございます。エルミナまで来るようなことではありません」


　マルクが慌あわてて道を塞ふさぐと、エルミナはまったく表情を動かさないままマルクの頰ほおに指を突つき刺さした。摘つままれてしまった。


「……君は、顔に出やすい」


　そう言ったとき、エルミナは僅わずかにではあるが、穏おだやかに目を細めた。


「……君は、とても心配そうな顔をしている」


　返す言葉が思いつかなくて、マルクは仕方なさそうに腰こしを折った。


　エルミナはそれを見届けると銀のベルを手に取った。


　リンリンリン──三度続けて澄すんだ音が響ひびく。


　呼ぶ人間によって鳴らす回数が違ちがう。マルクの場合は一回。アイシャなら二回。三回はカナメだった。


　ほどなくして静かに扉とびらが叩たたかれ、面めん倒どうくさそうな声が響いた。


「なんじゃ。なにか用か？」


　すでに主あるじに対する使用人の態度ではないが、エルミナは表情を動かさないまま小さく頷いた。


「……少し外出がしたい。用意を頼む」


　エルミナとて年とし頃ごろの娘むすめである。身辺のものを男であるマルクが用意するのはいろいろと問題があるため、そちらの準備はカナメの仕事だった。


　カナメは瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを細めた。


「また厄やつ介かいごとか？」


　どうしてなにも言っていないのにバレてしまうのだろう。マルクが途と方ほうに暮れたようにため息をつくと、カナメも仕方なさそうにため息を漏らした。


「今は昼休みのはずじゃがな。まあよい。支し度たくをするゆえ少し待っておれ」


「あ、あなたまで来なくとも大だい丈じよう夫ぶですよ」


「なにを言っておるのじゃ。おんしら街へ出る度たびにもめ事を起こしているであろ。従者ヴアレツトが一人では心もとなかろ？」


「あの、カナメさん、あたしも従者ヴアレツト……」


「ただ街に出かけるだけです。一人で十分ですよ」


　いつになく頑かたくななマルクに、カナメは眉を顰めた。一方、アイシャは何故か一人で「カナメさんもマルクさんもひどいです」などと呟つぶやいていた。


「じゃが……」


「必要ありません」


　拒きよ絶ぜつともとれる強い口調に、カナメが怯おびえたように身を退ひいた。強く言いすぎたと思ったときにはもう遅おそかった。


「あ……」


「……支度をしてくる」


　唇くちびるを嚙んで俯うつむくと、カナメはそのまま背中を向けた。


　その背中がとても小さく見えたことで、マルクは思わず追いかけそうになったが、結局は思いとどまった。


「マルクさん、カナメさんとケンカでもしちゃったんですか？」


　アイシャのどこか批難するような声。エルミナも口には出さないが同じように咎とがめるような眼まな差ざしだった。


　──これで、いいんですよ。


　去り際ぎわのカナメの表情に、胸を抉えぐられるような気持ちを覚えながらもマルクは自分にそう言い聞かせた。






　第二章　夢は遥はるかな過去と消え







　そこは屋や敷しきの一角にある花園だった。


　花か壇だんの整理を命じられた少年は、黙もく々もくと雑草を取り除いていた。抜ぬいた雑草の中から根だけを選び、刃は物もので丁てい寧ねいにそぎ落としてより分けていく。ただの雑草抜きにしては奇き妙みようなほど丁寧である。


　そうして作業を続けていると、背後で人の気配がした。本人は足音を忍しのばせているつもりらしいが、草を踏ふむ音だけですでに少年にはその存在を伝えてしまっている。


　これといった訓練を積んだ様子もなく、それでいて少年に対してこのような気安い態度を取る人間は一人しか心当たりがない。


　──またあの方ですか。


　少年としては珍めずらしく面倒くさそうな感想を内心に吐と露ろしていると、人の気配は少年のすぐ背後にたどり着いていた。


　そして──突然視界が暗くなった。


「……なにかご用でしょうか、ヴィオラ様」


　背後の人物──ヴィオラは、なにを思ったのか少年の両目を手で隠かくしていた。それでも少年の手は淀よどみなく雑草のより分けを続けている。


「あれ？　なんで分かっちゃうのかな」


　心底驚おどろいたようにそう言うと、ヴィオラは少年の隣となりにしゃがみ込んできた。リカルドの前では敬語……だろうか、なにかしらしゃべり方に気をつけているらしいが、少年には普ふ通つうに話しかけてくる。使用人に気を遣つかう必要はないので自然なことなのだろう。


　ちらりと視線を向けると、小麦色のドレスが広がっていた。地面にこすれているため裾すそが汚よごれてしまっている。裾からはみ出した足あし下もとを見てみれば、街中で見かけるサンダルを履はいている。踵かかとの高い靴くつに堪たえられなかったらしい。


　ヴィオラは少年に顔を向けるとフニャリと笑った。気の抜けるような笑顔である。


「こんなところでなにをしてるの？　見習い君」


「ここの手入れを命じられました」


　黙々と手を動かしながら、少年はやはり感情のこもらない声で答える。そんな手つきを見て、ヴィオラが意外そうな声を上げた。


「お花、好きなの？」


「いいえ。特に」


「そう？　ずいぶん丁寧に分けてるからそうなのかと思ったんだけど」


　少年は、ようやく関心を持ったような顔を見せた。それから区分けした根の山をナイフで示す。


「これは、毒に使えます」


「へええ。毒に使えるんだ………………毒っ？」


　表情を変えないまま少年はこくりと頷うなずく。


「即そつ効こう性に欠けますが、丁寧に洗えば無む味み無む臭しゆうに近い毒を作れます」


「ええと……、ネ、ネズミとかに使うのかな？」


　無機質に首を横に振ふる少年。


「ネズミには効果が薄うすいと思います。時間をかけて何度も飲ませることでようやく致ち死し量に至ります。まだ実際に使ったことはありませんが、食事等に混ぜて使うのが効果的です」


　淡たん々たんと解説する少年に、ヴィオラは声が出ないように口の開閉を繰くり返す。


　それから、ガシッと少年の肩かたを摑つかむと前後に激しく揺さぶる。


「だっ、駄だ目めだよ毒なんて作ったら！　それ、誰だれに飲ませるの？　ねえ、それ使うつもりじゃないよね？」


　言いながらも少年の肩を揺さぶり続けるヴィオラ。頭部への激しい振しん動どうで少年は自分の意識が遠のくのを感じながらも──人体へはこういった打だ撃げきの与あたえ方もあるのか──と妙に感心していた。


　やがて少年がぐったりし始めたころ、ヴィオラの方も自分がやっていることに気づいたらしい。慌てて手を放した。


「あ、ご、ごめん。大丈夫？」


　すでに脳へと衝しよう撃げきが伝わっていた。少年は自分が片かた膝ひざをつかされたことに内心驚きよう愕がくしていた。自分が膝を折った相手など、あの執しつ事じ以外では初めてである。


　申し訳なさそうに少年の背中をさすりながら、ヴィオラは怪け訝げんそうな声を漏もらす。


「でも、なんで毒なんて作るのかな？」


　少年はようやく真まっ直すぐヴィオラの顔を見つめた。そして無表情ながらも不思議そうに首を傾かしげる。


「それもそうですね……」


　少なくともあの執事はこの程度の毒で倒たおすことはできない。毒に気づいた時点で犯人が少年であることにもたどり着くだろう。彼が警護するリカルドにも届くとは思えない。そもそも少年の任務はすでに失敗に終わっており、現在の飼い主はリカルドなのだ。殺す理由がない。


　今度こそヴィオラは盛せい大だいに倒れ込んだ。小麦色のドレスが台無しになった。


「見習い君、それってなんとなく作ってたってことかな？」


「はい」


「はい、じゃないでしょう。行ぎよう儀ぎ良く言ったって駄目なんだからね」


「うん」


　ヴィオラは頭痛を起こしたように頭を抱かかえながらも健けな気げに説教を続ける。


「もう、なんとなくで毒を作っちゃう君はどんな生活してたのかな」


「それが家か業ぎようです」


　キョトンとして、ヴィオラは瞬まばたきをした。長いまつげが小さく揺ゆれた。


「君の家って薬屋さんかなにかなの？」


　今度は少年が首を傾げる番だった。


「聞いていないのですか」


「うん。君のことは新しい使用人見習い君だとしか聞かされてないよ」


「自分はリカルド＝ヴァレンシュタインを始末しに来ました」


　こともなげに言うとヴィオラが大きく目を開いた。それから、少年はやはり感情のこもらない声で呟く。





「自分の一族は人殺しの一族です」





　誇ほこるでも嘆なげくでもない、ただ事実を羅ら列れつしただけの無機質な言葉だった。


「ですが任務に失敗しました。ことが教皇陛下の知ることとなり任務も撤てつ回かいされました。それで宙に浮ういた自分の身み柄がらをここで買い取られました」


　少年が語り終えると、ヴィオラは形の良い唇をワナワナと震ふるわせていた。


「君が毒を作るのは復ふく讐しゆうのためなの？」


　少年は心底不思議そうに首を傾げた。


「復讐とは、なにに対する復讐ですか？」


「なににって……、ええっと……」


「自分が失敗したのは〝性能〟が劣おとっていたからです。それは恥はじるべきことです。自分の性能を凌りよう駕がした相手には敬意を払はらって然しかるべきです」


　少年は、任務失敗後も度々リカルドへ拳けん銃じゆうを向けている。幾いく度ど状じよう況きようを振り返っても自分が失敗した理由が理解できないから。敗北したのは性能で劣っていたから。しかしどこがどう劣っていたのかが理解できない。


　執事は、あるいは性能で少年の上を行っているかもしれない。だがリカルドは違ちがう。避さける素そ振ぶりも──いいやそれどころではない。交戦する姿勢すら見せなかった。まるで自分が死なないことが分かっていたかのように。


　原因が理解できないから少年は銃を向ける。原因を理解できればまた自分の性能を上げることに繫つなげられる。技術を研けん磨まし、自分の〝性能〟を高め続ける。それが少年の在り方であり、この屋敷に来てからも変わってはいない。


　一いつ般ぱん人じんの娘むすめには刺し激げきの強すぎる話だったらしい。ヴィオラは信じられないというように俯いていた。


「分からないよ……。それじゃあ、君はリカルドさんが誰かを殺してと言ったら殺しちゃうの？」


「はい」


　リカルドはオルダー教の中でも高い位を持っている。教皇の側近の一人であり、ときとして教皇の行動さえ示し唆さできるほどである。


　少年の一族はそのリカルドの暗殺を決行し、失敗した。全すべてが明るみに晒さらされ、教皇の怒いかりに触ふれ一族は取り潰つぶされた。生き残っているのは、少年ただ一人だった。


　少年が生きているのは、リカルドが「殺すのは惜おしい」と手元に置きたがったからである。現在の少年の飼い主はリカルドなのだ。〝命令〟には従う。


　ヴィオラが、もう一度少年の肩に手を置いた。


「絶対駄目」


「なにがですか」


「わたし、馬ば鹿かだから難しいこととかよく分からないけど、それでも人を殺したりしちゃいけないってことくらいは分かるよ」


「何な故ぜですか？」


　少年の心底不思議そうな声に、ヴィオラは絶句した。


　そして、何故か辛つらそうな表情を見せると少年の手て袋ぶくろを脱ぬがせ始めた。意図が理解できない少年はされるがままである。やがて手袋を脱がせ終わると、なにを思ったのか少年の手を取り、自分の胸へと押おしつけた。


　トクントクン──と、鼓こ動どうの音が伝わってきた。


　──温かい……。


　その柔やわらかく優やさしい温ぬくもりに、少年はにわかに狼狽うろたえた。


「分かる？　これが生きてるってことだよ。生きてるから温もりってあるんだよ。生きてるから笑ったり泣いたりできるんだよ。死んじゃったら、そういうの全部なくなっちゃって、もう戻もどってこないんだよ」


　ヴィオラの頰ほおに一ひと滴しずくの涙なみだが伝っていた。


「君は、それでも人を殺しちゃうの？」


　──それが命令なら。


　そう答えようとして、その言葉は何故か口から出すことができなかった。


　命令なら、目の前の少女の首とて簡単に落とせる。そのはずなのだ。なのに、どういうわけか今はできる気がしなかった。


　しゃくり上げる少女を、少年はただ呆ぼう然ぜんとして見つめていた。


　泣いている女の子にどうすれば良いのか、少年はそんなことも知らなかった。





　ようやく落ち着いたヴィオラは、コツンと自分の頭を小こ突づいてみせた。


「……ごめんね、変なこと言って。君が一いつ生しよう懸けん命めい歩いてきた人生に、わたしがどうこう言う権利なんてないのにね」


　それからまたフニャリと気の抜ぬけた笑みを浮かべた。


「あのね。わたしのお母さん、病気でずっと眠ねむってるんだ。もう、十年以上……」


「体が動かないのですか」


「……ううん。目を覚まさないの。わたしが小さいときに突とつ然ぜん倒たおれて、もう、それからずっと」


　少年は首を傾げた。人体の壊こわし方を可能な限り学習してきた少年には、その逆の知識も身についている。人は、眠り続けたままで十年は生きられない。よほど親身に世話ができる人間がいたとしても、一年程度である。少なくとも、現在の医学では。


「わたし、もうお母さんがどんな声で話してくれて、どんな顔で笑ってくれたのかもよく覚えてない。お父さんもどっか行っちゃったし。お母さんの前は、おばあちゃんがそうだったって聞いた」


　それからようやく少年の顔を見た。


「でもね、お母さんはまだ温かいの。だからわたし、まだお母さんがいつか目を覚ましてくれるかもしれないから、前を向いていられる」


　そしてもう一度少年の手を握にぎりしめた。何故か動どう揺ようして、手を引きそうになったがヴィオラは力強く握って放さなかった。


「だからお願いするよ。できれば、人を殺さないで」


「はい」


　その返事は、自分でも驚おどろくほどすんなりと口から出た。


　ヴィオラはキョトンとして瞬きをしたが、それからフニャリと笑ってくれた。


「ありがとう」


　立ち去るヴィオラの背中を見送って、少年は自分の手に視線を落とした。


　──温かかった……。


　それは、少年が初めて知った温もりだった。


　それから、少年は再び無機質な表情に戻った。


「なにかご用でしょうか」


　ヴィオラと入れ替かわるように、執事が姿を見せていた。どうやら見られていたらしい。元々少年は刺し客かくとして来たのだから、飼い主が替かわったとはいえ監かん視しの一つくらいついているのは当然である。


　執事は取ってつけたような微び笑しようのまま、小さなため息を漏らした。


「いや、分を過ぎた真ま似ねをしてはいないかと確かめにきただけだよ」


　意味が理解できず、少年が首を傾かたむけると執事は笑い声を上げた。


「いやいい。面おも白しろいだろう？　あの方は」


「よく分かりません」


　もう一度、執事は笑い声を漏もらした。


「君とは仲良くやれそうな気がしてきたよ、少年」


　主あるじを真似るようにそう言うと、執事はふと思い出したように声を上げた。


「ああ、そうだ。一つアドバイスをしておくよ。女の子が泣いているときはね、ハンカチを差し出すものだよ」


　少年が首を傾かしげると、執事は満足そうに立ち去っていった。その背中を無機質な表情で見送ってから、少年は花か壇だんへ視線を向けた。


「君たちは、また生えてくるのにね……」


　人は死んだら戻ってこない──他ほかの誰だれに言われたところでなにも感じなかっただろう言葉。なのに、あの少女の言葉だけは心に突つき刺ささっていた。
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　カチン──小さくも澄すんだ音を立てたのは銀のロケットだった。中には菫すみれ色いろの髪かみをした少女の肖しよう像ぞう画がが収められている。


「ヴィオラ様……」


　ロケットを握った男は、少女の名を呟つぶやいた。それは、彼にしてみれば珍めずらしく感情のこもった声だった。実に物悲しい声こわ色いろの。


　襟えりを立てた朽くち葉ば色いろのコート。軍人を思わす引き締しまった体たい軀くと隙すきのない物もの腰ごし。顎あごから目元にかけてを覆おおう覆ふく面めんの下からは、いくつもの切り傷が見え隠かくれしている。銀のロケットはそんな異様な風ふう貌ぼうには似合わなかった。


「あれぇ、それロケットだったんですかぁ？　うわ、可愛かわいい。娘さんか誰かですか？」


　哀あい愁しゆうに耽ふけっていると、その脳天気な声が響ひびいた。


　面めん倒どうくさそうに視線を向けると、男の肩かた越ごしに妙みよう齢れいの女性が顔を覗のぞかせていた。どこから持ってきたのか椅い子すを踏ふみ台だいにしている。


　栗くり色いろの髪と大きな瞳ひとみ。髪には花のつぼみの髪かみ飾かざり。肩かたから首筋にかけてと臍へそが露ろ出しゆつした派手なビスチェ。下半身には黒のタイツを穿はいているが、腰こしから下を覆うのは極きわめて丈たけの短いスカート。


　分厚いコート姿の男と、異様に露出度の高い女性。同一の季節に存在するのが奇き妙みような組み合わせだった。


「……俺は、独り身だ」


「ええっ？　それじゃあ恋こい人びとですか？　マズイですよそれはぁ。犯罪です。聖書でも禁じられてますって」


「うるさい。黙だまれミリエラ」


　男──ペインはもう一度カチンと音を立て、ロケットを閉じた。その蓋ふたにはオルダー教の十じゆう字じ架かが刻まれていた。


　それから、どこか呆あきれたように呟く。


「……寒くないのか？」


　男の憮ぶ然ぜんとした声に、女性──ミリエラは大きく胸を張った。


「寒いに決まってるじゃないですか」


　覆面をずらし煙草たばこを咥くわえる。大きく息を吸うと、ペインは疲つかれたように紫し煙えんを吐はいた。


「〝対価〟なんだから仕方ないじゃないですか。ペインさんの方こそ怪け我がもう良いんですかぁ？」


　今け朝さ方がた、ある男……性別は男を始末しようとしたとき、思わぬ反はん撃げきを受けた。銃じゆう弾だんは、確かに躱かわした──正確には撃うたれる前に軌き道どうを読んで回かい避ひした──のだが、弾丸は跳弾となってペインを襲おそった。狙ねらってやったというなら、あの男は天才だ。もしも契けい約やく者しやだったなら〈魔ま弾だんの射手〉の呼び名は彼のものになっていただろう。


　──おかげで、取り逃にがした。


　にわかに信じがたい現象だった。ペインとミリエラが二人がかりで、しかも不意打ちで仕留められなかった。……もっとも、こちらもそれ相応の傷は負わせた。よほど物好きな協力者でもいない限り生きてはいまい。


　ペインは肩を意識しながら手を広げては握ってみる。


「大した問題ではない」


「あは。驚いちゃいましたね。まさかあれで反撃してくるなんて」


「……人間にしておくのが惜しい逸いつ材ざいだったのは、事実だ」


　あの男が契約者でいてくれたなら、初めから〝裏切り〟などには走らなかった。人材不足のペインたちにしてみれば非常に惜しい話だった。


「あの人、本当に見み逃のがしたままでいいんですかぁ？」


　ペインは、その男に追い打ちをかけようとはしなかった。追撃しようとするミリエラも止めた。紫煙を吐き出し、さして関心もなさそうに答える。


「報復には、十分だろう」


　もう一度ロケットを意識する。この少女は、人が死ぬことを好まなかったのだ。


「あ、あと、あたしはここじゃ〈鈴すず蘭らん〉です。気をつけてください。ちなみにペインさんは〈特異点〉さんになりましたから」


　ペインは面倒くさそうに視線を上げた。


「その呼び名、本気だったのか……」


「郷に入らば郷に従え……って、〈特異点〉さんが言い出したことじゃないですかあ」


「この国のルールに従う、と言っただけだが」


「それがこういうことなんですよ。それに〝通り名〟ってなんかかっこいいからいいじゃないですか。〈特異点〉さんの通り名だって一いつ生しよう懸けん命めい悩なやんだんですよぉ？」


「……お前は、その元気をヨハエルに分けてやった方がいい」


　ペインとミリエラはある組織に所属している。ヨハエルという男も同じ組織の構成員であり、すでにこの街に潜せん伏ぷくしているはずだった。ヨハエルは対価で〝正の感情〟を失っているためいつでも軽い鬱うつ状態である。


「あは。いっけない。ヨハエルの通り名、考えてあげるの忘れてました」


「別にいいだろう」


「良くないですよぉ。あたしと〈特異点〉さん除いたら、本国の契約者はヨハエルしか残ってないんですからぁ」


　煙草をもみ消すと、ペインは再び覆面で顔を覆った。


「それで？　連れん絡らくはついたのか」


「はい。おりこうに教会で神父さんやってましたよ。ついでに情報ももらってきました」


「グレリオの消息は？」


　ミリエラはピタリと硬こう直ちよくすると、パカンと口を開いた。


「…………あは。すみません」


　どうやら調べ忘れていたらしい。ペインが盛せい大だいにため息をつくと、ミリエラは拗すねたように指を絡からめた。


「いやだってほら、もうやられちゃってますよぉ。グレリオさんが組織への連絡を絶つなんて、それ以外ないじゃないですか。それに前々から感じ悪かったし」


「……お前、ただ単にあいつが嫌きらいなだけじゃないのか？」


「ええ？　だって……そんなこと言うんなら〈特異点〉さんならあの人と仲良くしたいと思うんですかぁ？」


「…………………………他に、有益な情報はあったか？」


　何事もなかったかのように紫煙を吐き出すペインに、ミリエラは「あは」と笑い声を漏らした。


「結局ペインさん……じゃなかった〈特異点〉さんも嫌いだったんじゃないですかぁ。それより凄すごいですよ？　〈精杯グレイルの姫〉の近辺には契約者がうじゃうじゃうじゃ。確かく認にんできただけで六人。通り名は〈黒衣〉に〈東方不敗〉、〈魔弾の射手〉、〈牧神〉、〈吸きゆう血けつ姫き〉、最後に〈鳳おおとり〉」


「……契約者が集団行動を取るとは不可解だな」


「なんか今回の〈精杯グレイルの姫〉が凄い美人だかららしいですよ？　ヨハエルが熱弁してました」


「なにをやっているんだ、あいつは……」


「あは。それだけ余よ裕ゆうがあるってことじゃないですか？　こっちの契約者たちはみんな能力だけで、訓練も受けてない雑ざ魚こばっかですから。せっかく引スきカ抜ウきトした連中もみんなやられちゃいましたし」


「──雑魚に、グレリオはやれん」


　強い口調で言ったペインにミリエラも口ごもる。


「いくらグレリオさんでも、六人がかりで囲まれたらやられちゃいますって」


「お前、本当に下調べをしたのか？　こっちで引き抜いた契約者を根こそぎ刈かり取ったのは〈東方不敗〉だ。今、お前が口にした名だ」


「もう〈特異点〉さん、硬かたすぎですよ。別にあたしたち戦争しに来たわけじゃないんですからそこまで────」


「……ミリエラ。情報は助かった。お前はもう、ここで帰れ」


「だから〈鈴蘭〉ですって……え？　帰れ、え、えええええええっ？　ちょ、ちょっとクビですか？　ちょっと調子に乗ってただけなのにクビなんですか？　ひどい！　今まであんなに尽つくしてきたのに。あたしのことを散々弄もてあそんどいて、ゴミのように捨てるなんて！」


「あー……うるさい」


　すこぶる面倒くさそうに呟くペインに、ミリエラが絶句した。


「この人、絶対捨てた女が生きていけないとか言ったら『死ねば？』とか言うタイプよ。こんなのが聖職者やってて許されるなんて世の中どうかしてるわ」


「この街でやることが残っているから先に帰れと言っているんだ」


　それが真ま面じ目めな口調だったことで、ミリエラも態度を改めた。


「やること……って〈特異点〉さん、なにか他の任務あったんですか？　裏切り者のことはもういいんでしょう？」


「いや。ただの私用だ。……決着をつけたい相手がいる」


「うわもう、それ思いっきり命令違い反はんですよぉ？」


　ミリエラは懸けん命めいに説得しようとするが、〈特異点〉が耳を傾かたむけることはなかった。


「もう。なんでそんなに執しゆう着ちやくするんですかあ？」


　ペインは小さくため息を漏らした。


「ただの、私し怨えんだ」


　ついに根負けしたらしく、ミリエラはがっくりと肩を落とした。


「はあ……、もう、分かりましたよぉ。いっしょに手伝いますよ」


「いらん」


「いりますよぉ。〈特異点〉さん、あたしたちのボスなんですよ？　あたしは〝あの人〟から直接あーだこーだって命令されるなんて嫌いやですからぁ」


　ペインは意外そうに片かた目めを大きく開いた。


「物好きだな」


「あは。それで〈特異点〉さんにそんな恨うらまれちゃった不幸な人って、誰だれなんですか？」


　ミリエラの疑問に〈特異点〉は憎ぞう悪おのこもった声で答えた。





「──ヴァレンシュタイン家の執事バトラーだ」
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　ロックウォール駅前広場。


　多種多様の店々が並ぶこの場所にて、マルクは露ろ店てんで飲み物を購こう入にゆうしていた。エルミナとアイシャの分である。体力のないエルミナには酸味の利きいた鬱金玉デイーナの果実水。甘あま党とうのアイシャには紅甘実アポルロの果実水。


　飲み物を受け取りながら、マルクは代金より少し多めの金額を支し払はらう。


「この辺りで、派手な赤いドレスを着た変人が住んでいる場所をご存じありませんか？」


　店主の男は怪け訝げんそうに顔を上げた。


「ん？　ああ、あの派手な兄ちゃんか。……街の南に工場地帯があるだろう？　あの辺りで宿を取ってるって聞いたぜ。知り合いなのか？」


「ご冗じよう談だんを。面めん倒どうに巻き込まれただけでございます」


「そいつは気の毒にな。こいつも持っていきな」


　店主は深い同情を示すと、灰パ豚ワの串くし焼やきを渡わたしてくれた。


　──しかし、街の南ですか……。エルミナの体力が保もつでしょうか？　それに……。


　ヴァレンシュタイン家こと蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきは北の外れに存在する。ここは街の中央であり、さらに同じ距きよ離りを行くことになる。


　加えてこの街を取り仕切る組織ギヤングには三つの勢力フアミリーが存在する。街の西側はアイシャの兄アルバ＝ディーノ率いるディーノ・ファミリー。東側はノローデ・ファミリー。この二つの組織とはマルク、あるいはエルミナと親しいものがおり、友好的な関係を築けている。


　しかし街の南を支配するリゾット・ファミリーとはまるで縁えんがない。もめ事を起こすと面倒なことになりそうだった。


　礼を言って、マルクもエルミナとアイシャのもとへ引き返した。





　やはりというか、エルミナは屋敷を出て数分で力ちから尽つきていた。本日は厚手のコートを羽織っているのだが、やはり体力の少なさと気温はあまり関係がなかったらしい。


　エルミナは広場の片かた隅すみにある長なが椅い子すに腰こし掛かけていた。そこにアイシャが甲か斐い甲が斐いしく日ひ傘がさを差している。マルクが飲み物を差し出すと、表情こそ無表情だがすっかりくたびれた様子でエルミナは受け取った。


「エルミナ、やっぱり体力ないんだね」


　同情するようにアイシャが言うと、エルミナも消しよう沈ちんしたように俯うつむいてしまった。


　元々、エルミナはベッドから起き上がれないほど病弱だったらしい。〈アルス・マグナ〉や〈空白の契けい約やく書しよ〉の作用である程度健康にはなっているが、やはり根本的に体力がない。


「お嬢じよう様さま。差し出がましいようですが、ジェノバの能力を使えば多少は楽になると思われます」


　外出中、あるいは人前ではマルクもエルミナのことを〝お嬢様〟と呼んでいる。


　エルミナは〈契約書〉に署名した契約者の能力を扱あつかえる。ジェノバの能力は身体能力の強化に秀ひいでている。オリジナルには劣おとるとはいえ、それを使えば人並み以上の体力が手に入るはずだ。


　エルミナは小さく首を横に振ふった。


「……あれは長時間は使えないのだ」


　その答えは意外だった。彼女の妹エミリオは〈契約書〉の能力を使って四人もの契約者を翻ほん弄ろうしてみせた。確かにそう長い時間の出来事ではなかったが、それにしても一時間程度は扱えそうに見えた。


　それから奇き妙みような違い和わ感かんに囚とらわれた。


　──エミリオの方が〈契約書〉を扱いこなしている、ということでしょうか……？


〈空白の契約書〉はエルミナの体を媒ばい体たいにしている。その体を使っていたのだからエミリオが能力を使えるのも当然だとは思っていたが、彼女の方が相あい性しようが良いというのは奇妙な話である。


　──まあ、純じゆん粋すいに運動神経の差かもしれませんね……。


　エミリオは病弱な姉とは裏腹に活発で行動的だった。一日の大半をベッドの上で過ごしていたエルミナとでは、そこに差があるのは仕方がない。


「やはり馬車を使った方が良かったでしょうか」


　エルミナはやはり俯いたまま囁ささやくように言った。


「……歩いて問題ない距離だと思ったのだ」


　確かに屋敷から街までは歩いて十分もかからない。しかし街の中はそれなりに広さがある。加えてクリスの宿は街の南。さらに歩かなければならない。たどり着くことはあるいは可能かもしれないが、そこから帰る体力は残らないだろう。


　マルクは仕方なさそうに苦く笑しようした。


「馬車はここで拾えますから問題ありませんよ」


　都会では火力車オートランナが主流になり始めているらしいが、この街ではまだまだ馬車が現役である。あらかじめ停車場所が決まっている乗合馬車もあれば、辻つじ馬車もある。ちょうどここは駅前なのでどちらの乗り場もある。


　もっとも上流階級の娘むすめを乗合馬車に乗せるわけにもいかない。乗るなら辻馬車だろう。


　エルミナが一休みしている間に捕つかまえておいた方がよいだろう。マルクは広場に目を向け、駆かけ行く辻馬車を探す。


　広場から出ていく馬車はすでに客が乗っているが、新たに入ってくるものは大体空いている。乗り場で待つよりもそちらを捕まえた方が早く、そして小こ綺ぎ麗れいなものを選べる。


　良い馬車はないかと選よりすぐっていると、ちょうど良い馬車がやってきた。


　二頭立ての箱馬車で、辻馬車としては珍めずらしい一等級のものである。この手合いの馬車には車輪や座席にもバネが仕し込こまれており、乗り心地ごこちもかなり良い。マルクがこの街に来てから三ヶ月が経過しているが、ヴァレンシュタイン家のもの以外では初めて見た。


　見たところ、家か紋もんのようなものは刻まれていない。御ぎよ者しやもいくらか品のある男ではあるが金持ちの使用人には見えない。個人の所有物には見えなかったので、マルクは指笛を吹ふいてその馬車を呼んだ。


　隣となりで、エルミナが何な故ぜか驚おどろいたように瞬まばたきをしていた。


「……器用に音を鳴らすものだね」


　どうやら、エルミナには指笛は珍しいものだったらしい。


「そう難しいものではありませんよ。とは言いましても、お嬢様が真ま似ねされるのは少々問題がありますが」


　微び笑しようを返していると、辻馬車がマルクたちの前で停止した。車両を見てマルクは、あっと声を漏もらした。


　どうやら賃走中だったらしく、車両にはまだ人ひと影かげがあった。そこに来て、ようやくマルクは御者の表情が引きつっていることに気づいた。


「…………？」


　首を傾かしげていると、馬車の扉とびらが開いた。どうやらここで降りるつもりらしい。


　馬車から下りてきたのはひと組の男女だった。男の方は丈たけの長いコート姿で服装自体はまともなのだが、暗殺者かなにかのような黒い覆ふく面めんをしている。もう一方の女性は栗くり色いろの髪かみにぱっちりとした瞳ひとみ。まともな顔立ちなのだが、服装が地下酒場の踊おどり子こかなにかのように薄うす着ぎだった。季節はすでに秋から冬に移り始めている。


　男は、マルクの後方に視線を向けると、驚いたような声を漏らした。


「ヴィオラ様……？」


「は？」


　聞き慣れない名前で、よく聞き取れなかったのでマルクが訊きき返すと、男は慌あわてたように頭かぶりを振った。


「なんでもない。……それより、使っていい。俺たちはここで降りる」


　自分の背後の馬車を示し、男がそう言ったことでようやくマルクも彼らが馬車を譲ゆずってくれたのだと分かった。


「申し訳ございません。ご厚意に感謝いたします」


　マルクが丁てい寧ねいに腰こしを折ると、男は意外そうな声を漏らした。覆面で表情は分からないが。


「お前、俺たちを見てもなんとも思わないのか？」


「……？　と言いますと？」


　なんのことか分からずマルクが首を傾げると、男はしばしの沈ちん黙もくのあと苦笑を含ふくんだ声で呟つぶやいた。


「いやなに。まともに顔を見て話そうとしてくれた人間が珍しくてな」


　それから、マルクはようやく男が自分たちの格好を気にしているのだと気がついた。


「ああ……。いえ、私も一時期そういった格好をしていましたし、もっと奇き抜ばつな格好をなさる方もこの街には多いもので」


　この街というよりマルクが仕える蜃気楼の屋敷に、であるが。


　マルクの対価は〝影かげ〟だった。己おのれの影を失ったマルクは陽ひの光から拒きよ絶ぜつされ、日光に晒さらされれば火やけ傷どを負う体質だった。夏でも黒コートを纏まとっていたり顔中に包帯を巻いていたりしていたのだ。どちらかというと、男には親近感すら覚える。


　マルクがそう言うと、男は苦笑の声を漏らした。


「心こころ遣づかいは、ありがたく受け取っておこう」


　どうやら同情か気遣いと思われてしまったらしい。


　それから男はチラリとエルミナへ視線を向けた。表情は分からないが、その瞳には親しいものを想おもう色と──契約者特有の暗い翳かげが混在していた。


　──この男……契約者ですか。


　テッドが言っていた契約者とは彼のことなのだろうか。


　──だとすれば、あの〝果たし状〟の差出人でしょうか。


　マルクはにわかに警けい戒かいしたが、男は片手を上げるとそのまま背中を向けた。その後ろを派手な女性もついて行った。


「ちょっと〈特異点〉さん。今の女の子、〈特異点〉さんの彼女さんに似てませんかあ？」


「うるさい。違ちがうと言ったはずだ」


「わあ、照れてる照れてる」


　女性にからかわれながら、男は人込みの中に消えた。その背中を見送って、マルクもようやく警戒を解いた。


　──〈特異点〉……と言っていましたね。通り名でしょうか？


　マルクの燕えん尾び服ふくにはヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが刻まれている。果たし状は〝ヴァレンシュタイン家の執事〟に宛あてられたものだった。当人を前にして無反応だった辺り、どうやら取とり越こし苦ぐ労ろうだったらしい。


「なんか、感じの良い人たちでしたね」


　いつの間にか隣に来ていたアイシャがそんなことを呟いていた。馬車の御者が正気を疑うような顔でアイシャを見つめた。


「そうですね。格好はあまり一いつ般ぱん的てきではありませんが、悪人ではなさそうでした」


　女性の方はなんとも言えないが、少なくとも男の方は人格者だった。ああいった男は契約者には珍しい。


「お客さん。乗るんなら早いとこ頼たのむよ」


　馬車のことを忘れていたマルクは慌てて扉を開けた。


　エルミナに手を差し出すと、彼女は誰だれにも聞こえないような声で訝いぶかるように呟いた。


「……何故、お母様の名を？」
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「あっちは止やめた方がいいよ。なんか事故があったらしくてな。殺気立ったギャングたちがウロウロしてるんだ」


　馬車の中、マルクは前部座席から御ぎよ者しや台だいへ乗り出していた。目的地で変わったことがないか尋たずねているのだ。そこで御者の言葉に眉まゆを顰ひそめた。


「事故……でございますか？」


「ああ。なんでも旅館で爆ばく発はつがあったらしいよ」


　クリスは爆薬を好まない。彼の仕し業わざではあり得ない。


「それは、恐おそろしいですね。怪け我が人にんは出なかったのでしょうか」


　極力平静を装よそおいながら──何故自分がこんなことで落ち着きをなくさなければならないのかと憤いきどおりながら──マルクは問いかける。


「怪我人はやっぱりいたみたいだな。まあ、奇き跡せき的てきに死人は出なかったって話だよ。ただな……」


「ただ？」


「何人か行方ゆくえ不明が出たらしいな。旅館の従業員もいたらしい。結構可愛かわいい子だったらしいんだけどな。残念な話だよ」


「きゃ、客の方はどうだったのでしょうか？」


「まあ、あんなところにある旅館だからなあ。客自体がほとんど入ってなかったって話だが、ちょっと聞いてないな。まあ、聞いてないってことは無事だったんじゃないか？」


　御者は気楽そうにそう言ったが、その手の旅館では客が無事ならまず騒さわぎ立てる。そうでない場合はむしろ巻き込まれた可能性が高い。


　マルクが黙だまり込んでいると、御者も気になったらしい。


「なんだい。知り合いでもいたのかい？」


「はあ……、まあ」


　曖あい昧まいな返事を返すと、御者は気遣うような声を投げかけた。


「そいつは心配だろうな。だけどまあ、まだ死者が出たって話はないよ。狭せまい街だからな。そういう噂うわさはすぐに広まるんだ。きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」


　あの変人のためにこう言ってくれる人間はそうはいない。クリスはこの御者と面識がなかったことを神に感謝すべきだろう。


「殺しても死なない方なので、まあ問題はありませんよ」


　マルクが苦笑を返すと、御者は何故か一人でうんうんと頷うなずいていた。


　なんだか乗せられてしまったような気がして車両内に視線を戻もどすと、アイシャが何故か嬉うれしそうな顔をしており、エルミナの方も無表情ながら安心したようにスカートの皺しわを伸のばして──彼女は不安になるとスカートを握にぎって皺にしてしまう──いた。


「な、なんです？　アイシャ」


「いえ。なんかやっぱり、兄弟ってなんか良いですね」


　普ふ段だんなら冗じよう談だんではないと返すところだが、アイシャにも兄がいる。彼らがせっかく仲良くやっているのに、水を注さすようなことを言うほどマルクも無ぶ粋すいではない。


　複雑そうな表情を浮うかべていると、エルミナがなにか悩なやむように俯うつむいていた。


「お嬢じよう様さま、どうかなさいましたか？」


　マルクの声にハッとしたように顔を上げると、エルミナはやはり目を伏ふせてしまった。それから小さく首を横に振ふる。


「……いや。少し、気になることがあっただけだ」


「気になること？」


　マルクが訊き返すと、ガタンと馬車が揺ゆれた。停車したらしい。


「ついたよお客さん方」


　御者の声に、エルミナは席を立ってしまった。


「……今は、クリスの様子を見に来たのであろう」


　そして、マルクはエルミナに疑問を投げかける機会を失ってしまった。





　マルクが関心を示したからだろう。馬車は壊こわれた旅館の側そばで停車していた。


「他ほかに客が来ない限りは、待ってるよ。早いところ行ってやるといい」


　確かに、すでに通りのあちこちにギャングらしい男たちの姿が見え隠かくれしている。上流階級の娘むすめを連れて歩き回るような場所ではない。


　御者に礼を述べつつ、マルクは旅館……正確にはその残ざん骸がいへと近寄った。


「酷ひどい……」


　アイシャが口元に手をあてて呻うめいた。


　そこには、木の破は片へんが転がっているだけだった。建物一いつ軒けんを構築していたというにはあまりに量が少ない。小さな旅館だったとしても、足りないだろう。


「爆ばく破は……にしては妙みようですね」


　妙なことはそれだけではなかった。


　事件が起こったならば保安官がいるはずである。辻つじ馬車の御者でも知っているような事件なのだ。保安官が気づいていないなどという寝ねぼけたことはないだろう。


　つまり、なにかの圧力がかかっているか、あるいは懐かい柔じゆうされているということである。


　見張りもいないようなので、マルクは瓦が礫れきの山へ近づいた。


「これは……」


　近づいてみて、すぐに異常に気づいた。


　所々に、木の塊かたまりが転がっていた。大木という意味ではない。製紙工場で加工したかのように、砕くだけた木片が結合しているのだ。圧あつ搾さく機で押おし潰つぶしたならこういった状態になるかもしれない。これだけの量の木材を巻き込めるような機械があれば、の話だが。


　木片が少なかった理由は、この塊のせいらしい。周囲を見み渡わたしても、人が埋うまっていそうには見えなかった。地下室のようなものを探してみるべきかもしれないが、人の生死がかかっているのに今まで誰もそれを調べなかったとは思えない。


　──無事にしろ、そうでないにしろ、ここにはいないということですね……。


　それは落らく胆たんとも安あん堵どともつかない、微び妙みような心境だった。


　立ち去ろうとして、マルクはなにか光るものを見たような気がした。


　──金目のものでしょうか？


　反射的にそう考えながらも、マルクはそれがなんであるかを悟さとってしまった。


「これは、クリスの……」


　瓦礫の中に埋もれていたのは、折れた銃じゆう身しんだった。ずいぶん長く、ライフル銃のような形状だったことが分かる。マルクは以前、この銃の手入れが仕事だった。見み間ま違ちがえようもない。三挺ちようあるクリスの愛銃の一挺だった。


　グリップの方も捜さがしてみるが、さすがに見つけられそうになかった。マルクは諦あきらめてエルミナとアイシャのもとへ戻った。


「……それは、クリスのものかね」


　マルクはマスケット銃の残骸を差し出した。


「ここにいたことは、間違いないようです」


　それからアイシャに視線を向けた。


「アイシャ。不本意ではありますが、クリスの居場所は〝視みれ〟ますか」


　アイシャの能力は〝視る〟ことである。その瞳ひとみで視み据すえる世界を〝灰〟に変え、瞳に映らぬ遠くの景色を〝視通す〟。


「あ、は、はい！」


　慌あわてて返事をすると、アイシャはギュッと目を瞑つぶった。それから険しく表情を陰かげらせる。


「どうですか？」


　あの男に限ってまさかとは思うが、アイシャにこんな表情を浮かべられるとさすがに気になり始めた。


　アイシャは小さく首を傾かしげた。


「ごめんなさい。……分からないです」


「分からない？」


「ううんと……視えることは視えるんですけど、クリスさんが見えないんです……」


「……どういう意味です？」


「クリスさんを視ようとすると知らない人が視えます」


　知らない人──そう聞いて、マルクも理由が分かった。


　──すっぴんだということですね……。


　あの厚あつ化げ粧しようの顔と素す顔がおはかけ離はなれている。アイシャが分からないのは無理もない。ということは生きているようだ。マルクがホッと息を吐はくと、腰こしの辺りになにかがぶつかった。小さな子供だとすぐに分かった。


「あ、ご、ごめんよ」


　目を向けるまでもなく、マルクはその子供の襟えり首くびに手を伸ばした。


　この手のやり口には覚えがあるのだ。マルク自身、八年前はこういったことに手を染めていたのだから。


　子供は、マルクのポケットに手を入れたのだ──中にはハンカチしか入っていなかったが──スリである。とっ捕つかまえなければならない。


「な──っ！」


　そこで驚きよう愕がくの声を漏もらしたのは子供ではなく、マルクの方だった。捕まえようと伸ばした手を、子供はそれを見み抜ぬいていたように身を伏せ回かい避ひしたのだ。


　そのまま駆かけ出したのは、スリにしては身なりの良い少年だった。


　焦こげ茶ちや色いろの帽ぼう子しに草色のジャケット。後ろ姿からでは歳としは分からないが、背せ丈たけはアイシャと同じくらいである。


　──捕とらえ損そこねた……！


　それを理解した瞬しゆん間かん、マルクは己の契けい約やく精せい霊れいへと語りかけていた。


「駆け抜けなさい──〈クフ・リーン〉！」


「ちょ、ちょっとマルクさん！」


　たかがスリ相手に能力まで使ったのだ。エルミナとアイシャが驚おどろいたような声を上げるが、マルクには気にかける余よ裕ゆうがなかった。


　ハンカチ一枚といえど、自分からものを盗ぬすむ人間など生かしてはおけない！


　足あし下もとの影かげは人の形から解ほつれ、木の枝のような輪りん郭かくを持って地を駆け抜ける。見る見る少年の足下へと迫せまり、その影を〝拘こう束そく〟する──はずだった。


「──躱かわした？」


　少年は、背後から迫る影をどう感知したのか、鋭えい角かくに飛び退のいて日差しの中へと飛び込む。影の位置が変わってしまい、マルクの影は少年を捕らえられなかった。


　──この少年、何者ですか……！


　にわかに動どう揺ようしながらも、マルクはその程度で己おのれを見失う契約者ではない。


　すぐさま〝影〟の操作を立て直し、少年の周囲を取り囲んだ。さすがに少年も足を止めざるを得ない。そして、その瞬間には勝負はついていた。


「ちょ──ま、待って、マルクさん！　やり過ぎです。あれは──」


　アイシャがなにか言っているが、もはや侵しん入にゆう者しやを排はい除じよする軍犬のごとく、獲え物ものを始末することしか頭にないマルクの耳には届かなかった。


「引き裂さきなさい──〈クフ・リーン〉っ！」


　一いつ瞬しゆん足が止まれば十分である。マルクはすでに手の中に抜いていた銀ナイフを撃うち込む。ナイフの軌き跡せきを追って、影の槍やりが駆け抜けた。


　駆け抜ける〈魔ま槍そう〉は接せつ触しよくした〝影〟を悉ことごとく打ち砕きながら少年へと迫る。


「ひ──じょ、冗談だろっ？」


　少年が悲鳴を上げたときには、銀ナイフは少年の帽子へ直ちよく撃げきしていた。


　はね飛ばされた帽子がその向こうの壁かべへと突つき刺ささる。少年の方はそのまま勢いよく仰あお向むけに倒たおれた。


「マ、マママ、マ、マルクさん、なんで殺しちゃうんですかっ？」


　マルクは契約者特有の暗い翳かげを瞳に揺らし、メガネの位置を修正した。





「──盗ぬすつ人とに生きる資格などありません」





「はわわわわわわ。グ、グレリオ！」


　アイシャが少年に向かって駆けていく。


「グレリオ……？」


　目を向けると……なるほど、目を回しているのは小麦色の髪かみをした少年で、その顔にはマルクも見覚えがあった。


　かつて〈宣せん教きよう師し〉と呼ばれる組織に所属しており、小鳥型の爆ばく弾だんを扱あつかう契約者である。子供の姿をしてはいるが、それは契約の対価であり、実じつ年ねん齢れいはマルクより一回りは上のはずだ。ただ、精神年齢は外見に比例しているらしく、言動も子供くさい。


　マルクがため息を漏らしていると、エルミナが燕えん尾び服ふくの裾すそを引っ張った。


「……殺あやめたわけではないのだね」


「ご安心を。脅おどしただけでございます」


　少年──グレリオに命中する直前に、マルクは能力を解いている。銀ナイフも帽子に当たっただけである。


　しかしグレリオ相手では、こうでもしなければ止められなかっただろう。


「まあ、相手が相手でしたもので、いささか加減が難しくはありましたが」


　草原を駆け抜ける風のごとく、涼すずやかな笑みを浮うかべるマルク。エルミナはまるで感情のこもらない声でこう呟つぶやいた。


「……君は、ただ腹を立てているように見えたのだが」


　マルクの頰ほおに、一筋の汗あせが伝った。
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「──それで、なんのつもりです？」


　マルクが冷ややかな声を投げかけると、グレリオはキッと睨にらみ返してきた。


「そっちこそなにしに来たんだよ」


「……どうやら、口の利きき方を忘れてしまったようですね？」


　マルクが凄すごみを利かせると、グレリオはなおのこと反はん抗こう的てきな目を向けてきた。


「忘れてるのはそっちだろう。お前はそっちの〈姫ひめ〉の立場が分かってるのか？　なんで気軽にこんなところまで連れ出すんだよ」


　マルクはピクリと肩かたを揺ゆらしてしまったが、それ以上に反応を示したのはエルミナだった。怯おびえたように一歩後あと退ずさっていた。


　そんなエルミナの手を、マルクはとっさに握にぎった。


　──あなたが望んでくれる限り、私はあなたの隣となりにいます──


　それは、エルミナとその妹エミリオの二人と交かわした約束である。マルクはなにが起こってもエルミナの傍かたわらにいる。だからエルミナは何事に対しても怯える必要はない。


　握った手に力を込こめると、エルミナも弱々しくも握り返してきた。


　マルクは、背後の瓦が礫れき──旅館の残ざん骸がいを示した。


「あそこに、私の兄がいたはずです。先ほど、私宛あてに手紙が来ました」


　グレリオは眉まゆを顰ひそめた。


「兄って……クリスティーナ？」


　グレリオは、クリスが男だということは理解しているらしい。ならば〝ティーナ〟とつけるのは止やめてもらいたいのだが。


　ともかく、マルクは頷うなずいて言葉を続けた。


「あれはあなたがやったわけではないのでしょう？　なにか知っているのならば教えていただきたい」


　そう言うと、グレリオは意外そうな顔をした。


「ぼくのこと、疑わないのか？」


「あの瓦礫に火の痕こん跡せきはありませんでした。なにか大きな力で押し潰したような、そんな壊こわし方です。あなたの能力で吹ふき飛ばしたものではないはずです」


　それから、マルクは明後日あさつての方角へ視線を逸そらした。


「加えて、クリス個人を消すつもりだったならばもっと上う手まくやれたはずです。あなたの能力はそちら向きのはずでしょう」


　そして、グレリオが本気で危害を加えるつもりだったならば、マルクたちに気づかれることなく襲おそえたはずだ。それで仕留められたかという話は別としても、自分自身が捕まるような危険を冒おかしはしなかっただろう。


　グレリオは驚いたように瞬まばたきを繰くり返した。そしてその手からボトボトと黒い塊かたまりが落下する。


「……なんです？　それは」


「な、なんでもない。ただの礫つぶてだよ」


　グレリオが慌あわてて拾い集めたのは黎胡桃フルカーヌ程度の大きさの鉄球だった。マスケット銃じゆうの弾だん丸がんに似ているがずっと大きい。しかしマルクやアイシャ、エルミナの前にはなんの意味もないものである。


　マルクが首を傾げていると、グレリオは独り言のような声で呟いた。


「ここにいたのがクリスティーナなら〝あいつら〟はクリスティーナを始末しに来たわけか……」


「始末？」


「ふん。あいつ、あちこちに敵を作ってるだろう？　そのうちの一つに足あし下もとをすくわれたってだけだよ」


　グレリオやクリスが所属していた〈宣教師〉は、この国から追い出されている。それ以外の組織となると、漠ばく然ぜんとしすぎて対象は絞しぼれない。


　マルクが唸うなっていると、グレリオは小さく舌打ちを漏らした。


「もういいだろ？　さっさと屋や敷しきに帰れよ。ここの事件はお前らには関係ない」


　カンに障さわる言い方に、マルクは反射的に言い募つのろうとして、できなかった。


　軽けい薄はくそうに振ふる舞まいながらも、グレリオの表情には焦あせりとも怯えともつかない色が滲にじんでいた。そして、視線こそ向けていないものの彼がアイシャを意識しているのが分かってしまった。


「一体、なにがあったのです？」


　マルクの疑問に、グレリオは答えなかった。


「なにも、なかったんだよ。もう、帰れよ。……頼たのむよ」


　それは、かつて交戦したときに幾いく度どか見せた、なにかの〝覚かく悟ご〟を秘ひめた声だった。周囲に意識を向ければ、リゾット・ファミリーの構成員らしい男たちもこちらに接近し始めていた。


　グレリオはアルバのディーノ・ファミリーに所属している。リゾットの人間にしてみれば敵対組織の人間が自分たちの縄なわ張ばりをウロウロしているのだ。放ほうっておけるわけがない。


　マルクは仕方なく壁に突き刺さったナイフを抜き、穴の空いてしまった帽子をグレリオの頭にかぶせる。


「帰りましょう。クリスのことは、これ以上調べられそうにありません」


「え？　でも……」


　躊躇ためらうような声を漏らすアイシャに、マルクは首を横に振った。


「今は、帰ります」


「……分かりました」


　執しつ事じとしての言葉に、侍じ女じよもスカートの裾を持ち上げて腰こしを折った。


「お嬢じよう様さまも、よろしいですね？」


　エルミナも、仕方なさそうに頷いた。


「……君の判断を、信じる」


　馬車は、その間ずっと待っていてくれた。


　乗り込んでから振り返ると、そこにはもうグレリオの姿はなかった。


　それを確かめて、マルクは頭の痛そうなため息をついた。どうやらまた面めん倒どうななにかが起こっているらしい。






　第三章　されど思い出は妄もう執しゆうと捻ねじれ







「ヴィオラの母親かね？」


　いつも通り書しよ斎さいにこもっていたリカルドは、珍めずらしく少年に向き直って語り始めた。


　それは少年が初めて口にした疑問だった。主あるじに対してという意味ではない。少年は、使命遂すい行こうのための質問は投げかけるが、それですら答える必要がない、と言われれば知ろうとはしない。


　そんな少年が初めて口にした疑問。それがヴィオラの母親のことだった。


「ふむ。気になるかね？」


　少年は僅わずかな躊ちゆう躇ちよの後、確かに頷いた。今までだったなら、そう訊きき返された時点で「いえ」と答えて引き下がっただろう。自分でも不可解で理解できない行動だった。


　リカルドはどこか満足そうに頷くと、口の端はしをつり上げた。


「ヴィオラの母親はね。我々が捜さがしていた人物なのだよ」


「……〈宣教師〉がでしょうか」


「いいや。オルダー教そのものが、だよ」


　少年は、幽かすかに眉まゆを揺らした。


　オルダー教が──それはつまり、この宗教大国であるラチナス神聖国の統治者──教皇が、という意味である。一国が総力を挙げてたった一人の人間を捜すというのはどういうことだろうか。


「彼女の一族はね、オルダー教にとって実に重要な存在なのだよ」


「どんな意味でしょうか」


　訊き返すと、リカルドはおかしそうに喉のどを鳴らした。


「ははは。君が他人に関心を抱いだくようになるとは、実に大きな進歩だね。それがヴィオラだというのは複雑な気持ちだが、まあ彼女の魅み力りよくが君にも理解できたのだと考えよう」


　それが歓かん喜きなのか怒いかりなのか、はたまたただからかっているだけなのか分からない少年は、ただいつも通りの無表情で続きを待った。


「すまないが、私の口からその意味を話すことはできないのだよ。ただ〝彼女たち〟の身み柄がらは、古い時代に錬れん金きん術じゆつ師たちに奪うばわれてしまってね。長い年月かけてオルダー教は錬金術師と〈眠ねむり姫〉を奪い合ってきたのさ。そして今の時代になってようやく追いついた。それがヴィオラの母君なのだよ」


　錬金術師──リカルドの言っていることは抽ちゆう象しよう的てきで要領を得ないが、その名には聞き覚えがあった。


　錬金術とは、一いつ般ぱんには鉛なまりを金に変える、魔ま術じゆつのような力をそう呼ぶ。少年の知る限り、そういった力を扱うのは契けい約やく者しやと呼ばれるものだけだが、彼らが錬金術師を名乗ることはまずない。


　しかしながら、奇き妙みようなことに錬金術師と呼ばれる人間たちは古くから存在してきた。彼らは異能の力を扱いはしなかったが、神の奇き跡せきに頼たよらない知ち恵えと知識を持ち、ときとして凶きよう悪あくな兵器を生み出しては貴族たちの間で暗あん躍やくしている。


　錬金術師たちは、良くも悪くも貴族たちの中で無視できない存在である。


　少年の一族がその長い歴史の中で錬金術師の始末を依い頼らいされたことは、それこそ年月の数だけ存在する。にも拘かかわらず彼らの歴史は潰ついえることがない。


　──錬金術師が求めるような存在……。


　少年が知る限り錬金術師は神の奇跡を信じていない。いや、奇跡という現象は認めているが神を認めていない。彼らは神とはなんなのか、その正体を暴あばき近づこうとしているものたちである。そして、神が起こす〝奇跡〟という現象を自分たちの手で行おうとしているのだ。


　だから、オルダー教は彼らを認めない。錬金術とオルダー教は水と油のごとく相あい容いれない存在である。そんな両者が同じものを求めるとはどういうことなのだろう。


　少年は人に疑問を投げかけたことがない。それゆえ答えてもらえないことをどう訊き出せば良いのかが分からなかった。


　仕方なく、少年は別の疑問を投げかけた。


「ヴィオラ様の母親はどうなっているのでしょうか」


「今は、教会で保護されている。保護とは言っても彼らにもなにもできない。確保と言った方が正しいだろうね」


「それでなんの意味があるのでしょうか」


「意味はないだろうね。彼女はもう助からない。ヴィオラとてそれは分かっているのだろう。私にできることは、たった一つしかないのだよ」


「一つのなにでしょうか」


　リカルドは、少年を試ためすような笑みを浮うかべた。


「君なら、ヴィオラのためになにをしたいだろうか？　私は私なりの答えに従っている。……質問は、以上だろうか？」


　それ以上、なにを訊くべきか思いつけなかった少年は頷こうとして……一つだけ疑問が浮かんだ。


「リカルド様がヴィオラ様を側そばに置くのは、ヴィオラ様の母親を確保するためなのでしょうか」


　リカルドは珍しく表情を歪ゆがめると、確かに頷うなずいた。


「そうだね。どう言い訳をしようとも、それが事実だ」


　胸の中に──ヴィオラが生きているとはこういうことだと示した場所に──不快感がわき上がった。


　リカルドは、ふむと頷いた。


「なるほど。だから君はそんな顔をしていたのか」


　少年が衝しよう動どう的になにかを言おうとすると、背後で物音がした。


「ヴィオラ様」


　足音で、少年にはその正体が知れた。どうやら聞かれていたらしい。たかが扉とびら一枚隔へだてた先の気配が読めないなど、少年としてはあり得ない失態だった。


　少年は一度だけリカルドを振り返ったが、すぐに部屋から飛び出した。何な故ぜか、ヴィオラを追いかけないといけないような気がした。


　書斎に残されたリカルドが一人呟つぶやいた言葉は、誰だれにも届くことはなかった。


「さて。君はどんな現い在まを選せん択たくするのだろうかね」





　ヴィオラは、花か壇だんの前で蹲うずくまっていた。先日少年が手入れしていた花壇である。


　少年が追いつくと──正確には一定距きよ離りを保って追つい跡せきしてきただけで、追いつこうと思えばいつでも追いつけたのだが──ヴィオラは顔を覆おおったまま、震ふるえる声を絞しぼり出した。


「ねえ、見習い君。今の、なにかの冗じよう談だんだよね？　リカルドさんが、お母さんを捕つかまえるためにわたしに声をかけたなんて」


　ヴィオラは泣いていた。少年は半ば途と方ほうに暮れ──泣いている女の子にはハンカチを差し出すものだよ──執事の言葉を思い出した。


　少年は、ポケットからハンカチを取り出すとそっと差し出した。なかなか気づいてもらえず、しばしの間少年はそのまま静止していた。


　やがてハンカチに気づいたヴィオラは意外そうに瞬まばたきをしながらも、怖おず怖おずと受け取る。ゴシゴシとがさつな動作で涙なみだを拭ぬぐうと──勢いよく洟はなみずをかんだ。


　ぷぴーと景気の良い音が響ひびく。それで、ようやくヴィオラも落ち着いたらしい。いつも通りの気の抜ぬけるような笑顔を浮かべた。


「あはは……。自分でも少し変だなとは思ってたんだ。だってわたし、作法マナーも知らない田舎いなかものだし、見たまんまなんの取とり柄えもないし、なんだってリカルドさんが興味持ったのか分からなかったんだよね」


「はい」


　どう答えたら良いか分からず、少年が素す直なおに返事をすると、ヴィオラはがっくりと肩かたを落とした。


「うわもう、見習い君、そこは肯こう定ていしちゃ駄だ目めなんだよ？」


「申し訳ありません」


「ごめん。真ま面じ目めに謝あやまられると余計傷つくんだけど……」


　盛せい大だいなため息をついて、ヴィオラはぼんやりと花壇に視線を向けた。


「お母さん。どうなっちゃうのかな」


「分かりません」


「……わたし、もう一年近くお母さんに会ってない」


　それから、少年に視線を向けた。


「ねえ、見習い君のお母さんってどんな人だった？」


「分かりません」


　まったく同じ返事をする少年に、ヴィオラは目を丸くした。


「お母さん、いないの？」


「いたという話は聞いたことがありません」


　物心ついたときには〝父〟と名乗る人間からひたすら訓練を受けていた。〝母〟と名乗る人間はいなかったし、そもそもそれがなにを意味する単語か知ったのは人間の体を壊こわすため、その仕組みを学んでいるときだった。


　母という存在に対して、少年の認にん識しきは〝標的以外にも壊さなければならない可能性のある対象〟だった。


　ヴィオラは申し訳なさそうな声を漏もらした。


「ごめん。見習い君の家の話、聞いてたのにね」


　何故謝られたのか理解できず、少年が首を傾かしげているとヴィオラはなにか思いついたように顔を上げた。


「ねえ、見習い君。君は殺し屋さんなんだよね？」


「はい」


「殺し屋さんは、人ひと攫さらいも引き受けるのかな」


「それが命令なら」


　ヴィオラは、その言葉の意味を吟ぎん味みするように黙だまり込むと、やがてなにかを決意したように頷いた。





「じゃあ、見習い君。わたしを──攫ってくれないかな」





「はい」


　少年が即そく答とうすると、ヴィオラは呆あつ気けにとられたように瞬きをした。
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「え？　いや、いいの？」


「それが命令なら」


　少年がそう答えるとヴィオラは小さなため息を漏らした。それから、何故か大きく胸を張った。


「よし！　それじゃあ、見習い君はわたしが雇やとったんだからね。ちゃんとわたしの言うことを聞くんだよ？」


「はい」


　少年が躊躇ためらいのない返事をすると、やはりヴィオラは困ったように頭をかきむしった。


「ああ、もう、なんでそんな真まっ直すぐな目をしてすぐ返事をしちゃうのかな…………あ」


　少年が首を傾げると、ヴィオラはなにか嫌いやなことでも思い出したのか絶句していた。


「あ、あのさ。見習い君。君を雇う場合、わたしはなにを支し払はらえばいいのかな？」


「分かりません。それを決めるのは自分ではありませんでしたから」


「そ、そうなんだ……。それじゃあ、わたし、リカルドさんからもらったもの以外、なにも持ってないから、わたしにできることがあったらなんでも……ああ、駄目だよね、これじゃあ、君、なにも要求しないもんね」


「いいえ」


「やっぱりそうだよね…………………………え？　今、いいえって言った？」


「はい」


「あ、えっと、その、わたし、なにをしたらいいかな？」


　少年は手を差しだした。


「生きてる──とはなんなのか。最後まで教えてください」


　何故か、ヴィオラは耳まで赤く顔を染めて自分の胸を押おさえた。


「ああ、あ、あれは、その、その場の勢いというか……」


　少年が首を傾げると、ヴィオラは赤面したまま少年の手を取った。


「わ、分かったよ。どう教えたらいいのか分からないけど、とにかく頑がん張ばる。だから、ここから連れ出して」


「はい」


　そう答えて、少年は一つだけ質問した。


「どこへ行けば良いのでしょうか」


　ヴィオラは、迷いのない瞳ひとみを向けると真っ直ぐな言葉を口にした。


「──お母さんのところに、連れて行って」


　少年が迷いもなく頷くと、ヴィオラは僅わずかに表情を緩ゆるませた。


「あ、あとね。ヴィオラ〝様〟は駄目だよ。もうお屋や敷しきの人じゃないんだからね。〝様〟はなしにして」


　ならば少年のことを〝見習い君〟と呼ぶことは問題ないのだろうか、と首を傾げつつも少年は忠実に頷いた。


「うん。それじゃあ試ためしに呼んでみようか」


「ヴィオラ」


「うわ。普ふ通つうに呼び捨てなんだ」


「申し訳ありません」


「あははは。ううん。そのままの方がいい」


　それから、ヴィオラはそっと手を差し出した。


「それじゃあ、連れて行って」


　最初に差し出されたときは困こん惑わくしか覚えなかった手。今度は、少年もその手に自分の手を重ねた。
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　床ゆかに敷しかれた緋ひ色いろの絨じゆう毯たん。踏ふむと足が沈しずみ込むような上等なものであるが、中央にはオルダー教の十じゆう字じ架かが刻まれている。部屋の隅すみには豪ごう華かなベッドも設置されており、壁かべには風景画や人物画など、たくさんの絵画が掛かけられている。


　屋敷の中でもひときわ大きな部屋であるが、今は誰も使ってはいない。


　ここはエルミナの父──リカルド＝ヴァレンシュタインの寝しん室しつだった部屋である。ロックウォールの岩山の向こうへ日が落ち、晩ばん餐さんを摂とったエルミナはこの部屋を訪おとずれていた。


　父は盲もう目もくだったはずなのだが、どういうわけか絵画や本を集めていた。その意図は、父亡なき今にエルミナが知る術すべはない。


　──あるいは、エミリオのためになにかを残したかったのだろうか。


　今にして思えば、父は自分の死期があらかじめ分かっていたようだった。ときおり、エルミナやエミリオが今の歳としになるころには、自分はいないようなことを口にしていた。


　エルミナは戸と惑まどいを振ふり払はらうように頭かぶりを振った。父のことは、エルミナにとってあまり良い思い出ではない。


　使われていないとはいえ使用人たち──主にマルクだろう──は、よく手入れをしてくれていた。絨毯にはシミの一つもなく、ベッドや壁の絵画にもホコリが積もっているようなことはない。


　そんな絵画を眺ながめながら、エルミナは部屋の一角に足を向けた。


　壁に掛かっているのは、絵画ではなく写真フオトグラフだった。


　屋敷を背景に二十人あまりの男女が写っている。中央に立つのはずいぶん軽けい薄はくそうな男で、実に晴れ晴れとした笑顔を浮うかべている。ずいぶん若いがエルミナの父である。その隣となりに、気の抜けたような笑顔の少女がいる。こちらはエルミナの母ヴィオラである。


　その二人を囲むように写るのは、全員使用人だった。当時は二十二人もの使用人を置いていたのだ。入いれ替かわりが激しかったのか、あるいはただ古すぎるからか、エルミナが知る顔はあまりない。


　エルミナは、使用人たちの顔を一人一人確かめていく。顔は覆ふく面めんで隠かくされていたが、あの目は印象深かった。


　──昼間会った男は、私を見てお母様の名前を口にした……。


　エルミナの顔立ちは母親似である。瓜うり二ふたつとまでは言えないが、それでも面おも影かげは残っている。そのエルミナを見て母の名を敬けい称しようで呼んだのだ。エルミナがまず考えたのは、昔の使用人ではないかということだった。


　コンコン──写真フオトグラフを調べていると、部屋の扉とびらが叩たたかれた。


「……入るといい」


　独り言のようにそう返すと、扉はカチャリと小さな音を立てて開いた。


「珍めずらしいの。こんなところでなにをやっておるのじゃ？」


　入ってきたのは侍じ女じよのカナメだった。出かける前、マルクがああいった態度を取ったのを見てしまったため、いささか反応に戸惑った。


「……気になることがある」


　そう言って写真フオトグラフに視線を戻もどすと、カナメもエルミナの隣にやってきた。


「これは、屋敷の写真フオトグラフか。いつごろのものじゃ？」


「……十八年前」


　それから、写真フオトグラフに手を伸のばした。


「……二十二人いた。今はもう、一人しかいない」


　その声は、自分でも驚おどろくほど震ふるえていた。隣にいたカナメが驚いたような顔を見せる。


「街でなにかあったのか？」


　エルミナは首を横に振った。クリスのことはあるが、エルミナが直接なにかに巻き込まれたわけではない。


「……この一ヶ月。私はとても楽しかった」


　妹のエミリオと入れ替わってしまった一件。それは使用人だけでなくアルバまで巻き込んで大きな騒そう動どうになってしまった。


　しかし、その一件でエルミナはエミリオと会話をすることができた。ほんの、二、三言ではあったが、それでも一年ぶりに言葉を交かわすことができたのだ。


　そして、その二、三言はエルミナの肩かたから大きな重しを取り除いてくれた。


　──姉様もちゃんと夢未来を見つけてください──


　自分は、生きる理由をエミリオに押しつけていた。だから、自分のことを考えてみることにした。


　そうしてみると、なかなか夢を見つけるのは大変だということが分かった。ベッドで本を読むのとはわけが違ちがう。やりたいことに向かって、自分で行動しなければならないのだ。


　髪かみを切ったり、アイシャやマルクに贈おくり物ものを用意したり、思い通りに進まなくて落ち込んだりもした。そしてその都度エルミナは笑うことができた。


　こんな日々が、ずっと続いてくれるのだと思っていた。


「……でも、時計はまた動き始めた」


　エルミナは妹を助けなければならない。彼女に残された時間は無限ではない。エミリオに依い存ぞんしないことと、彼女を救えないことは同意イコールではない。


　二人だけでもいい。いっしょに歩こうと、約束したのだ。


　エルミナはエミリオを助けたい。


　そして、それはまたこの日常が壊こわれるということである。何な故ぜならエルミナが必要としているのは契けい約やく者しやなのだから。その都度、マルクたちを巻き込み、危険に遭あわせる。


　寒さに震えるように自分の肩を抱だくと──なにを思ったのかカナメが頭をぐしゃぐしゃとなで回した。


「たわけ。言ったであろ。おんしに害を及およぼすものは私が振り払う。おんしは欲しいものを求めればよいのじゃ。家令ハウススチユワードがおらなんだら自信をなくしたか？」


　そう言われて、エルミナは驚いたように翠すい玉ぎよくの瞳を揺ゆらした。


　家令がおらなんだら──ドミニクが屋敷を留守にしたとたん、また事件が起こった。確かに、それで不安だった部分はあるかもしれない。


　──なるほど。私は確かに独りではない。


　一年前のあの日、エルミナは全すべてを失った。


　そう、思っていた。本当は、ドミニクが残っていてくれたのだ。それからの一年間は、彼がいなければエルミナは生きてはいなかっただろう。生まれたときから今に至るまで、エルミナとともに在り、エルミナが心を許せたのはエミリオとドミニクだったのだ。


　エルミナは、少し肩が軽くなった気がした。


「……ドミニクは、私が物心つく前から側そばにいてくれた。エミリオ以外で私の隣にいてくれたのは彼だけだったのだ」


　ドミニクは、エルミナの育ての親だったのだ。懐なつかしそうにそう語ると、カナメが不ふ機き嫌げんそうな声を上げた。


「まったく。あやつはなにを考えておるのじゃ。ひと月も屋敷をあけるじゃと？」


　エルミナは首を横に振る。


「……ドミニクは、大だい丈じよう夫ぶだと思ったから行ったのだ。私の隣には、もう君たちがいる」


　そう言って、エルミナは自分の手を見下ろした。


　マルクが握にぎってくれた手──そっちの〈姫ひめ〉の立場を分かっているのか──そう言われて怯ひるんでしまった自分を支えてくれた手。


　その手をギュッと握り、エルミナは小さな息を漏もらした。


　永遠には続かない毎日。だけど、今自分の隣には確かに手を握ってくれる人がいる。巻き込むかもしれない。傷つけるかもしれない。


　──それでも、もう少しだけあの手に頼たよってもいいだろうか。


　そんなエルミナの心境をどう受け取ったのか、カナメは写真フオトグラフに目を向けた。


「そういえば、この写真フオトグラフには家令ハウススチユワードも写っておるのか？」


　ここに写っているもので今いるのはドミニクただ一人である。エルミナはその中の一人を指さした。


「……これが、ドミニクだ」


「ほう……？　なんじゃ。今とは印象が違うの」


「……このころは、笑うのが下手だったのだと言っていた」


　それから、ようやくエルミナは捜さがしていた人物を見つけ出した。


　──やはり、彼もこのころの使用人だったのだね……。
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　深夜。


　屋敷に戻ったあと、エルミナもアイシャも街でのことは深く追及はしなかった。エルミナは晩餐のあとは二階へ戻っていたし、アイシャも勉強を見てもらっていたようだ。


　晩はエルミナと戦盤シヤオプラツツに興じるのが日課となっている。余計なことを考えないよう、戦盤シヤオプラツツに集中したつもりだったのだが、結局本日も惨ざん敗ぱいを喫きつした。


　その後、娯ご楽らく室の片付けをしてマルクは就しゆう寝しんするのだが、本日は寝室には戻らなかった。


　使用人たちが寝ね静しずまるまで、娯楽室にそのまま潜ひそんでいたのだ。他ほかの使用人たちの気配が消えたのを見計らい、そっと夜の静せい寂じやくの中に足を踏み入れた。


　マルク宛あてに送られた果たし状──その呼び出し時間なのだ。


　この時期に重なったのだ。クリスの一件と、この果たし状の送り主は無関係とは思えない。それに、クリスのことを調べるならば、もうエルミナもアイシャも巻き込むわけにはいかないのだ。


　──頼たのむよ──


　グレリオはアイシャを巻き込みたくないがため頭を下げた。あのとき、マルクは男として敗北感を覚えた。マルクとてエルミナは巻き込みたくない。それを頼まれたからといってヘラヘラと街中を連れ回していたのだ。


　身内の尻しりぬぐいごとき、己おのれで片付けられなくてどうするのだ。


　──それに、契約者を集めることはエルミナの助けになるはずです。


　果たし状の送り主は契約者かもしれない。このひと月ばかりは大きなもめ事もなく、エルミナが契約者に関かかわることもなかった。だがそれは〈契約書〉を完成させることを諦あきらめたというわけではない。


　エルミナは〈空白の契約書〉を完成させなければならない。ならばマルクがこの果たし合いを受ける意味はある。相手が契約者でなかったなら期待はずれではあるが、面めん倒どうの種を一つ潰つぶすことにはなる。


　そちらに思いを巡めぐらせながらも、マルクは他の使用人を起こさないよう気をつけて玄げん関かんを開け、屋や敷しきから抜ぬけ出す。


　そっと屋敷を見上げると、部屋の明かりはどれも消えていた。エルミナの部屋は反対側にあるため確かく認にんはできないが、侍女のカナメの部屋が消灯しているのだ。エルミナもすでに眠ねむっているはずだ。


　昼間のクリスのことがなくとも、マルクが果たし合いを受けに行くなどと言えばエルミナは必ずついてくる。彼女に知られるわけにはいかない。警けい戒かいしていたのだが、どうやらその心配は無用だったらしい。


　それでも屋敷のすぐ側で灯りを使うわけにはいかない。マルクは石いし畳だたみの感覚を頼りに玄関から正面門へと歩を進める。暗がりの中、歩調も昼間の通りというわけにはいかない。数分で通り抜けられる道のりを十分近くかけて、ようやく正面門にたどり着く。


　正面門のすぐ脇わきには門番小屋がある。アーロンはこちらで生活しているのだ。小屋にはまだ明かりが灯ともっており、ありがたいことにランタンまで用意してくれていた。


　切り株で作られたテーブルに手を伸ばし、ランタンを手に取ろうとすると、頭上から声が降ってきた。


「──遅おそかったの。寒空の中、待ちくたびれたぞ」


　顔を上げると、塀へいの上には白はく髪はつの少女が腰こし掛かけていた。服装は昼間通りの侍女姿だが、肩には薄うす手での外套ローブがかけられている。そして両りよう腕うでには彼女の身長ほどもある長い筒つつ──カナメの愛刀──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆきまで抱かかえている。


　マルクはずり落ちたメガネを押おし上げるのも忘れ、慄りつ然ぜんとした声を漏らした。





「──あの果たし状は、あなたの差し金だったのですか」





　カナメとは比ひ較かく的てき友好的な関係を築けていたと思っていた。しかしその裏では彼女は果たし状を叩たたきつけるほど憎ぞう悪おしていたというのか。


　何な故ぜか、カナメが塀から落下した。


「大丈夫ですか……？」


「……うるさいたわけ」


　ヨロヨロと身を起こすカナメ。外套ローブからホコリを払はらい落としながらもぶつぶつと文句を呟つぶやいていた。


「おんしは一体、私をどういう目で見ておるのじゃ」


　今け朝さ方がたもいきなり殴なぐられているのだ。本当に自分たちは仲が良いのかと、疑問を抱くのも無理はないはずだが……。


　しかしそれを口に出せば今度はあのカタナで斬きられるような気がする。マルクは賢けん明めいに口をつぐんだ。


「それで、なにかご用でしょうか？　あいにく、今少し急いでいます。急用でないなら帰ってからにしていただきたいのですが」


　カナメは瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを鋭するどく細めた。


「では一つだけ答えてゆけ」


「な、なんでしょうか？」


「私は、おんしになにかをしたか？」


「はい……？」


　まったくもって予想外のことを言われ、マルクは間の抜けた声を漏らした。動どう揺ようするマルクに、カナメは逃にげを許さないように続ける。


「おんし、私のことを避さけておろ」


　返す言葉が、なかった。


　エルミナのことを意識し始めたのと同時に、カナメにどう接したら良いか分からなくなった。距きよ離りを置こうとしていたのは事実である。


「私はおんしの頼たのみを一度も断らなかったはずじゃ。それは見返りが欲しかったからではない。どんな事情があるのかは知らぬが、おんしの都合で袖そでにされて黙だまっておるほど、私は都合の良い女ではない」


　カナメの言うことはまったくもって正しい。そしてここで返答を誤ご魔ま化かすことはそれこそ彼女のことを〝都合の良い女〟として扱あつかうことに外ならない。


　マルクはようやく覚かく悟ごを決めた。





「私は──エルミナのことが好きです」





　カナメがビクリと身を震ふるわせた。表情は、陰かげになっていて見ることはできなかった。


「ですからこれ以上、気軽にあなたを頼るのは良くないことだと思いました。それであなたに疎そ外がい感かんを与あたえたならば謝あやまります。ですが、私なりにケジメは必要だと考えたのです」


　それが、マルクの答えだった。自分の気持ちは間ま違ちがいなくエルミナに向いているというのに、カナメのことも気にかけている。こんな浮うわついた気持ちでエルミナの隣となりに傅かしずくわけにはいかない。


　カナメは小さくため息を漏らすと、ギュッとマルクの足を踏ふみつけた。特に痛いものでもない。なにかの抵てい抗こうなのだろうかと首を傾かしげ──カナメがそんな甘あまい女ではないことを思い知った。


「──グふっ？」


　カナメは上半身を捻ひねりつつ踏み込むと、全身のバネを総動員した肘ひじ打うちを撃うち込んできた。零ゼロ距きよ離りで足まで踏まれていたマルクは、回かい避ひも防ぼう御ぎよも叶かなわなかった。


　マルクが地に伏ふすと、カナメは純白の髪かみをかき上げ、呆あきれたような声を漏らした。


「それで？　おんしが抱え込んで誰だれかが喜ぶのか？」


　確かに、誰も喜びはしないだろう。エルミナですらそんなことは望まない。そんなことくらいは、分かっているのだ。


「私は、これでも男なんですよ。ケジメもつけないで誰かと向き合えるほど、恥はじ知しらずではありません」


「──知ったことか。そんなことは」


　カナメはマルクの紐ひもネクタイを摑つかみ上げた。


「そんなものはおんしの事情であろ。私が腹を立てているのは、おんしがおんしの都合で私の居場所を居い心地ごこちの悪いものに変えたことじゃ！」


　見事に自分勝手な言い分に、マルクは絶句した。カナメはそんなマルクを気にかける様子もなく言葉を続ける。


「私をこの屋敷に誘さそったのはおんしであろ。私に人間でも良いと言ったのはおんしであろ。だから私はここを居場所に選んだのじゃ。おんしは私を頼たよった。それも私の居場所の一つじゃ。今さらおんしの都合で壊こわすでない！」


「え……？　た、頼る……のですか？」


　ランタンの灯りのせいか、カナメの顔は火を噴ふきそうなほど赤く見えた。


「私はエルミナの侍女メイドじゃ。そして──エルミナを守る──それが私とおんしの契けい約やくだったはずじゃ。いつからおんしは私を必要としないほど偉えらくなったのじゃ」


　それからカナメはスラリとカタナを抜いた。


「おんしとエルミナがおるところが私の居場所じゃ。その居場所を奪うばうものは、おんしであろうとも許さぬ」


　怒おこられているのは分かるが、それが自分が考えていたものとは別の怒いかりだったことに、マルクは瞬まばたきを繰くり返した。


「ええっと……、側そばに、いてくれるのですか？」


　そんな恥はずかしいことを言わせるなとでも言いたげに頷うなずくカナメ。


「私はエルミナのことが好きで、その上であなたを頼るようなことで良いのですか？」


「か、勘かん違ちがいするでない！　エ、エルミナは私の妹分のようなものじゃ。面倒を見るのは当たり前であろ」


　エルミナを守る──それは、カナメにとっても大切な契約であってくれたらしい。


　マルクは、自分が空回りしていたことに気づき、ため息混じりに苦く笑しようした。カナメが突つき出したカタナに銀ナイフを重ねる。


「違いありません。──エルミナを守る──それが私とあなたの契約です」


　確固たる契約を結び、二人の契約者はどちらからともなく笑みを浮うかべ合った。


「うぬ。収まる鞘さやに収まったようであるなあ」





　当然のことではあるが、一連の出来事は全すべてアーロンに見物されていた。
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「そ、それで？　今度は一体何事じゃ」


　逃げるように屋敷を飛び出した後、カナメはようやくそう尋たずねてきた。


「はあ。相手に心当たりはないのですが、果たし状を送られまして。そしてもう一通……こちらはクリスからです」


　マルクは血まみれの手紙を取り出した。すでに乾かわいており、握にぎればひび割れてしまいそうである。書いてあった文字ももう読み取れない。


「それで昼間出かけたわけか。……始末されたのか？」


　カナメも裏うら稼か業ぎように身を置いていた時間は長い。そちらの常識くらいは理解している。こういった場合、始末されていると考えるのが普ふ通つうである。


「い、いえ。まだ、生きているとは思うのですが……」


「なんじゃ。なにか見つけられたのか？」


「あれが殺して死ぬ生き物に見えますか？」


　苦笑混じりに問いかけると、カナメも思案顔でふむと頷いた。


「……見えんの」


「でしょう？　それに、アイシャの〈魔ま眼がん〉で一応姿が確かく認にんできたそうです。もっとも、居場所までは特定できませんでしたが」


「なるほどの。ではあやつをやったものとおんしの果たし状の送り主は、同じものか？」


「そう考えるのが自然だと思います」


「おんしら兄弟は一体なにをやらかしたのじゃ？」


「うっ……、あ、あれを兄弟と呼ばないでいただきたい。まあ、心当たりはいくらでもありますからね」


「ふん。相手は契約者か？」


「クリスに一いつ杯ぱい食わせる相手ですからね。普通の人間ではないと思います」


「街に契約者が来ているのであろ？」


「はあ。実はそちらの方……だと思うのですが、街でお会いしました」


「なんじゃと？」


「ですが、私に対してなにも敵意を見せませんでしたし、……なんと申しましょうか。人の良さそうな方に見えました」


「契約者なのであろ？」


「契約者でもあなたのような方がいます」


　昼間あんなことを言ったマルクに、まだ頼って良いと言ってくれた。


　感謝を込こめてそう言うと、カナメは何な故ぜか大きく目を開いたと思ったらいきなり顔を背そむけた。なにか気に障さわることを言っただろうか。


　──なるほど。頼って良いとは仰おつしやいましたが、腹を立てていないわけではないのですね。


　そこまで考えて、ふと何故カナメが街に契約者が来ていることを知っているのか、という疑問に気づいた。


「そういえば、何故あなたが今夜のことを知っていたのです？」


　契約者のことは誰にも言っていない。果たし状のこととてアーロンには伝えたが声には出していない。何故カナメがその二つのことを知っているのだろうか。


　カナメは仕方なさそうに振ふり返った。


「まあ、なんじゃ……、その、おんし、今朝方郵便屋と話しておったであろ。それで、聞こえたのじゃ」


「ああ、なるほど……」


　何故か歯切れの悪い口調だったことに首を傾げながらも、目的の時計台が見えてきたためそれ以上は訊きけなかった。





　時計台の真下はちょっとした広場になっていた。この時間では店も閉まっており、人が通ることもない。


　時計台の一階はカフェテラスになっており、以前マルクはここでクリスやドミニクと会合したことがあった。今は閉店しており、店内にはテーブルの上に引っ繰り返した椅い子すが載のせられている。店内とはいってもロープを跨またぐだけで侵しん入にゆうできる野外テラスだが。


　そんなカフェテラスの正面──時計台の広場に、二つの人ひと影かげがあった。


　暗くて顔までは分からないが、片方はずいぶん大おお柄がらで渋しぶいコートを着込んでいる。もう片方は……若じやつ干かん目を疑いたくなるが、異様に露ろ出しゆつ度どの高い衣い装しようを纏まとった女性だった。昼間ならまだしも、冬の夜にあの格好はもはや自殺行こう為いだと言える。髪には花のつぼみのような髪かみ飾かざり。ランタンを掲かかげているが、非常に眠ねむたそうだった。


　お互たがいが視認できる距きよ離りまで近づき、マルクは送られてきた手紙を取り出した。


「このお手紙の差出人は、あなた方でございましょうか？」


　問いかけると、大柄の男が一歩前に出た。にわかに信じがたいが、やはり昼間の二人である。男は重たく苦々しい声で呟つぶやいてきた。


「お前、昼間の……。そうか。お前が、ヴァレンシュタイン家の執事バトラーだったのか……」


　この口ぶり、面識があったわけではなく、間接的になにかがあったということだろうか。ならば昼間無反応だったのも頷ける。


「左様でございます」


　マルクが丁てい寧ねいに腰こしを折ると、男は深いため息を漏もらした。





「──すまん。人違いだ」





　マルクは、ずり落ちた丸メガネを押おし上げた。


「……今、なんと？」


「人違いだ。お前が今の執事バトラーなのだろう？　俺が用があるのは別の人間だ。前任者……ということになるだろうか。まさか別の人間が引き継ついでいるとは思わなかったんだ」


　マルクの前任者というと、ドミニクだろうか。それはエルミナがこの国に渡わたってくる前の話のはずだ。この男は人違いでわざわざ海を渡ってきたというのか？


　思わず絶句していると、隣となりにいた派手な女性が喚わめいた。


「あああああ、もう、ペインさん！　人違いってなんなんですか！　このクソ寒い中、あたしの格好がどれだけ苦痛か分かってるんですか？　そもそもこの時間は活動時間外だっていうのにぃ！」


「知るか。お前が勝手についてきただけだろう。……それと〈特異点〉はもういいのか？」


「だってペインさん、あたしのこと〈鈴すず蘭らん〉って呼んでくれないじゃないですか。うわ、もうやだ。信じられない。もうあたし寝ねます。寝てやるんだから！」


　ひとしきり怒ど鳴なり散らすと、女性は糸でも切れたかのようにパタリと倒たおれた。


「騒さわがしい女ですまん」


　心から申し訳なさそうに、男──ペインという名なのだろうか──は頭を下げた。


「……どうでも良いが、そのまま寝ておるとそやつ、死ぬのではないか？」


　どう声をかけたものか戸と惑まどっているのだろう。カナメらしくもない、怖おず怖おずとした声だった。


　女性はやはり寒いのだろうか、ランタンを抱だきかかえるように眠っている。そちらに視線をやり、男は仕方なさそうに頭をかいた。


「まあ、持って帰るから問題ない」


　女性を担かつごうとして、ペインはなにか言いたげにマルクを振り返った。


「なにか？」


「ん？　ああ……、まあ、今さら俺が関かかわるようなことではないんだが……」


　なにが言いたいのか分からずマルクが首を傾かしげていると、ペインは意を決したように口を開いた。


「お、お嬢じよう様さまは、元気か？」


　予想外の言葉に、マルクは眉まゆをはね上げた。訊かれるならドミニクのことだろうと思った。しかし思い返せば昼間もエルミナを見て驚おどろいていたように思える。


　答えたものか迷ったが、エルミナにも縁えんのある人間なのかもしれない。悪意も感じないのでマルクは素す直なおに答えることにした。


「エルミナお嬢様のことでしたら、昼間見た通りでございますが」


「いや、双ふた子ごだと聞いていたが」


「エミリオお嬢様でしたら、まあ、先日お会いしたときはずいぶんお元気でした」


「元気？　二人ともか？」


「ええ」


　今のところは、とマルクは心の中でつけたした。


　エミリオは〈精杯グレイルの姫ひめ〉である。長らく眠りについているが、先日エルミナの体を使って表に出てきた。そのときの暴れようにはなかなか手を焼かされた。彼女はエルミナとは正反対に活発な性格なのだ。


「そうか……。二人とも、元気か……」


　呟いて、ペインは涙なみだぐんだのか目元をこすっていた。


　それから、マルクは疑問を口にした。


「もしや、あなたはあの屋や敷しきにいらした方なのではありませんか？」


　彼は、エルミナ姉し妹まいのことを気にかけてくれているようである。赤の他人に対する態度とは思えない。契けい約やく者しやが他人に関心を抱いだくことなどそうはないのだから。


　ペインはバツが悪そうに頭をかいた。


「まあ、昔、な。ほんの一時期だけだったが」


　どうやら、彼はマルクたちの先せん輩ぱいにあたるらしい。そう思うと興味が湧わいてしまった。


「お訊きしたいものですね。昔のエルミナたちはどのような娘むすめだったのでしょうか」


「あ、いや。俺がいたのはお嬢様方が生まれる前の話なんだ。ヴィオラ様が嫁とついできたころでな」


「ヴィオラ様……エルミナの母君ですか？」


　訊き返すと、ペインはなにか失敗でもしでかしたように顔を覆おおった。それから、ひとまず帰ることを諦あきらめたらしい。女性をもう一度地面に放ほうった。むぎゃ、とジェノバのような悲鳴が聞こえた。


「やれやれ。口が滑すべったな。まあ、俺の質問には答えてもらったんだ。答えないわけにもいかないか」


　言いながら、ペインは閉店しているカフェテラスに入り込み、椅子の載ったテーブルを抱かかえる。マルクたちの前まで運ぶと手て際ぎわよく椅子を下ろしてテーブルクロスを整える。そこに手荷物から取り出したカップを三つ載せ、今度は水すい筒とうを取り出しカップへと傾かたむける。


　ツンと鼻にかかるハーブの香かおりが漂ただよった。


　──なんと見事な手際です……！


　一流の使用人とはここまでできるものなのか。野外であるにも拘かかわらず、瞬またたく間まに調えられたティーセットにマルクは目を奪うばわれた。


「これは、薬草茶キケリキーでしょうか？」


「鼻が利きくな。眠ねむ気け覚ざましにはちょうどいいんでな」


　ハーブティには様々な種類があるが、この薬草茶キケリキーはハッカが利いていて刺し激げきが高い。キケリキーというのは鶏にわとりの鳴き声という意味である。


　ペインが席に着くよう促うながし、マルクも遠えん慮りよなくそれに従った。


「カナメ、座らないのですか？」


　何故かカナメは目め眩まいでも起こしたかのように頭を抱えていた。それから目の前の出来事が信じられないとでもいうように口を開いた。


「……おんし、なにか思うところはないのか？」


「毒でも警けい戒かいなさっているのですか？　問題ありませんよ。紅茶は香りが尊ばれるのです。無む味み無む臭しゆうのものでも毒など入れれば香りを壊こわします。これにはそういった危険はありませんよ」


　カナメは疲つかれたようなため息を漏らして頭かぶりを振った。


「……もうよい」


　カナメが椅子に腰こし掛かけると、ペインはカップを揺らしながら語り始めた。


「ヴィオラ様は、二人のお嬢様方の母上になった方だ」


　──それはつまり、先代の〈精杯グレイルの姫〉ということですか……。


　思えば、マルクたちはエルミナとエミリオのことしか知らない。彼女たちの前の〈姫〉たちはどんな人間でどんな生しよう涯がいを送ったのだろうか。


　ペインはカップから手を放すと、安物の煙草たばこを取り出して火をつけた。


「ヴィオラ様は、なんでもない、普ふ通つうの娘だったんだよ。田舎いなかの村娘でな。いつか都会に出てオペラの舞ぶ台たいで歌うのが夢なんだって、嬉うれしそうに語ってくれた。今でも、昨日のことみたいに思い出せる」


　煙草を咥くわえようとして、ペインは覆ふく面めんをずらす。顔中に刻まれた切り傷が顕あらわになる。あの覆面は傷を隠かくすためのものらしい。


「叶かなえさせて、やりたかったな……」


　そう言って紫し煙えんを吐はき出すと、ペインは首元から鎖くさりを引き出した。その先せん端たんには銀のトップが下がっており、それをカチンと音を鳴らして開く。ロケットらしい。


「これが、ヴィオラ様だ」


　差し出されたロケットを丁寧に受け取り、マルクはランタンの灯りにかざした。中には一人の少女を描えがいた肖しよう像ぞう画がが収められていた。


　菫すみれ色いろの髪かみ。エミリオのように長く、そしてエルミナと同じ翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。瓜うり二ふたつとまでは言わないが、二人によく似た顔立ちだった。特に、エミリオによく似た雰ふん囲い気きだった。


　屋敷の写真フオトグラフで顔自体は見たことがあるが、あちらは精度も悪く写真フオトグラフ自体も古びている。それに比べ、こちらの肖像画は色も鮮あざやかで表情も生き生きとしている。写真フオトグラフの方が最新の技術だというのに、古くから存在する油絵の方が寿じゆ命みように優すぐれているらしい。


「俺は綺き麗れいな人生は送ってきてないんでな。どう接すればいいか分からなかったんだが、あの方は俺でも人並みに扱あつかってくれた。なんというか、眩まぶしい方だったよ」


　カップを傾けて、ペインは深いため息を漏らす。


　礼を述べて、マルクはロケットを返した。


「何な故ぜ、ヴァレンシュタイン家に嫁がれたのでしょうか」


　エルミナの母が貴族ではなかったとは意外だった。てっきり貴族は貴族同士でしか結けつ婚こんしないものだと思っていた。


　ペインは言葉を選ぶように慎しん重ちように答えた。


「ヴィオラ様の母上……つまり今のお嬢様方の祖母様だな。その方が一部じゃ名の知れた人物でな。ちょいとトラブルに巻き込まれかけてたところをあの変た……じゃない、旦だん那な様に見み初そめられたんだ」


　──今、変態と言いかけましたね……。


　エルミナの父は人望がなかったらしい。エルミナを人形にしようとしてエミリオを〈眠ねむり姫〉にした張本人なのだから当然ではある。マルク自身、彼が生きていたなら自分の手で絞しめ殺したいと思うほどのものだ。


「ずいぶん年の差があったようですが、抵てい抗こうはなかったのでしょうかね」


「ああ……、そのあたりはだな。ヴィオラ様自身も迷わなかったわけじゃないんだ。だがまあ、ヴィオラ様は苦労の多い方でな。それにあの変……じゃない、旦那様は一応貴族だったからな。求婚されたら断れんさ」


　苦労の多い方──エミリオの前の〈姫〉は、その母のヴィオラだった。ヴィオラの前は、その母親が〈精杯グレイルの姫〉だったのだろうか。


　ヴァレンシュタイン家のように使用人を雇やとえる屋敷ならばともかく、庶しよ民みんが〝眠り姫〟──昏こん睡すい状態の人間を養いながら生活するのは難しい。苦労などという言葉で済ませられるような事情ではなかったのだろう。


　それから、ペインはティーカップを揺ゆらして暗い声で呟つぶやいた。


「あの方に、籠かごの鳥は似合わない。だから、俺は…………」


　その続きは、語られることはなかった。それから気を取り直すように頭を振ふると、ペインはよっと腰こしをあげた。


「話しすぎた。俺たちはもう行く。これ以上は、関わらない方がお互たがいのためだ」


　確かに、マルクもこの男とは争いたくない。契約者同士が顔を合わせれば衝しよう突とつは必至である。こうしてのんびり語り合っていることの方が異常である。


　この男の仕し業わざだというのなら、クリスもやはり無事なような気がする。


　──引き留めない方が、良いのでしょうね。


　マルクとカナメも立ち上がると、最後の疑問を投げかけた。


「あなたがこの街にいらしたのは、エルミナたちの顔を見に来たのですか？」


　ペインは首を横に振った。


「いや、俺にはもう、会う資格がないんでな」


「資格がない？」


　マルクが首を傾げていると、ペインももう一度振り返った。


「一つ訊きき忘れていた。あいつ……ドミニクは、どうしてる？」


「家令ハウススチユワードか？　あやつなら、なにが面おも白しろいのか、いつでも楽しそうな顔をしておるの」


　答えたのはカナメだった。彼女の前ではドミニクは毅き然ぜんとした顔になるのだが、それでも楽しそうな顔に見えるらしい。まあ、ドミニクはカナメに好意を示しているわけで、彼女の前ならば常に上じよう機き嫌げんであるが。


「まあ、あれでもドミニクさんは真ま面じ目めな顔のつもりなのですよ。普ふ段だんはもっとゆるみきった顔をしていらっしゃいますから」


　マルクも苦く笑しよう混じりにつけたした。


　ペインは、珍めずらしく人間味のある男だった。だから、失念していたのだろう。





　彼が、あの果たし状の送り主であることを──





「……やれやれ。訊くべきじゃあ、なかったな」
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　そう呟いたペインに、先ほどまでの温厚そうな気配は微み塵じんも残っていなかった。


「そうか……。笑っているのか、あの男は」


　身動きをすればやられる──殺気とはこういった威い圧あつ感かんをそう呼ぶのだろう。気を抜ぬけば押おし潰されてしまいそうだった。カナメの方も同じらしく、カタナの柄つかに手をかけながらも額にじっとりと汗あせが滲にじんでいた。


「ミリエラ。予定は変へん更こうだ。少し、思い知らせてやる必要があるらしい」


　その言葉を合図に、地面で眠る女性──ミリエラの髪かみ飾かざりが、つぼみの形から開花を始めた。


　──花に、気をつけろ──


　クリスの警告が、電気のように脳のう裏りを駆かけた。


「離はなれなさいカナメ──っ？」


「狂くるい咲ざけ──〈ダー・ナーン〉」


　反射的に、隣となりのカナメを突つき飛ばす。同時に甘あまい芳ほう香こうが鼻にかかり、足から力が抜けた。マルクはまったく受け身も取れず地面に叩たたきつけられる。


「マルク！」


　なにをされたのかまるで分からなかった。花が開いたと思ったら突とつ然ぜんこの様である。クリスもこれにやられたのだろう。警告があったというのに、まるで役に立てられなかった。


「ああ、もう。一人取り逃にがしちゃったじゃないですか。あっちは〈特異点〉さんが片付けてくださいよぉ」


　起き上がった派手な女性は、面めん倒どうくさそうにそう言った。


「ぐ……この、能力……毒、です、か……」


「あらら？　まだ口が利きけるんだ。やっぱり夜は駄だ目めだなぁ。……って、もう、本当にヤになっちゃうな」


　今は夜である。嘆なげき方から察するに、派手な女性は夜が苦手らしいが、マルクの能力は夜になれば制約の箍たがが外れて範はん囲いが肥大化する。


　倒たおれながらも、マルクの影かげはペインと女性の影を括くくっていた。オウマのように透とう明めい化しようとも、それよりも早く再起不能にできる。


「この、程度の能力で、逃げられると、お思いですか？」


　マルクの影は、すでにこの時計台の広場全域を覆おおっている。毒の能力は厄やつ介かいであるが、その程度で夜のマルクをどうこうすることはできない。


　ペインが自分の耳を疑うような声を上げた。


「逃げる？　それは劣れつ勢せいのものが使う言葉だ。もっとも、命いのち乞ごいをされたところで逃がすつもりはないがな」


　一体、ドミニクとの間になにがあったのだろうか。彼の名を出したとたん、この豹ひよう変へんである。もっとも、それはきっかけに過ぎない。この場で敵として相対した以上、マルクの敵なのだ。


「戯ざれ言ごと、ですね」


「そう思うか──〈ダー・グッザ〉」


　バンッ──突然、ランタンが砕くだけ散ちった。


　マルクにも離れて身構えているカナメにも、まったく影えい響きようはない。ただ地面に置いてあったランタンが割れただけである。


　だが、マルクは目を見開いて驚きよう愕がくを顕わにした。


　──私の領域で、ものを破は壊かいした……？


　マルクが影を拘こう束そくしたものは外部から一いつ切さいの干かん渉しようを受け付けない。地面一帯を覆う影の中、全すべてが拘束された世界でなにかを壊こわすことなどあり得ない。


　そして、マルクはもう一度目を見開くことになった。


　割れたランタンから噴ふき出した炎ほのおが、まるで意志を持ったかのようにマルクに向かってきていた。


「油ってのはな。上等なもんになると、ほとんどにおいがしないんだよ」


　今度こそマルクは自分の失態を呪のろった。ペインたちは〝ここで待っていた〟のだ。ただのんびり待っていたはずがなかった。


「契けい約やく者しやは、異能であって万ばん能のうではない。お前らの能力はヨハエルから聞いている。能力を過信したお前の負けだ」


　それでも、マルクは微び笑しようを絶やさなかった。


「あいにくと、この程度の逆境には慣れておりますので」


　今まで腕うでをへし折られたりあちこち斬きられたり刺さされたりしてきたのだ。今さら火だるまになる程度、恐おそれるものではない。なにより今、マルクの隣にはカナメがいるのだ。彼女の能力があれば死ぬようなことはない。


　命を懸かけることと命を捨てることは同意イコールではない。


　マルクが命を捨てればその分エルミナは責任を感じる。彼女がなにをしたというわけでもなくとも、背負い込んでしまうのだ。命を懸けなければ敵かなわない相手。そういったものは困ったことにしばしば存在する。だからといって死ぬわけにはいかない。


　──命を懸けて、必ず生きて戻もどる。


　確固たる決意を秘ひめて影に破壊を促うながすと──


　パシャン──水が撥はねた音。


　マルクの影が歪ゆがみ、眼前に迫せまっていた炎も搔かき消けされる。続けてヒョイと地面から体が浮ういた。


「え──？」


　周囲を覆っていた影が瞬またたく間まに解ほつれる。マルクの能力は夜になれば範囲を広げ、マルク自身も動きながら能力を扱えるようになるが〝地面に足をつける〟という制約まで無視できるものではない。


　そのままドスンと地面に放ほうり出され、マルクは呻うめき声ごえを上げる。未いまだに毒で体が麻ま痺ひしている。受け身どころか身構えることすらできない。


「カナメ？」


　それでもなんと視線を上げると、マルクが転がっていた位置にカナメが佇たたずんでいた。マルクを邪じや魔ましたのは彼女なのだろうか。


「このっ、たわけっ！　おんし、死ぬ気か」


「あ、あなたがいるのですから、死にはしないでしょう？」


「だから痛い目に遭あっても良いというのか？　阿あ呆ほうが。目の前で人間が火だるまになるのを見て、気持ちが良いと思っておるのか？」


　そう言われると、マルクはなにも言い返せなかった。逆の立場だったら確かにマルクもカナメを止めただろう。


「あは。健けな気げで可愛かわいい」


　いつの間にか、ミリエラの手の平に新たなつぼみが現れていた。カナメが自分の領域を広げた。マルクの影はカナメとペインを避よける形で広がっている。ミリエラも影から解放されていた。


　シャリンッ──つぼみが開くのと、カナメが踏ふみ込むのは同時だった。


「……その能力はもう見た。シャウランは開花とともに毒をまき散らす。吸わねば問題ない。おんしでは──私の相手にならぬ」


　カナメは、口元まで呪符──彼女がそう呼んでいる布きれ──で覆っていた。思えば、ペインが顔を覆ふく面めんで覆っていたのもこのためだったのかもしれない。


　そしてミリエラの首筋から、鮮せん血けつがまき散らされた。


　絶ぜつ叫きようが、響ひびき渡わたった。


「て、てんめええええ！」


「──やめろミリエラ！」


　ペインの制止は僅わずかに遅おそかった。反はん撃げきしようとしたのだろう。銃じゆうでも抜こうとしたのか、腰こしに手をやったミリエラの額が二つに割れた。


「──っ──っ？」


　言葉が出ないようにミリエラが口の開閉を繰くり返すが、その頭部には傷一つない。


　本人のみならず、周囲の人間にまで〝斬った〟と錯さつ覚かくさせる威い嚇かく技わざ。剣けんを極きわめたカナメだからできる異能を超こえる技能である。


　瞬しゆん間かん的な出来事とはいえ、自分が〝死んだ〟と錯覚させられるほどの殺気を叩きつけられたのだ。竦すくみ上がって当分は動けまい。


〝契約者狩がり〟──それがかつてのカナメの二つ名だった。正面から挑いどんで、彼女に勝まさる契約者はそうはいない。夜のマルクですら絶対勝てるとは思えない。


　地面でガタガタ震ふるえるミリエラ。ペインが小さく舌打ちを漏もらして踏み込む。


　とたんに、マルクは背筋が寒くなった。それは契約者の〝なんとなく〟という感覚だったのだろう。この男の側そばに寄ってはならない。そう、感じた。


「カナメ！」


　マルクが注意を促すまでもなく、カナメはとっさに身を退ひいていた。続けてマルクたちが紅茶を啜すすっていたテーブルを蹴け飛とばす。


　カナメが蹴り上げたテーブルは真まっ直すぐペインに衝しよう突とつする。


「削けずり取れ──〈ダー・グッザ〉」


　ブブンッ──虫の羽音のような耳みみ障ざわりな音が響いた。


　そして、テーブルがその場から姿を消した。続けてゴトンと鈍にぶい音が響く。


「なっ──？」


　カナメが驚愕の声を上げた。彼女の位置でも、なにが起こったのか理解できなかったらしい。


　──消しよう滅めつさせた？


　対象を消滅させる──そんな力を有する存在など、マルクの知る限りエルミナが所持する〈アルス・マグナ〉のみである。それですら妹のエミリオが命の大半を捧ささげてようやくなのだ。たかが一個人の契約者が手にできる能力ではないはずだ。


　距きよ離りを置いたカナメは、カタナを正眼に構える。間合いから外れているにも拘かかわらずカタナを振ふり上げると、そのまま裂れつ帛ぱくの声とともに踏み込んだ。


　ゾバッ──ペインの体が肩かた口ぐちから縦に裂さけた。


「……やれやれだ。その歳としでこんな技を扱あつかうとは、どうかしているな」


　コキコキと、肩を鳴らしながらペインは面倒くさそうに呟つぶやいた。


　斬られたはずの体には傷一つない。今し方ミリエラに使ったものと同じ──いや、構えまでとったのだ。叩きつけられた殺気の質はミリエラの比ではないだろう。


　それが、まったく届いていない。カナメの頰ほおに汗あせが伝った。


　──この男は強い。


　それは正面から対たい峙じしているカナメの方が、より身近に感じていることだろう。


「こんな子供だましでは通じぬか」


「……いや、子供だましというほど捨てたものではないだろう。ミリエラをここまで追い詰つめたんだ」


　地面に転がったミリエラは首と額を押おさえたまま、未いまだにガタガタと震えていた。


「惜おしいの。あと一年早はように会えたなら、さぞや楽しく斬り合えたであろな」


「今はもう無理なのか？」


「〝契約者狩り〟はもう止やめたのじゃ」


「それは賢けん明めいだ」


　肩を竦めるペインに、カナメは瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを鋭するどく細めた。


「……行くぞ──〈沙イサ波ナミ〉」


　カナメの語りかけに、地面が水面のように波打つ。波は紋もんはペインたちの足あし下もとへ、煉れん瓦がが敷しかれた美しい路面へ、砂すな埃ぼこりにまみれた地面へと広がっていく。波紋の領域に、うっすらと翡翠鯱セルフアーの影かげが揺ゆらいで見えた。


　この領域の中では、いかに些さ細さいな動作でも地面に波紋を走らせカナメに伝えるのだ。


　正体不明の能力に対しては、どれだけ慎しん重ちようであっても慎重すぎるということはあり得ない。あの波紋まで使ったということは、カナメの方も本気である。


　ペインがカナメの能力を見極めようと視線を地面に向ける。その隙すきを、カナメは見み逃のがさなかった。


　しゃがみ込むように姿勢を低くし、勢いよく地面に手をつく。


「薙なぎ払はらえ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　波紋の大地が噴ふん火かした。


　カナメの能力で〝液状化〟した大地の津つ波なみ。土ど砂しやと路面の石せき片へんを呑のみ込んだそれは、削さく岩がん機きのごとく凶きよう悪あくな音を立ててなだれ込む。


　まともに食くらえば即そく死しだろう。そしてカナメの位置を始点に放射状に広がる効果範はん囲いから逃れる術すべもない。


　にも拘わらず、カナメの表情には余よ裕ゆうというものが見えなかった。彼女には分かっているのだろう。これでも、この男は確実に凌しのいでみせる。


　それでもぶつける理由は、この津波を凌ぐためにペインが確実に能力を使うからである。


　ペインが、なにかを振り払うように腕を振る。暗くてよくは見えなかったが、なにかを跳とばしたように見えた。


「喰くらい尽つくせ──〈ダー・グッザ〉」


　ブブンッ──再びあの耳みみ障ざわりな音。


　そして、カナメの津波にいくつもの穴が穿うがたれた。
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　質量を失った津波はとたんにはじけ飛んだ。恐らくはカナメの中でも一番の大技だったはずだ。それが造作もなく破られた。


　能力ではペインに敵かなわない──そう、証明された瞬間だった。


「……奇き妙みような能力じゃな。〝握にぎり潰す〟のがおんしの能力か？」


　カナメの視線は地面へ注がれていた。そこに大きな紅蓮瓜マルーズほどの球体が転がっていた。昼間見た旅館にも同じようなものがあった。


「たった三度で見破られたのは初めてだな。その通りだ。限定した空間を〝圧あつ搾さく〟するのが俺の能力だ。気をつけろよ。かすりでもすれば人間の体なんぞあっという間に呑み込む」


　民家以上の高さで迫る津波が紅蓮瓜マルーズ程度にまで圧縮される。体積としては一千分の一ほどだろうか。旅館の残ざん骸がいが少なかったのもこの能力で凝ぎよう縮しゆくされていたからなのだ。


　確かにこんな能力を受ければ人間などひとたまりもない。


　それでも、カナメは乱れた白はく髪はつをかき上げ、狼狽うろたえの一つも見せなかった。契けい約やく者しやの強さとは能力の大きさで決まるわけではない。大きな能力にはそれ相応に大きな〝対価〟が必要となる。そして能力の行使にかかる制約も。能力が強力な契約者ほど、弱点も多い。


　カナメは一度大きく息を吸うと、静かに呼吸を整える。


「──ヴァレンシュタイン家裁縫師ニードルワーカーカナメ＝ヒラサカじゃ。名乗っておけ」


「〈宣せん教きよう師し〉が統とう括かつペインだ。姓せいは捨てた」


　そして、二人の契約者は同時に地を蹴った。


「噴ふき上げろ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　カナメの呼びかけに再び大地が噴火する。先ほどよりも距離が近い分、威い力りよくも大きい。


　壁かべのように噴き上がる津波に、ペインは片かた腕うでを振るう。


「喰らい尽くせ──〈ダー・グッザ〉」


　津波が食べかけのチーズのように削り取られ、瞬またたく間まに霧む散さんする。その向こうには大技を放った直後で動きの止まったカナメ──は、いなかった。


「──遅い」


　カナメは、すでにペインの背後へと回り込んでいた。


　砕くだかれた津波は、そう見せかけただけのただの壁だったらしい。壁を作ると同時に、弧こを描えがくように回り込み、ペインの背後を盗とったのだ。


　下段から白はく刃じんが残像を残して撃うち込まれる。


　ギインッ──夜の闇やみに鮮せん烈れつな火花が散った。


「馬ば鹿か力ぢからめ」


　カナメが呻うめく。


　見ればペインの手には大おお振ぶりの刃は物ものが握られていた。信じがたいことであるが、カナメの渾こん身しんの一いち撃げきをあんな小さな刃物で、それも片手で受け止めた。呻きたくなるのも無理はない。


　ギインッ──ギインッ──ギインッ──二度、三度と火花が散らされる。


　上段から打ち下ろした斬撃を、斜ななめ下方からの一撃に繫つなぎ、振り切ると同時に横よこ薙なぎへと変える。火の灯りを弾はじいたカタナの残像は三つ同時に見えた。


　流れるような三段斬ぎり。それすらもペインは見事に受け切るが────


　パキンッ──鋭い悲鳴を上げ、ペインの刃物が折れた。


　カナメは腕うでも得物も業わざ物ものである。その剣にペインの刃物が堪たえられなかったのだ。ペインが大きく目を見開く。


「なっ──んだと！」


　ゾッ──白刃に赤い滴しずくが滴したたった。


　カナメのカタナが、ペインの手の平を貫つらぬいていた。とっさに片手を犠ぎ牲せいにして致ち命めい傷しようを回かい避ひしたらしい。


　得物は折れ片腕も使用不能。ペインが、呻くような声を絞しぼり出した。


「ミリエラめ。なにがこの国の契約者は弱いだ」


「勝負あったの」


　カナメが油断なく警けい戒かいしながらそう言うと、ペインは嘲ちよう笑しようの声を漏らした。


「ああ、お前の負けだ。なあ──〈ダー・グッザ〉」


　離はなれていたマルクでさえ、悪お寒かんを感じた。カナメが弾かれたように身を退ひく。


　次の瞬しゆん間かん、カナメのカタナがその姿を消した。


「暗乃守が……！」


　悲鳴にも似た声。愛刀を失ったカナメが動どう揺ようしたのは、一瞬のことだったはずだ。


　その一瞬で、勝負はついていた。


　瞬時に間合いを詰めたペインは、虫でも払うかのように無造作に腕を振るった。反応が遅おくれたカナメは両腕を交差させてそれを受ける。





　ボキンッ──なにかが折れた音とともに、カナメの姿がかき消えた。





「え……？」


　続けて、カフェテラスの壁が盛せい大だいな音とともに大きく凹へこんだ。


「がっ──ひゅ……」


　悲鳴にすらならない、気管で空気が詰まったような音。目を向けると、華きや奢しやなカナメの体が壁を抉えぐって叩たたきつけられていた。


「悪いな。俺の能力は〝血〟で印をつけるのが制約なんだ。俺を斬った時点で、お前の負けは決まってたんだよ」


　マルクはようやく理解した。何な故ぜペインの顔があれだけ傷だらけなのか。彼は、こうして窮きゆう地ちに陥おちいる度たびに自分から斬られてきたのだ。斬った相手こそがそこで打ち倒たおされるのだから。


　そして、少女の体は重力に引かれて地面へと落下した。うつぶせに倒れたカナメの髪かみは、血の色に染まっていた。


　ペインの位置から今カナメが倒れている位置までは10シク余りある。いくらカナメが細身とはいえ、人間が振り払われたくらいであの距離は吹ふき飛ばない。加えて、そんな距離を跳ばされるほどの勢いで叩きつけられたのだ。ただで済むはずがない。


「カナメッ！」


　名前を呼ぶが、返事はなかった。それどころかピクリとも動かない。


　──いつからおんしは私を必要としないほど偉えらくなったのじゃ──


　よく分からない理由で怒おこっていたカナメ。


　そのカナメが、今はもう、血に染まってピクリとも動かない。


　ブチッ──頭の中で、なにかが切れた音が聞こえた。


　瞬間、マルクの影が凶悪に膨ふくれあがった。


　それは月下に広がる黒い絨じゆう毯たんだった。有う象ぞう無象も区別なく、ただ全すべてを黒に塗ぬり潰す悪夢の光景。


「圧搾しろ──〈ダー・グッザ〉！」


　鋭く舌打ちを漏もらして、ペインは血まみれの腕を振ふるった。鮮せん血けつがまき散らされ、続けて夜の闇がグニャリと歪ゆがむ。


　歪んだ景色は渦うず潮しおのごとく螺ら旋せんを描いて広がる。渦に捉とらわれ影が歪んでいく。カナメのそれとは違ちがい、空間圧搾という凶悪な力が引き留めているのだ。


　だが、それも一瞬の出来事だった。瞬く間に影は渦潮を食い破る。夜のマルクに制約は存在しない。空間ごと押おし潰つぶされようとも、その程度でマルクの影は止まりはしない。


　渦潮はガラスのようにひび割れ、冷たい夜気に儚はかなく散った。


「逃にがさないと、言ったはずですっ！」


　歪んだ空間から解放された影がペインへとなだれ込む。夜に全力で能力を解放すれば、この街程度なら覆おおい尽くすことができる。契約者とて異能を持っただけの人間である。その影から逃れることは敵わない。


「厄やつ介かいだな、くそ」


　呻きながら、ペインは刃物を抜ぬき出しあらぬ方向へと振るう。ガチンと火花が散った。


　──今のは、なんです……？


　にわかに困こん惑わくしながらも、頭に血が上ったマルクはそんなことで止まれはしなかった。


　次々と殺さつ到とうする影に、ペインはその血をまき散らし、渦潮を解放する。影が空間に搦からめ捕とられては食い破る。


　そうする間に、ペインは地面を滑すべりながら膝ひざをつく。すぐ隣となりには未いまだに震ふるえるミリエラ。ペインはすかさずミリエラを肩かたに担かつぎ上げると、地面に片手をついた。


「喰らい尽くせ──〈ダー・グッザ〉！」


　今まででもっとも巨きよ大だいな渦潮が形成される。それにより、マルクの影かげも僅わずかに動きを止められる。


「さすがに、三人は相手にしきれんな」


　そう呟つぶやくと、ペインはミリエラを担いだまま跳ちよう躍やくした。


　──この男、能力が二つあるとでもいうのですか……！


　さすがに、マルクも動揺を禁じ得なかった。こんな身体能力を持っているのは、マルクの知る限りジェノバくらいのものである。彼女の能力は〝血〟である。血液を変異させることで凶悪な身体能力を扱あつかっていた。


　ペインも〝血〟を媒ばい体たいに能力を使っているようだった。同系統の能力だというのだろうか。しかしペインの能力は空間圧搾ではないのか？


　そのまま民家の屋根に着地すると、ペインは夜の街に姿を消した。マルクは追つい跡せきせんと影を走らせるが、また幾いく度どとなく渦潮に阻はばまれる。


「逃がした……？」


　やがて、マルクは呆ぼう然ぜんと呟いた。


　続けて、目の前がグニャリと歪んだ。能力を使いすぎてミリエラの毒が回ったらしい。


「こんな、ところで……カナメ……」


　こんなところで寝ねている暇ひまはないのだ。カナメの手当てをしなければ手て遅おくれになる。屋や敷しきに戻もどってジェノバに頼たのめば、まだ助かるはずなのだ。


　地面を這はいずるマルクはフワリとなにかに抱かかえられた気がした。


　そして、マルクの意識はプッツリと途と絶だえた。






　第四章　止まれぬ想いの行き先は







「見習い君。こんな暗いところでも道が分かるの？」


「はい」


　背後から不思議そうに訊きいてくるヴィオラに、少年は振り返らずに答えた。


　四つん這いで進む、その通路ですらない通路には灯りの一つもなかった。外では日が暮れており、ここに差し込む光はなにもない。ヴィオラとははぐれないよう、お互たがいをロープで結んでいる。


　それでも少年が前進できるのは、ここの詳しよう細さいな地図を暗記しており、手て探さぐりと僅かな空気の流れで方向を確かく認にんしているからだった。


　少年とヴィオラが屋敷を飛び出してから、二週間が経過していた。


　ヴィオラは母親に会いたいと言った。まずはその母がどこにいるのか。そこから調べなければならなかった。少年には一族が残した隠かくれ家ががいくつかある。〈宣せん教きよう師し〉や教皇庁の目が届かぬ場所もある。そこにヴィオラを匿かくまいつつ、情報収集に努めた。


　一族は取り潰されたもののその情じよう報ほう網もうはまだ機能していた。暗殺に於おいてもっとも有効な武器は情報である。標的の居場所を突つき止めるのはもちろんのこと、いつどこならば隙すきがあり得るか。個人の生活習慣から国の機密施し設せつに至るまで、全てを把は握あくできたからこそ少年の一族は暗殺者の頂点に長らく君臨できたのだ。


　長年培つちかってきた情報網は、この国でも一、二を争うほど優すぐれている。


　そうして一週間ほどかけて、少年はヴィオラの母の情報を探し当てた。それから移動と侵しん入にゆうの準備でさらに一週間。ヴィオラがリカルドと式を挙げる予定だったのは、もう一週間後の話である。


　現在、少年とヴィオラはラチナス神聖国の首都レアメトールにいた。ここはその中央に位置する大聖堂の中である。大聖堂の地下には、迷路のように入り組んだ無数の地下道が存在し、ヴィオラの母がいるのはその迷宮の一室らしいのだ。


　ヴィオラの母は〈精杯グレイルの姫ひめ〉と呼ばれているらしい。そしてこの国の中ちゆう枢すうとも呼べる場所に匿われている。リカルドの言う通り、ヴィオラの母はオルダー教で相当重要な人物と見なされているようだ。


　国内最大の教会でありオルダー教、延ひいてはラチナスの頂点たる教皇がその身を置くレアメトール大聖堂。つまりはこの国の最重要施設と呼んでも過言ではない場所である。


「おかしいな。わたしも結構目が良い方なんだけど、全然見えないよ？　見習い君、目が良くなる訓練とか受けたりしたのかな」


「はい。動体視力を鍛きたえる訓練は受けています」


　別に視力で道順を把握しているわけではないが、少年はそう答えた。


「へええ。どんなことをするのかな」


「基本的には飛来物の回かい避ひです」


「飛来物って？」


「機械仕じ掛かけの弓で飛ばす矢です」


「うあ……」


　そのラチナス最高機密施設にて、ヴィオラは些さ細さいな疑問を抱いだいては、のんびりとした声で少年に投げかけていた。彼女の方はここがそんな危険地帯だとは知るよしもない。


　そんな緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない会話ができるのも、少年がこの施設に忍しのび込むのが初めてではないからだ。


　地位の高い人間ほど、他者を蹴け落おとすのに手段を選ばなくなる。一族のお得意様は、もっぱら教会の司祭司教たちだったのだ。


　少年には、侵入自体は難しいことではない。問題は、まったく訓練を受けたことがないヴィオラを、いかにして気づかれずに侵入させられるか、ということだった。


　現在、少年はもっとも人目につかない通り道として、通風口の中を通っていた。少年とヴィオラの体格ならなんとか通れる程度のものである。


　恐おそらく、ここでの会話は風に乗ってそこかしこに響ひびいているのだろう。外では騒さわぎになっているかもしれない。しかし無数に存在する通風口の出入り口から居場所を特定することは不可能であり、この通風口自体も大人の体格では出入りができない。


　警備の人間も、こんな施設に子供が侵入するとは考えない。少年とヴィオラだからこそ使える抜け道だった。


　やがて空気の中に焼けた油の香かおり──恐らくはランプを燃やしているのだろう──が混じり始めたころ、前方に灯りを認識できた。


「ヴィオラ。もうすぐ目的の場所に到とう着ちやくします。私語は控ひかえてください」


　少年とヴィオラはロープで繫つながっている。あまり荒あら事ごとを起こすわけにはいかない。


　移動する前に、慎しん重ちように前方の気配を探る。仮にも〈精杯グレイルの姫〉という重要人物の幽ゆう閉へい場所である。見張りがいないはずはない。


　そのまま息を殺して周囲を警けい戒かいするが、どういうわけか警備らしい人間の気配は感じられなかった。


　──見張りがいない……位置を誤った？　あるいはよほどの手て練だれがいる？


　どちらにしろ、あまり良い事態ではなさそうである。少年は覚かく悟ごを決めた。


（ヴィオラ。ロープを切ります。自分が降りて三十秒経たっても異常がなければついてきてください）


（い、異常があったらどうするのかな？）


（来た道を引き返してください）


（ええええ？）


　小声で悲鳴を上げるヴィオラに、少年は至って真ま面じ目めな声を返した。


（この通風口は自分たちが位置を入れ替かわれるほど広くありません。方向は指示しますが、ヴィオラが先に進んでくれないと引き返せません）


（あ、うん。そうだよね。見習い君はきちんと戻ってくるんだよね）


（ヴィオラを攫さらっている最中ですから）


　そう答えると、ゴンと重たい音が響いた。ヴィオラが天てん井じように頭をぶつけたらしい。


（大だい丈じよう夫ぶですか）


　まったく感情のこもらない声で尋たずねると、ヴィオラの涙なみだぐんだ声が返ってきた。


（……うん。わたしが頼んだんだけど、真面目に言われるとすごく恥はずかしいね）


　言われたことがよく分からず、首を傾かしげながらもここにいつまでも止とどまっておくわけにもいかない。少年はロープを切断すると、通風口の出口へと進んだ。





　通風口を抜ぬけると、そこは大きな広間になっていた。天井もかなり高く、ちょっとした民家くらいならすっぽり収まるほどである。


　壁かべにはランプが設置されているが、部屋自体はもぬけの殻からだった。一応、部屋の中に降りて隠し扉とびらのようなものはないか調べるが、そちらもはずれだった。


　──なにもない。情報が間ま違ちがっていたか、侵入に感づかれたか……。


　部屋には大きな扉が一つあるだけだった。扉の向こうには幽かすかな気配が感じられる。外には番人がいるらしい。数は二つ。それなりに腕うでが立ちそうである。


　ひとまず、ここにはなにもない。引き返すよう、合図しようと通風口を見上げると、三十秒が経過したからだろう、ヴィオラが顔を覗のぞかせていた。その表情は、どういうわけかなにか信じられないものを見たかのように硬こう直ちよくしていた。


　少年は首を横に振ふり、引き返すよう合図する。しかしヴィオラにはそれが見えていないのか、ただ言葉が出ないように口の開閉を繰くり返していた。


　それから、なにを思ったのかヴィオラは通風口から降りようとした。通風口の位置は少年の背よりも高い。足場になるものもないため、そのまま落下すると困ったことになる。


　ヴィオラは少年の制止も聞かず飛び降りる。少年は素す早ばやく駆かけ寄よると、両りよう腕うででその身を受け止めた。


　困ったことをすると思いながらも、少年は批難の声を上げるでもなく静かにヴィオラを床ゆかに下ろした。一方、ヴィオラの方はそんな少年に気づく様子もなく、なにもない部屋の中央を凝ぎよう視ししていた。


「ここ……わたしの、家だ」


　愕がく然ぜんとしたような声。少年は首を傾げた。ヴィオラにはなにが見えているのだろう。


　ヴィオラは少年の返事も待たず、フラフラと進む。


「ほら、見習い君、こっちだよ。来て」


　ヴィオラが手招きする場所には、なにもない。ただの冷たい石いし畳だたみが広がっているだけである。ここまでくると、彼女の正気を疑わざるを得ない。


　そう、思った瞬しゆん間かんだった。





　目の前に──草木が咲さき乱みだれた。





　冷たい地下室だというのに草原を思わせる穏おだやかな風が吹ふき抜け、秋だというにも拘かかわらず春の花が香りを漂ただよわせている。頭上を見上げれば重苦しい天井はなく、燦さん々さんと陽光が降り注いでいた。改めてヴィオラに視線を戻もどすと、彼女の前には小さな民家が建っている。


　それは──〈宣教師〉が〝揺ゆり籠かご〟と呼ぶ領域だった。


　そんなことを知るよしもない少年は、鋭するどく周囲を警戒した。


　──契けい約やく者しやの能力……？


　不可解な現象に少年は周囲の様子を探るが、ひとまず人の気配は存在しなかった。


「見習い君、どうかしたの？」


　不思議そうに首を傾げるヴィオラ。首を傾げたいのは少年の方だが、今はヴィオラを独りにしてはいけないような気がする。警戒しながらもヴィオラの側に駆け寄った。


　ヴィオラはそっと扉に触ふれた。


「この家、今はもうないはずなの。壊こわれるところ、わたしも見たんだよ」


　少年もヴィオラの隣に並び、扉に触れてみた。


　触れた手にざらざらとした感かん触しよく。鼻にかかるこのにおいは、決して建てたばかりの真新しい木のにおいではなく、古びたほこりとカビのにおいだった。


　古く見せかけているわけではない。資材も釘くぎも歳さい月げつを感じさせるものでできている。


　少年は考えを巡めぐらせる。


　こういった家を造ることは不可能ではない。元の家と同じくらい古い資材を使えば歳月を感じさせることはできる。またこの家は特に変へん哲てつもない一いつ般ぱん的な民家である。まったく同じ構造の家も存在するのだ。そちらを移築することもできる。


　ただ何な故ぜこんなものを建てる必要があるのか、そして何故突とつ然ぜんこのようなものが現れたのか、まるで理解できなかった。少年が見た限り、ここには確かになにもなかったのだ。


「開けるよ？」


　いくつかの可能性を思い浮うかべていると、ヴィオラは扉を押おし開けた。


　扉の向こうには……なんの変哲もない景色が広がっていた。床には安物の毛糸で織り込んだ敷しきもの。壁には破れた壁かべ掛かけ。編みかけのものもある。


「あ、その辺はわたしが作ったやつだよ」


　少年にそう言いながら、ヴィオラは中に進んで柱の一つに目を留めた。


「これ……、わたしの背せ丈たけのだ」


　柱には横に走る傷と年代が刻まれていた。高さはヴィオラの腰こしくらいの位置で一本だけ刻まれている。そちらの傷は古く、作っているようには見えなかった。


「見習い君、刃は物ものとか持ってるかな」


　少年は一つ頷うなずくと数種類の刃物を取り出した。


「どれが良いでしょうか」


　小さな彫ちよう刻こく刀とうサイズのものから大おお振ぶりのダガーサイズのものまで、幅はば広ひろく揃そろえている。中には三角錘剣ステイレツトや対刃短剣マインゴーシユなど、特とく殊しゆな部類のものまである。


　ヴィオラは何故か目め眩まいでも起こしたかのように頭を抱かかえた。


「なんでそんなにいっぱい持ってるのかな……？」


「家業でしたから」


　やはり抑よく揚ようのない声を返す少年。


　ヴィオラは仕方なさそうに手て頃ごろなナイフを手に取った。そして、柱に押しつけると小さな傷をつける。侵しん入にゆうの形けい跡せきは残したくなかったが、今さら仕方がない。


　ため息を漏もらしかけた少年は、ピクリと眉まゆを揺らした。


「……消えた」


　柱についた傷は、瞬またたきをする間に消えてしまった。


　ヴィオラは気の抜けた笑みを浮かべた。


「あはは。この家、なにをしても壊れないんだ。こんなふうに元に戻っちゃうの。だけど、お母さんがいなくなったとたん、役目が終わったみたいに崩くずれちゃって……。こんなところにできてたなんて、参っちゃうよね」


　その笑顔に、少年は違い和わ感かんを覚えた。噓うそをつかれているような気分だった。


　首を傾げている間に、ヴィオラは絨じゆう毯たんの上を進み奥おくの扉へと向かっていた。少年もそのあとに続く。


　一体この家がなんなのかは想像もつかないが、ともかく教会にとって重要なものだろうことは窺うかがえる。侵入者に対する対策が一つもないとは思えない。


　少年はヴィオラに代わって、そっと扉を押し開けた。


　罠わなに備えて身構えた少年は、拍ひよう子し抜ぬけした。そこにはやはりどこにでもある寝しん室しつの風景があるだけだった。その中央に置かれたベッドに、菫すみれ色いろの髪かみをした女性が横たわっていた。


「──お母さん……！」


　ヴィオラが、ベッドに駆け寄った。


　横たわる女性は意外なほど若かった。まだ二十代だろう。ヴィオラほどの歳としの娘むすめがいるようには見えない。もっともその体はすっかり瘦やせ細ほそり、顔も頰ほおが瘦こけて目も落ちくぼんでいる。病かあるいは毒か、衰すい弱じやくしきっているのが分かる。


　──もう、長くはない。


　少年の目にもそれは明らかだった。


「お母さん。会いたかったよお」


　その声には涙の色が滲にじんでいた。


「お母さん。わたし、リカルドさんって人と婚こん約やくしちゃったの。お母さんの病気のことも、調べてくれるって言ってくれた。だけどわたし、リカルドさんがどんな人なのかとか、考えもしなかった。わたし、結婚なんてこと、まだどうしたらいいか分かんないよ」


　それは、恐おそらく今まで堪こらえてきたものだったのだろう。ヴィオラはまだ十六歳の少女である。相談できる相手もいないまま、出会って一年も経たない男に嫁とつぐことに不安がないはずはない。


　それでも婚約に踏ふみ切ったのは、彼女の唯ゆい一いつの身よりである母のことがあったからだろう。少女一人で母の面めん倒どうを見ながら食べてはいけない。リカルドのような貴族から求婚されて断れるはずがない。


「なんとか言ってよ、お母さん」


　縋すがるその声に、答えはなかった。


　少年はベッドに縋りつくヴィオラの背中を、なにも言えずに見つめ続けた。





　どれくらいそうしていただろうか。やがて落ち着いたらしく、ヴィオラは頭を上げるとゴシゴシと袖そでで顔を拭ぬぐった。どうやら泣くのは堪えたらしい。


「ごめんね。ずっと会いに来れなかったのに、会ったとたんこんなこと言っちゃって」


　それから、いつもの気の抜けた笑顔を見せた。


「うん。ちょっと不安だっただけだから、もう大だい丈じよう夫ぶ。わたしが婚約したリカルドさんって、貴族なんだよ。信じられる？　わたし、未いまだに信じられないもの。お母さんの病気のことも、きっとなんとかしてくれると思う。だから、全部終わったら、また……」


〝また〟どうしたかったのか、あるいはどうしてほしかったのか。ヴィオラの口から語られることはなかった。


　それから、ヴィオラは少年に向き直った。


「ありがとう見習い君。おかげでだいぶすっきりしちゃった」


　少年はそんなヴィオラの顔を真まっ直すぐ見つめたまま問いかけた。


「ヴィオラ。質問があります」


「え、ああ……。ほ、報ほう酬しゆうのお話？」


　少年は小さく頷いた。


「ヴィオラが言う生きているということは、我が慢まんすることなのですか？」


「我慢……？　なんで？」


「ヴィオラは我慢しているように見えます。自分はヴィオラがここに来たいと言ったから連れてきました。我慢をするために来たのですか」


　それはなにかを諭さとすような押しつけがましい言葉などではなく、心底不思議そうな声こわ音ねだった。


「ち、違ちがっ……」


　言いかけたヴィオラの頰を、涙なみだが伝った。


「もう、なんでっ……」


　ポロポロと涙が伝う。一度溢あふれたらもう止まらなくなったらしい。川の堰せきが決けつ壊かいしたように溢れ続ける。そして、とうとうヴィオラは顔を覆おおってしゃがみ込んだ。


　ハンカチは、もう持っていなかった。


　なにか涙を拭うものはないかと探して、少年はヴィオラに背中を向けた。


「良かったら、使ってください」


　なにを言われたのか分からなかったのだろう。ヴィオラは一度瞬きをした。それから立ち上がると少年の背中に縋りついた。


　長い間ためてきたものを吐はき出すように、ヴィオラは声を上げて泣いた。


　少年はただ、ここに他ほかの人間が入ってこないことを祈いのりながら立ち尽つくした。


　やがて。落ち着いたらしく泣き声が止やんだ。少年の背中に身を預けたまま、ヴィオラは独り言のように呟つぶやいた。


「わたしさ。本当は、お母さんとお話ができると思ってたんだと思う」


　少年は眠ねむり続ける女性に視線を向けた。


「馬ば鹿かだよね。今までずっと起きてくれなかったのに、今だけ起きてくれるはずなんてないのにね」


　自じ嘲ちようするようなその声に、少年は精せい一いつ杯ぱい考えた答えを返す。


「それでも、会いたかったのでしょう」


　背中で、ヴィオラがクシャリとシャツを握にぎり締めた。


「うん。……会いたかった」


　それから、少年へ途と方ほうに暮れたような声をかける。


「ねえ。わたし、これからどうしたらいいのかな」


　何故か、その声を聞いたら息が苦しくなった。息苦しさに、思わず胸むな元もとを握り締しめる。


　人体の壊し方は、生まれたときから仕込まれ続けてきた。一族の最高傑けつ作さく──それが少年の呼び名であり、敬けい称しようだった。少年より正確に、速すみやかに、確実に人体を壊せるものは存在しなかった。そして、少年もまたそれを誇ほこりにしていた。


　だというのに、たった一人の少女に対して、自分がどうしてやるべきなのかも分からなかった。


　笑ってほしい。この少女はあの気の抜ぬけた笑みを浮かべてくれなければならない。なのに、どうしたら笑わせてやれるのかも分からない。


　少年は、息苦しさに堪たえきれなくなって口を開いた。


「あなたはわがままです」


「……うん。そうだね」


「あなたはあなたの価値観で自分に命令をしました」


「……ごめん。怒おこってるのかな」


「だから、わがままでいてください」


　しばらく、返事はなかった。


「……見習い君。自分がなに言ってるか分かってる？」


「よく分かりません」


　少年自身、何故こんなことを言っているのか理解できなかった。背中で、ヴィオラが小さく噴ふき出した。


　それから、ようやくヴィオラは少年の背中から離はなれた。


「そうだったね。君をここまで引っ張ってきたのはわたしなんだよね」


　それから、少年の手を取った。


「帰ろう。リカルドさんのところに。婚約、解消したいとか、きちんと会って言わないと卑ひ怯きようだと思う」


　それから、いつもの気の抜けた笑みを浮うかべた。


「それで怒られちゃったら、また攫さらってね」


「はい」


　少年が素す直なおにそう答えると、ヴィオラはベッドの女性に向き直った。


「お母さん。たぶんわたし、会いに来られるのは最後だと思う。でも……」


　ヴィオラは胸に手を当てると、なにかを思い返すように目を閉じた。それから、ハッキリとした口調でこういった。





「わたしは、元気だから」





　それは、長らく母に執しゆう着ちやくし続けてきた少女の、親おや離ばなれの瞬しゆん間かんだった。


　ベッドの女性が、何な故ぜか微笑ほほえんだように見えた。


　そして、世界は蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぎ、瞬く間まに消えた。


「お母さん……」


　少女がそう呟いたときには、ベッドの女性も小さな家も咲さき乱みだれた草木も、なにもかもが消えていた。


　そして──


「──な、なんだお前たちは。ど、どこから入ってきた！」


　振ふり返ると、そこには法ほう衣えに身を包んだ二人の男がいた。手には槍やりともつかない錫しやく杖じよう。法衣の下には鎖くさり帷かた子びらが見える。中世の騎き士しを思わす格好だった。部屋の外にいた番人だろう。少年とヴィオラの声に気づいて様子を見に来ていたらしい。


　景色はすでに最初の部屋へと戻もどっていた。


　──迂う闊かつ……。


　向こうは少年たちが突とつ然ぜん現れたことに驚おどろいたのだろうが、それは少年も同じだった。後ろを向いていた分、初動に遅おくれた。


　それでも、少年はもう動いていた。手近にいた男の錫杖を押おさえつけると、踏み込んだ勢いのまま相手の喉のど元もとめがけて肘ひじを突つき出す。


　喉を殴おう打だされ、男は呻うめき声ごえすら出せずに地へと伏ふす。


　──もう一人。


　物音を立てれば増ぞう援えんがやってくる。そうなると少年はともかくヴィオラを無傷で逃にがすのが難しくなる。


　しかし初動に遅れた分、もう一人の男に行動する猶ゆう予よを与あたえてしまっていた。そしてこの場所を守る番人は紛まぎれもなく手て練だれであり、状じよう況きよう判断にも優すぐれていた。


　残りの番人は、小さな呼び子を口に咥くわえようとしていた。


　──間に合わない……！


　少年は笛をたたき落とそうと駆かけるが、僅わずかに一歩遅おそかった。


　番人は大きく息を吸い──そして突然白目を剝むいた。





「やれやれ。困ったことをしてくれたものだね」





　白目を剝いた番人の背後に、ヴァレンシュタイン家の執しつ事じの姿があった。
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　ペインは、一通の封ふう筒とうに目を落としていた。ある少女──最さい期ごのときでさえ、彼女は少女のように幼く見えた──が、死しに際ぎわまで大切に持っていたものだ。


　感傷に耽ふけっていると、やかましい声が響ひびいた。


「ああ、もう、死ぬかと思いましたよぉ」


　ぼやき声に視線を向けると、ミリエラが傷の手当てを終えていた。動脈を切られたらしく相当な出血ではあったが、切り口自体は見事なほど綺き麗れいなもので止血をすればすぐに塞ふさがった。あの白はく髪はつの少女の腕うで前まえがそれだけのものだったということだ。


　ミリエラは首に包帯を巻き終わると、勢いよく窓を開けた。


「あーっ！　日差しが気持ちいいっ！」


　清すが々すがしく叫さけんだミリエラは胸を隠かくしただけの半はん裸らだった。季節以前に社会的倫理モラルが問われるような格好である。ここは貧ひん民みん街がいの空き家だが、人通りはある。ペインは頭痛を感じて頭を押さえた。


「ミリエラ。頼たのむから窓は閉めろ」


「なに言ってんですか。ペインさん、あたしの対価知ってるでしょう？　出血多量なんですから日光浴しないと、あたし死にますよ」


　ミリエラの対価は〝呼吸〟だった。とはいっても肺は活動している。ただ酸素を取り入れられるよう機能していないのだ。肺から酸素を取り入れられなくなったミリエラは、陽ひの光に当たることで皮ひ膚ふから酸素を取り入れるという、植物に近い体質になった。そして陽の光が届かない場所では著いちじるしく眠たくなるのだという。


　ひとまず、出血のわりには元気そうである。相手の契けい約やく者しやが手加減したのだろう。わざわざ死なない程度に動脈だけを傷付けたのだ。その気になれば首を刎はねることもできただろうに。


　──あそこまでやる必要はなかったな……。


　ミリエラ相手に手心を加えてくれたというのに、ペインはあの白髪の少女に重傷を負わせた。骨をへし折った感かん触しよくがまだ手に残っている。


　──まあ、手加減すればこちらがやられていたか……。


　あの少女は文句のない強さだった。この国でも五指に入るのではないだろうか。余よ裕ゆうのある態度は見せられたが、あのとき手を貫つらぬかれただけで済んだのは、向こうがそこで剣けんを止めたからだ。向こうが殺すつもりで来ていたならやられていたかもしれない。


　もっとも、それだけ強かったから、ペインも能力以外の力を使わざるを得なかった。


　ペインの〝対価〟は少々特異なものだった。


　契約者の能力の大きさは対価の大きさに比例する。ペインの能力は空間の〝圧あつ搾さく〟であり、その強大な能力は極きわめて大きな対価をむしり取っていった。


　ペインの対価はとても単純で、当然のように自分の命に関かかわるものだった。あるいは、それは能力に対して大きすぎる対価だったのかもしれない。ペインが支し払はらった対価は、彼にもう一つの力を与えた。


　その力とは、超ちよう人じん的な身体能力だった。ミリエラを担かついだまま民家の屋根に跳ちよう躍やくし、殴なぐっただけで相手の骨くらいは軽くへし折るほどのものである。さすがに、鋼鉄を素手で引きちぎるような真ま似ねはできないが。


「それでペインさん。これからどうするんですかぁ？　グレリオさんの情報、探さがすんですかぁ？　それともペインさんの復ふく讐しゆうの相手捜すんですかぁ？」


　日光浴を終えたらしい。ミリエラがようやく窓を閉めた。


　復讐の相手──ドミニクの名を思い出し、ペインは腸はらわたが煮にえくりかえるのを感じた。


　十八年前、ペインはある少女を救ってやりたかった。添そい遂とげたいと考えていたわけではない。ただその少女が笑っていられれば、幸せでいてくれればそれだけで良かったのだ。


　だから、ヴァレンシュタイン家から逃がしてやりたかった。あの少女に籠かごの鳥は似合わない。オペラの舞ぶ台たいで歌いたいという彼女のささやかな夢を叶かなえさせてやりたかった。


　そのためならば、ペインはなんでもするつもりだった。少女を守りきる力もあると信じていた。


　なのに、ペインは勝てなかった。あと一歩というところでドミニクに阻はばまれ、そして敗北した。


　力が届かなかったのは、自分が弱かったからだ。敗北して、ドミニクにあの少女を任せるしかできなかった。


　そして、ペインは身を退ひいた。別の場所から少女を守ろうと〈宣せん教きよう師し〉に身を置き、組織の手が少女の──〈精杯グレイルの姫ひめ〉のもとに届かぬよう、必死で動き続けた。いつの間にか、組織の契約者を束ねる地位にまで昇のぼりつめるほどに。


　それから時は流れ、一年前。少女が──〈精杯グレイルの姫〉がその短い生しよう涯がいに幕を下ろしたことを知った。


　ヴァレンシュタイン家の屋や敷しきだった場所にはなにも残っていなかった。当主のリカルドも死んだらしい。ドミニクの姿もなかった。


　ただ、やつれ細った少女の亡なき骸がらだけが取り残されていた。ペインが生涯をかけて守ろうとした少女は、誰だれにも弔とむらってもらえず、独り取り残されていた。彼女のもとに残されたのはたった一通の封筒だけだった。


　少女の亡骸を埋まい葬そうしたのはペインだった。


〈精杯グレイルの姫〉は組織にとって最大の探求対象である。遺体とて見つかれば最重要資料として解かい剖ぼうされ、死者の尊厳までもが踏ふみにじられる。


　だから組織に知られぬよう、一人で少女のために墓を掘ほった。墓石すらもなく、ただ見み窄すぼらしい杭くいを一本立てただけの代しろ物ものだった。組織に手がかりを与えるわけにはいかない。生まれも没年もなにも刻んでやれなかった。


　せめて名前だけはと、杭の根本に小さな文字で刻んでやった。ヴァレンシュタインの名を記すわけにはいかなかったので旧きゆう姓せいを刻んだ。


　──ヴィオラ＝ノクターン──


　腹の中から憎ぞう悪おが噴ふき上がる。


　ドミニクは、笑っている。


　ヴィオラをあんな目に遭あわせた男は、今も飄ひよう々ひようと笑っている。


　──思い知らせてやらねば、ならない。


　ペインは金属製のカップを握にぎりつぶした。ミリエラが小さく息を呑のんだ。





「あいつを──ドミニクを始末する。その前に、あいつの周りの全すべてをたたき壊こわす」
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　リンリンリン──澄すんだ音色が三つ重なる。


　エルミナは使用人を呼ぶ銀の鈴すずを握ったまま、小さなため息を漏もらした。


　三つの鈴の音は、侍じ女じよのカナメへの呼び出しである。そのカナメがやってこないことは初めてだった。


　鈴を鳴らすのはすでに三度目である。


　──留守だということだろうか。


　カナメはエルミナに対して、使用人と主あるじというよりも友人のように振る舞まうことが多いが、それでも主に断りもなく外出するほど分別のない娘むすめではない。どうやらなにかあったらしい。


　──昨日きのうのことでなにかを気にしたのだろうか……。


　エルミナは少し迷った末、もう一度鈴を手に取った。


　リンリン──今度は二つの音色。


　二つの音色はアイシャへの呼び出し。現在、エルミナはまだ寝ね間ま着き姿である。マルクを呼ぶのには抵てい抗こうがあった。そして、今さらながらそんなことに抵抗を覚えている自分自身に気づく。


　マルクがこの屋敷にやってきたばかりのころは、そんなことはなかったのだ。それがいつの間にか羞しゆう恥ち心しんを覚えるようになった。


　自分の心境の変化について疑問を巡めぐらせていると、部屋の扉とびらが静かに叩たたかれた。


「エルミナ、呼んだ？」


　扉の隙すき間まから顔を見せたアイシャは、まだくしゃくしゃの髪かみの毛をしていた。この時間に呼び出すことは滅めつ多たにないのだから仕方ないことではある。


　エルミナは小さく頷うなずくと、困ったように呟つぶやいた。


「……カナメがいないのだ」


「え、カナメさんも？」


　素すっ頓とん狂きような声を上げたアイシャは慌あわてて自分の口を押おさえた。失言に気づいたのだろう。


「……他ほかにも、誰かいないのかね」


「あう、ええっと……」


　なにか言い訳を探すように視線を泳がせ、それから観念したように肩かたを落とした。


「マルクさんもいないの」


　エルミナは幽かすかに眉まゆを揺ゆらした。


「……マルクも？」


　両手の人差し指を絡からめながら、アイシャは申し訳なさそうに頷いた。


「たぶん、昨日のクリスさんのことだと思うんだけど……」


　昨日、街にクリスを捜しに行ったとき、マルクはグレリオの警告におとなしく従って引き返した。それだけで諦あきらめるとは思っていなかったが、夜中のうちに出かけたようだ。


「……カナメも、それに付き従ったということかね」


「たぶん……」


　エルミナは、寝間着の裾すそをギュッと握りしめた。


　こういったとき、マルクが頼たよるのはいつもカナメである。昨日など、逆にエルミナがいたから引き下がってしまった。


　もちろん、それは執しつ事じとして正しい。主を巻き込まぬよう、気取られぬよう、面めん倒どうを片付けようとしてくれるのは褒ほめられた姿勢である。


　──どうして、執事などにしてしまったのだろう……。


　エルミナは主で、マルクは執事である。彼が執事でいようとすればするほど、触ふれられない距きよ離りを感じる。


　──私がお嬢じよう様さまの足になります。ですから、私の目になっていただけませんか──


　一度はそう言ってくれたというのに。あのとき、エルミナは嬉うれしかった。自分が頼られたことなど、生まれて初めてだったのだ。


　物もの憂うげなため息とともに、エルミナは自分の唇くちびるにそっと触れた。


　あのとき自分の唇に触れたマルクの口こう吻ふん。


　未いまだにどうしてあのようなことになったのか理解できない。初めは、夢ではないかと思った。しかし他の使用人たちの態度を見れば分かる。あれは夢ではなかった。だというのに、当のマルクは何事もなかったかのように振ふる舞っている。


　追及しようにも、どう訊きき出せばいいのか分からず、すでに一ヶ月が経過している。


　エルミナとて、何度もマルクに問いただそうとは考えた。昨日の朝もそうだった。マルクのため息について訊いたついでに、さりげなくあのことを問いかけようとした。


　しかし、実際に訊こうとする度たびに尻しり込ごみしてしまい、結局訊き出せなかった。


「……はあ」


　そして、エルミナは再びため息を漏らした。


　それを見て、アイシャが何な故ぜか噴き出した。


「……なにかね」


　双そう眸ぼうを鋭するどく細め、珍めずらしく表情を顕あらわにするエルミナ。アイシャもさすがに非礼に気づいたのだろう。慌てて姿勢を正すが、笑うのを必死で堪こらえているらしく、表情もプルプルと震ふるえていた。


「だ、だって……、エルミナ、マルクさんと同じため息つくんだもん。ぷくくっ」


　──マルクと同じ……？


　そう言われるとなおさら羞恥心に駆かられ、エルミナは掛かけ布ふをたぐり寄せて顔を埋うずめた。


「……マルクとカナメの居場所は分かるかね」


「え？　うーんと……。どこかのお部屋みたいだけど、どこかな？　屋敷の中じゃないみたい。見覚えはあるんだけど……」


「……二人とも無事なのだね？」


「たぶん。二人とも寝ねてるからちょっと分からないけど」


　エルミナが自分の耳を疑うように訊き返した。


「……二人で、寝ている？」


「うん。……って、あ、ち、違ちがうよ？　いっしょのベッドじゃなくて、ただ隣となりで寝てるって意味で」


　まったくフォローになっていない言い訳をするアイシャ。エルミナの表情に、珍しく赤みが差した。


「……着き替がえる。手伝ってもらいたい」


　いつもよりさらに無機質な声と表情の主に、アイシャは怖おず怖おずと従った。
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　目が覚めた瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな吐はき気けが襲おそってきた。


「お、おい。大だい丈じよう夫ぶかい？」


　目の前に桶おけが差し出され、マルクは堪たまらず顔を突つっ込んだ。


　しばらくして落ち着くと、目の前には見知った青年の姿があった。


「オウマ……？」


　そこにいたのは屋敷の従僕オウマだった。そして、マルクはようやくここはどこなのかという疑問を抱いだいた。


　あまり広い部屋ではない。木製の壁かべには小さな窓がいくつかあり、そこから朝日が差し込んでいる。鼻をつくのは香こう辛しん料りようとアルコールの香かおり。料理店かどこかの屋根裏のようだった。


「ここは……いえ、それよりカナメは？」


　まず思い浮うかんだのは、壁に叩きつけられて動かなくなったカナメの姿だった。


「ひい様ならそっちだよ」


　オウマが示した先には、ベッドに横たわるカナメの姿があった。


　メガネをとってその姿を確かめると、酷ひどいものだった。額には玉のような汗あせが滲にじみ、布ふ団とんからはみ出た腕うでには添そえ木ぎをして包帯が巻かれている。首筋からも包帯が見え隠かくれしており、今も苦しそうに呼吸をしている。


「左腕は完全に骨折。他にも背骨や肩けん胛こう骨こつ、頭ず蓋がい骨こつにヒビが入ってるって。当分、動けないと思う」


　オウマの説明に、マルクはガックリと肩を落とした。


　カナメは自分を頼れと言ってくれたが、マルクは早々に行動不能になり、カナメ一人に戦わせてしまった。そして、その結果が目の前にある。


「あー……、なんというか、気にするなっていうのも無理だとは思うけど、気にしない方がいいぞ」


「どうすれば気にせずにいられるというのですか……」


「ひい様はマルクに頼ってほしかったんだよ。人から頼られるって、結構嬉しいもんなんだよ」


「頼られる……？」


「うん。この前のエミリオさんのときさ、マルクは俺を切り札だって言ってくれた。ああいうふうに言ってもらえるとさ、仲間っていいもんなんだなって思うよ」


「仲間……」


　口の中で、小さくその言葉を反はん芻すうする。


　マルクはカナメを女性として意識してしまった。それゆえ彼女を避さけてしまった。カナメは仲間として見てほしかったのだ。


　だから、退ひけば良いのにマルクを庇かばって交戦した。マルクがやられた時点で彼女は逃にげるべきだった。昔のカナメならばそうしただろう。いや、斬きり甲が斐いのある相手だとやはり戦っただろうか。


　いずれにせよ、カナメはマルクを仲間だと思うから踏ふみとどまり、そして傷を負った。


　自責の念に苛さいなまれていると、オウマが気まずそうな声で呟いた。


「俺さ。マルクはひい様のことが好きなんだと思ってたけど、本当はエルミナさんのことが好きだったんだな」


　頭の中でなにかがポンと破は裂れつした音を聞いた気がした。


「な、なななななっ？」


　もはや言葉にならない声を漏もらすマルクに、オウマはなおもしみじみと語る。


「まあ、マルクの気持ちってものもあるんだろうけどさ。それでも俺はひい様といてやってほしいかな。別にマルクもひい様のことが嫌きらいってわけじゃあないんだろ？」


「いや、それは、その、す、好きと言えばそうですが……ではありません！　何故っ！　あなたが、それを、知っているのです？」


「え？　いや……、マルクが屋や敷しきから抜ぬけ出すの見かけてさ。あんな時間にどこ行くんだろうって思ってついて行ったら、なんか声かけづらい雰ふん囲い気きだったし、なんかまた契けい約やく者しやともめてるみたいだし、なんとなくついて行っちゃったんだ」


　マルクは頭を抱かかえた。どうやら全すべて見られていたらしい。思えばペインと交戦中もそれらしい現象が何度も起こっていた。火だるまにされかけたときも、カナメは庇ってくれたが彼女にはマルクを抱えて放ほうるような腕わん力りよくはない。


　オウマの存在感のなさには慣れたつもりだったが、やはり気配が分からないのは厄やつ介かいな話である。


「それでは、あなたが手当てを？」


「いや、俺一人で二人も運ぶのは無理だったし、ひい様なんて動かしたらやばそうだったから……」


　オウマの続きを語るように、部屋の扉とびらがガチャリと音を立てた。


「……なんだ。起きたのか」


　鬱うつ陶とうしそうに呟いたのは、できれば見たくない顔だった。


「アルバ？」


　扉からは二人の男が姿を現していた。片方は見覚えがある……ような気はするのだがすぐには名前を思い出せなかった。怪け我がをしているらしく、あちこちに包帯を巻いており松まつ葉ば杖づえをついている。もう一人がアルバだった。


　アイシャ同様の褐かつ色しよくの肌はだ。狩人かりゆうどを思わす威い圧あつ的な相そう貌ぼう。黒のジャケットの片かた袖そでには腕が通っていない。クーランのギャング──アルバ＝ディーノである。彼はアイシャの兄ではあるが、マルクとは仲が悪い。


「何故、あなたが？」


　警けい戒かいしながらマルクが問いかけると、アルバは盛せい大だいなため息を漏らした。


「お前ら、どこで暴れたつもりだ？」


　マルクたちが交戦した時計台の広場は、ディーノ・ファミリーの縄なわ張ばりである。マルクにカナメ、ペインが全力で能力を解放して暴れ回ったのだ。確かめたわけではないが、悲ひ惨さんなありさまのはずだ。


　扉に寄りかかったまま、アルバはカナメへ視線を向ける。


「そっちの女は、怪我は酷いが命に別状はないそうだ。頃ころ合あいを見て屋敷に連れて帰れ。症しよう状じようとしてはお前の方が深刻だという話だ。シャウランの毒は血液を壊こわす。下手に動き回ればまた毒が回る」


　あの派手な女性──ミリエラの能力も相当悪質なものだったらしい。


　それから、アルバはいらだたしそうに悪態をついた。


「まったく。お前ら兄弟はよくよく面倒を起こしてくれるな」


「兄弟？」


　マルクが首を傾かしげると、アルバの隣にいた青年が肩かたを竦すくめた。


　青年は端たん整せいな顔立ちで、軽く微笑ほほえみかければ大たい抵ていの女性は振り返かえってしまいそうな容姿である。髪かみは短く刈かり揃そろえられており、体つきも逞しかった。


　マルクはようやく記き憶おくの中から該がい当とうする名前を見つけ出せた。


「兄さん──ぐあ？」


　かつてマルクが敬愛した兄──クリストファ＝マルドゥークだった。どうやって扉からベッドまでの距きよ離りを詰つめたのか、兄と呼んだ瞬しゆん間かん殴なぐられたが……。


「もう。荷物全部壊されちゃったから、化粧メイクもろくにできないわ。おかげで外にも出られないし。どうしてくれんのよ」


　マルクが敬愛した兄は──今もう一度死んだ。


　素す顔がおはまともなままだったが、言動はやはりクリスのままだった。


「ご、ごめんなさい、クリスティーナさん。ウチが確かく認にんもせずに荷物を受け取ったりしたから……」


　どこか訛なまりのある口調で謝あやまったのは、そばかすが目立つ娘むすめだった。扉の陰かげにいて気づかなかった。マルクより少し年上だろうか。背中に流した三つ編みがよく似合う、愛あい嬌きようのある顔立ちだった。三さん角かく巾きんと前まえ掛かけをしているあたり、ここの店員かなにかだろうか。


「あら？　ニナはなにも悪くないわ。むしろあたしの方こそ巻き込んでごめんなさい。もう起きて大丈夫なの？」


「あ、はい。それはもう、お薬もちゃんと効きましたから」


　ニナと呼ばれた娘はポッと顔を赤らめると、小さな小物袋ぶくろを差し出した。


「クリスティーナさん。これ、ウチのですけど、良かったら使ってください。お化粧道具です」


「まあ……。ありがとうニナ。この恩は絶対に返させてもらうわ！」


「そんな。ウ、ウチはクリスティーナさんがいてくれるだけでいいんです」


　……どうやら、クリスの関係者だけあって、この娘もあまりまともな感性の持ち主ではないらしい。


　マルクは半ば放心していたが、なんとか気力で立ち直る。


「クリス……？　何な故ぜ、あなたがここにいるのです？」


　まあ、死んではいないだろうとは思っていたが、こうもピンピンしているとさすがに腹が立った。


「とっさに頼たよれる人って、アルバさんしか思い当たらなかったのよね。女の子に迷めい惑わくをかけるわけにはいかないし────」


　なんでも、旅館でペインたちから襲しゆう撃げきを受けたクリスは、不意打ちにもなんとか一発だけ撃うち返し、その隙すきに巻まき添ぞえになった娘を抱えて脱だつ出しゆつしたらしい。それからアルバのもとへ転がり込み、怪我の治ち療りようのため身を潜ひそめていたらしい。毒の方は素もとが分かっていたおかげで血清を入手できたのだとか。


　ちなみに、クリスが受けた毒はマルクと同じものである。本来なら動けるようなものではない。やはりこの男は女性のことになると不可能を超ちよう越えつする。


「よくこんなものの頼たのみを聞く気になりましたね」


　マルクとアルバは犬けん猿えんの仲である。ただでさえクリスは見た通りの変態だというのにその上マルクの関係者──兄弟であるとは認めない──である。アルバが受け入れたのが信じられなかった。


　アルバがひときわ大きな舌打ちをし、クリスが何故か嬉うれしそうに懐ふところから一枚の写真フオトグラフを取り出した。


「持つべきものは友ってことよ」
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　写真フオトグラフには、一人の少女が写されていた。屋敷の侍じ女じよアイシャである。以前、屋敷で記念写真を撮とったことがあったのだが、そのときに撮さつ影えいしたものらしい。


　──妹アイシヤの写真フオトグラフ一枚で口説き落とされたのですか……。


　仮にもアルバは暴力の中にも品性を重んじる正統派ギャングである。そのアルバが妹のアイシャに対してはこうも……なんというか馬ば鹿かになるとは。


　元々アルバは死んだ（と思っていた）妹を生き返らせるために、組織フアミリーの全勢力をつぎ込んでエルミナを狙ねらっていたのだ。それも当然かもしれない。


　──この男は、駆かけ引きにアイシャの名前を出すと面おも白しろいように落ちますね。


　アルバの弱点を再さい認にん識しきし、マルクはにこやかな笑みを浮うかべた。それからクリスへと視線を戻もどす。


「それで、ペインたちは何者なのですか？」


　クリスとグレリオの関係者といえば一つしかないのだが、マルクは確認のために問いかける。すでに化粧メイクを塗ぬり始めていたクリスの表情が、険しく曇くもる。


「まあ、あんたも気づいてるだろうけど、あいつらは〈宣教師〉よ。それもラチナス本国でそれ相応の訓練を受けている精せい鋭えいなの。その中でもペインは古株で組織内じゃあれより強力な契約者は存在しないわ」


「ですが〈宣教師〉はもう、この国では活動できないはずでしょう？」


〈宣教師〉はドミニクの手によりこの国から追い出されたのだ。今さらこの大陸で活動することはできない。下手をすれば国際問題となり、戦争へ発展する可能性まである。


　そんな危険を冒おかしてまで、何故ここに来たのだろうか。〈精杯グレイルの姫ひめ〉たるエルミナ姉し妹まいの監かん視しにしては、クリスへ襲撃をかけているし、不可解だった。


「それなのよね。連中、おとなしく引き下がるとは思ってなかったけど、結構思い切ったことをしてきたのよ」


「思い切ったこと？」


　クリスは化粧メイクの手を止めてマルクに視線を向ける。塗りかけの化粧メイクが不気味だった。


「あんた、ラチナスで一番偉えらいのって誰だれか知ってる？」


「え？　ええっと……、確か、オルダー教の教皇だったと思いますが」


「その教皇ってどんなふうに決められるか知ってる？」


「いえ、そこまでは……」


「オルダー教には下は修練士から始まって上には司教まであるの。それで司教の中にも補ほ佐さ司教や大司教って階級があるのよね。で、その中でも一番偉いのが枢すう機き卿きよう」


　その名前自体は聞き覚えがあった。伝聞紙などにも希まれに載のっている。


「それで話を元に戻すけど、教皇っていうのはその枢機卿たちによって選出されるの。で、教皇庁の運営も彼らの職務で、早い話がオルダー教のほぼ全権を掌しよう握あくしてる連中なの。それで……」


「それで……？」


　珍めずらしく、言葉を濁にごすクリス。彼に代わって答えたのはアルバだった。


「枢機卿の中でも次期教皇と目されている、ヴィルヘルムという男が大使としてこの国を訪おとずれている」


　クリスが小さなため息を漏もらした。


「そうなの。それで護衛と称しようして本国の〈宣教師〉も連れてきてるわ。で、さっさと裏切り者や役立たずの始末を始めたわけ。名目じゃ自分たちの不始末を処理してるわけだから、この国からも文句が言えないのよね」


　なるほど、とマルクは頷うなずいた。


　ペインはクリスの場合は旅館ごと破は壊かいしたくせに、マルクたちとは交戦を避さけようとした。裏切りものの始末以上のことに関かかわるわけにはいかなかったのだ。旅館に保安官がいなかったのも、外交特権のようなもので圧力をかけていたのだろう。


　──ですが、ドミニクさんの名前をだしたとたん、態度が豹ひよう変へんしましたね。


　ペインは私し怨えんで行動しているように思える。ドミニクは一体なにをしたのだろうか？


「ともかく、このことをドミニクさんに知らせなければなりませんね」


「あら、どうして？」


「ペインはドミニクさんに恨うらみを持っているようでした」


「ふうん？　でも、ドミニクさんなら休きゆう暇か中じゃないの？」


　確かに所在の知れないドミニクに連れん絡らくを取るのは難しい。しかしペインたちはここにドミニクがいないと知れば捜さがしに行くだろう。危険が迫せまっていると伝えなければならない。


　言いながら化粧メイクを整え終わったらしく、クリスは縦ロールの長いカツラをかぶる。この短時間であの端整な顔立ちが原形も分からなくなるのだから、ある意味見事である。


　続けて、クリスはカチャカチャと銃じゆうの整備を始める。旅館から回収し損そこねたのか一挺ちようしか見当たらないが。


「仕返しにでも行くのですか？」


　クリスの方は怪け我がはあるにしてももう動けるようだ。どうやら隣となりにいるニナという娘も騒そう動どうに巻き込まれたらしい。女性が巻き添えにされてクリスが黙だまっているとは思えない。　マルクが問いかけると、クリスは含ふくみ笑いを漏らした。


「もちろん、お返しはさせてもらうけど、やりたいことができちゃったのよね」


「やりたいこと……？」


「そう。本当はもう街を発たつつもりだったんだけどね。ちょっと笑わせないといけない人ができたのよ」


　クリスは女性の笑顔を見ることに命を懸かけている。


　──相手はカナメでしょうか？


　屋や敷しきの住人の中で、クリスが笑った顔を見てないのはカナメとセリアくらいのものだろう。ジェノバとは接点があるのですでに笑わせている可能性が高い。その中で今回関わっているのはカナメである。


　マルクが首を捻ひねっていると、ニナが切なそうな声を上げた。


「クリスティーナさん、行ってしまうんですか？」


「ニナ……。大だい丈じよう夫ぶよ。あたしはこの街をホームグラウンドだと考えているから」


　──お黙りなさい……！


　心の中で鋭するどく叱しつ責せきを飛ばす。それからマルクは身を起こそうとした。


「あんまり動いちゃいけないらしいぞ。血清ってやつを打ったけど、一日くらい安静にしとかないとまた毒が回るんだってよ」


　オウマに止められ、マルクはカナメに視線を向けた。


「オウマ。頼みがあります」


「なんだい？」


「ジェノバを呼んできていただけますか？　あの娘むすめの能力なら、カナメの怪我を治してやれるはずです」


　──カナメは嫌いやがるでしょうが。


　心の中でそう付け足すと、オウマは感心したようにうんうんと頷いていた。


「ジェノバの腕うでは確かだからな。すぐ呼んでくるよ。……あ、そういえば、あのペインってやつら裏切りものの始末をしてるんだろう？　ドミニクさんも狙われてるってことはあの人も昔は仲間だったのか？」


「さあ？　そのような話は聞いたことがありませんが……」


　そう言って、昨日グレリオがずいぶん焦あせっていたことを思い出した。


「そういえば、裏切りものと言えばグレリオもそのはずですね。彼はどうしたのです？」


「グレリオなら、下で店番をさせている」


　アルバが面めん倒どうくさそうに答えると、ニナがなにか思い出したようにポンと手を叩たたいた。


「あ、あのちっちゃい子ならさっき出て行きましたよ。ディーノさんの部下さんから……なんだったか、アイシャとかエルミナとかって女の子の名前聞いて、飛び出して行っちゃって……」


　それを聞いて、アルバもガタリと物音を立てて部屋から飛び出していた。
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　エルミナは、途と方ほうに暮れたように息を漏らした。


「……多少、思し慮りよが足りなかったようだね」


「なに、貴公が気に病やむことではないさ。こういったことで悩なやむのは従者ヴアレツトの定めさ。そうだろう、アイシャ嬢じよう？」


「ジェノバさん。棺ひつぎから出てきてからものを言ってください」


　さすがに頰ほおを膨ふくらませるアイシャと向き合っていたのは、巨きよ大だいな金属の棺だった。


　エルミナとアイシャはロックウォールの街に出てきていた。もちろん、姿を晦くらませたマルクとカナメを追ってきたのだ。


　エルミナとて己おのれが街中で地理に明るくないことは自覚している。十三歳さいという年ねん齢れい以上に少々うっかりしたところがあるアイシャも同様である。それゆえ使用人の中から一人、従者を頼もうとしたのだが、カナメの話を聞くとジェノバが名乗り出てくれた。


　そうして、ジェノバを従者に街に繰くり出したのだが、彼女は早々に棺の中に籠こもってしまい、道案内としての役割を果たすことはできなかった。


「もう、ジェノバさん、人混みが駄だ目めなら初めからそう言ってください」


「貴公ほどのものが異いな事を言う。カナメ嬢が拐かどわかされたというのに我がそのような些さ末まつなことに気を向けると思うのか」


「ジェノバさん……、駄目な人です」


　この街では珍しいドレス姿の少女に、この大陸でも数少なくなったクーランの侍女。そして巨大な棺。この上なく目立つ取り合わせであり、周囲からの視線も尋じん常じような数ではない。すでに街中に噂うわさが広まり始めており、一目見物しようという人間まで集まってきているのだが、当の本人たちは迷子で途方に暮れていた。
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「そうだエルミナ嬢。マルクとカナメ嬢が騒動を起こしたならば街にもそれ相応の被ひ害がいが出ているだろう。騒さわぎが起こっている場所に向かえば良いのさ」


「……すでに、どこも人混みでどこが騒ぎになっているのか分からないのだが」


　自分たちが野や次じ馬うまを呼んでいるとは考えないエルミナは、疲つかれたように呟つぶやいた。


　現在、エルミナたちは街の東側にある繁はん華か街がいにいた。なにか目的があって来たというよりはただ人混みに流されてきたといった方が正しい。エルミナが力ちから尽つきたので一休みしようとカフェテラスに入ったのだった。


　意い気き込ごんで屋敷を飛び出したまでは良かったが、目的地も定かでないのではどうしようもなかった。


「……アイシャ。マルクたちは、やはりどこにいるのか分からないのかね」


「うーん……。二階のお部屋みたいだけど、外はよく分かんない。誰か看病してくれてるみたいだけど……」


「……そのものの服装は分かるかね」


　看病をしているということは、匿かくまってくれているものなのだろう。その服装が分かれば、どういった場所にいるか考える材料になる。白衣を着ているのであれば医い療りよう施し設せつにいるのかもしれない。スーツ姿のものが多ければマルクと交流のあるギャングだろう。


　アイシャはしばらく目を瞑つぶっていたが、やがて小さく首を傾かしげた。


「あれ？　これ、お屋敷の服じゃないかな」


「……屋敷のもの？」


「うん。これ着てるのって誰だったっけ……？　なんか青い上着で、男の人で……」


「……青い上着……オウマかね」


「ああっ！　うん。そうだ。オウマさんだ」


　今度はエルミナが首を傾げる番だった。


「……彼もいなかったのかね」


「さあ……、朝は気づかなかったんだけど」


　マルクとカナメがいないという騒ぎの陰かげに埋うもれ、オウマが不在であることには誰も気づいていなかった。


「なんと。オウマまでいっしょなのか。それでは慌あわてて捜しに出る必要はなかったではないか」


「ジェノバさん……。いくらあたしでもいい加減怒おこりますよ？」


　アイシャのひと言にビクリと棺が揺ゆれた。そして怖おず怖おずと蓋ふたが開く。


「致いたし方かたあるまい。我が三人のにおいを探そう」


「においって、こんなところでそんなの分かるんですか」


　アイシャの疑問はもっともである。油とほこりのにおいが入り乱れ、商人に狩人ハンター、ギャングに浮ふ浪ろう者しやと、多種多様の人々が行き交かうこの街はこの大陸でもひときわ混こん沌とんとした場所である。その上、今の時間は露ろ天てんや料理店から調理の香かおりが漂ただよっており、猟りよう犬けんですらにおいの追つい跡せきは難しいように思える。


　ジェノバは棺を背負い直すと、仕方なさそうに呟いた。


「三人分もにおいが固まっていればなんとかなるさ。貴公らは我を独りにしなければそれで良い。黙ってついてくるがいいさ」


　尊大な口調とは裏腹に涙なみだぐんで縋すがるような眼まな差ざしを向けるジェノバ。彼女は対人恐きよう怖ふ症しようである。やはり人の多いところは堪たえられないらしい。


　エルミナとアイシャはできるだけジェノバを励はげますように頷いて店を出た。





　数分後。


　エルミナやアイシャの気き遣づかいはまったくの無む駄だに終わった。


　猟犬はにおいで標的を追つい尾びすることができる。ジェノバの嗅きゆう覚かくもまた猟犬並みに鋭いらしい。ただ、あくまで猟犬並みであり、それ以上ではなかった。


　ジェノバは、猟犬よろしく地面を這はいずりながらにおいを追跡していた。あの巨大な棺を担かついだままなのだから、傍はた目めから見れば棺が浮ういているように見える。そして不思議に思って下を覗のぞき込むと黒くろ塗ぬりの少女が四つん這いで地面に顔を擦こすりつけているのだ。


　当然、周囲の人々は脱だつ兎との勢いで逃にげていった。先ほどまでの人混みが噓うそのように、エルミナたちの周りには誰だれもいなくなっていた。


「そういえば、ドミニクさん、どこ行っちゃったのかな。こんなときに……」


　ドミニクが長期休暇を申しん請せいしたことなど初めてだった。ラチナスにいたころ、いやエルミナが生まれてから一度もなかったのだ。


　エルミナは首を横に振ふった。


「……彼が初めて休暇を求めたのだ。巻き込む必要はない」


　自分に言い聞かせるように、エルミナはそう呟いた。


　そうして歩いていると、ジェノバが突とつ然ぜん立ち上がった。


「どうやら、ここで一騒動あったようだな」


　顔を上げると、大きな時計台があった。その前方は大きな広場になっているのだが、なんとも酷ひどいありさまだった。


　道の中央から周囲の壁かべや店のテーブルにまでまき散らされた石や土の破は片へん──これはカナメの能力によるものだろうか──それに加え、巨大なスプーンで刳くり貫ぬいたかのように抉えぐれた地面。


　よくよく見てみると、奇き妙みような球体がいくつも転がっていた。昨日見た旅館にも似たようなものがあったように思える。


　──やはり、契けい約やく者しやを追っていたのだね……。


　一体、どんな能力だったのか。マルクたちが屋敷に戻もどってこられなかったほどのものだ。よほど厄やつ介かいなものなのだろう。


　あたりを観察していると、ジェノバが地面に転がる球体の一つを手に取った。


「エルミナ嬢。これからカナメ嬢のにおいがする」


　球体は金属のようだったが、赤黒く変色していた。それが血の跡あとだと分かる程度には、エルミナももめ事に関かかわってきた。さすがにそれを見てアイシャも表情を強こわ張ばらせた。


　にわかに怯ひるみながらも、エルミナはそっと手を差し出した。ジェノバが硬かたい表情で頷うなずき、球体を差し出す。


　受け取ると、それは思いの外重たかった。思わず体勢を崩くずしかけたが、そのときには球体は砂のように崩れて瞬またたく間まに形を変えていた。


「あ、それってカナメさんの……」


　球体から復元されたのは、一ひと振ふりの刃は物ものだった。カナメの愛刀──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆきである。


　切っ先まで復元されたカタナはなかなかの重量で、エルミナには抱かかえていられなかった。仕方がないので、切っ先を地面に突つき立てて支える。


　──これを壊こわされるほど、追い込まれていたということか……。


　エルミナでも、カナメがそうそうこのカタナを手放さないことくらいは理解している。愛刀を失うほど追い詰つめられたということである。


　しげしげとカタナを観察していると、ジェノバが訝いぶかるような声を上げた。


「〈アルス・マグナ〉と言ったか。貴公の事情は耳にしているが、やはり契約者がそれほどの力を造作もなく扱あつかうとはにわかには信じがたいな」


　言われて、エルミナは自分の手を見下ろした。


　確かにエルミナは今、特に意識するでもなく〈アルス・マグナ〉の能力を使用していた。ただカナメの安否を確かめたいと考えただけで能力が発動していた。


　──〈アルス・マグナ〉がまた不安定になっている……？


　以前も〈アルス・マグナ〉との同調が狂くるい、過か剰じような迎げい撃げき能力を現したり、逆に能力が喪そう失しつしたりすることがあった。その原因は〈空白の契約書〉だった。〈契約書〉が力をつけるにつれて、エルミナと〈アルス・マグナ〉との同調に狂いが生じたのだ。


　しかし、どこか前とは違ちがうような気もする。


　──暴走しているというより、自然に扱えるようになっているのか……？


　同調が狂っているわけではない。逆だ。いくら双ふた子ごとはいえ、不自然なほどに同調しているのだ。まるで────


　──まるで、私が契約者になったかのようだね……。


　一ヶ月前、エルミナは妹のエミリオと意識が入れ替かわってしまった。それからこういった現象が起こり始めたように思える。あのときに図はからずも同調を〝調律〟してしまっていたのだろうか？


　そちらに考えを巡めぐらし、エルミナは一つの問題に気づいた。


「……これは、迂う闊かつだったね」


「ど、どうかしたの？」


　狼狽うろたえた声を上げるアイシャに、エルミナはゆっくりと視線を向けた。


「……このカタナを、どう運べば良いのだろう」


　カタナに、鞘さやはなかった。エルミナが持ち歩くには重たいものであり、それ以前に街中でこれほど大きな刃物を抜き身で持ち歩けばそれこそ保安官にも咎とがめられるだろう。


「ジェノバさんの棺ひつぎに入れてもらったらどう？」


「断る。我の棺はこのように見事な刃物を収納するようには作っておらぬ。せっかく修理したばかりだというのに、また壊されては敵かなわぬさ」


　大切そうに棺を抱だきしめながら懇こん願がんするジェノバ。本日何度目かにエルミナが途と方ほうに暮れていると、こちらに向かって走る人ひと影かげが一つ見えた。


「あれ？　あれって、グレリオじゃないかな」


　首を傾げるアイシャに、グレリオは猛もう烈れつな勢いで駆かけ寄よる。


「アイシャ！　どうして街に出てきたんだ。そっちの〈姫ひめ〉までつれて」


「え？　ええっと……、マルクさんやカナメさんがいなくなっちゃったから捜さがしに来たんだけど」


「そんなの気にしなくていい！　あいつらならアルバが匿ってる。いいから早く帰るんだ」


「ど、どうしたの？　グレリオ。昨日もそんな感じだったけど……」


　グレリオの態度は過剰だった。アイシャが首を傾げると、グレリオは悲鳴のような声で言った。


「〝あいつら〟が戻ってきてるんだ。見つかると面めん倒どうなことになる」


　あいつら？　エルミナが訊きき返そうとしたときだった。もう一つ別の声が重なった。


「まったく、厄介な話だな」


　振り返ると、そこには覆ふく面めんをした男と露ろ出しゆつの高い服を着た女性がいた。





「まさか、お前が組織に離り反はんしているとは思わなかった。グレリオ」






　第五章　そして、誓ちかいは果たされる







「わたしね。いつか村を出てやりたいことがあるの」


　ガタゴトと揺れる馬車の上、ヴィオラは楽しげに語っていた。


　少年たちは、行きずりの馬車を拾っては乗り換かえていた。リカルドの屋や敷しきに戻るのだ。


　ヴィオラはリカルドとの婚こん約やくを解消するつもりだった。そして、それをリカルド本人に自分の口から言うために戻っている。


　あまり、楽しい状じよう況きようには思えないのだが、大聖堂を脱だつ出しゆつして以来、彼女はずっとこの調子でしゃべり通しだった。


「ヴィオラ。あまり口を開くと舌を嚙かむと思います」


　言葉とは裏腹にまったく気遣うようには聞こえない平へい坦たんな声。聞きようによってはしゃべるなとでも言っているようである。


　ヴィオラはそんな少年の様子など気にも留めず、逆に嬉うれしそうな声を上げる。


「わあ、もうなんか嬉しいな。見習い君の口からそんな言葉が出るなんて。あ、でも大だい丈じよう夫ぶだよ。わたし、元々田舎いなか育ちだからこれよりもっと揺れる馬車で寝ねてたこともあるんだからね」


「そうですか」


「うんうん。ヴィオラ様が元気になったみたいで安心したよ」


　少年の隣となりでどこか嬉しそうに頷いたのは執しつ事じだった。





　レアメトール大聖堂に忍しのび込んだ少年とヴィオラは執事に見つかった。囚とらわれるのかと身構えたのだが、彼はどうやらヴィオラの身を保護しにきただけであり、教会に突き出そうともリカルドのもとへ連れ戻そうともしなかった。


　ただ、ヴィオラが危険に遭あわないように守りにきただけだという。そして──


「旦だん那な様は人望がないらしい。ここに婚こん礼れいが破は綻たんすることを願っている人間が一人いる」


　執事は取ってつけたような笑みのままそう言った。





　そのことを思い返し、執事に視線を向けていると、彼は少年に振り返った。


「信じられないか？」


　少年の心境を見み透すかしたように、執事はそういった。返事に窮きゆうしていると執事はやはり取ってつけた笑みを浮かべてこう言った。


「こちらにしてみれば少年、君の言動の方が信じられないな」


「なにがでしょうか」


「あの〈精杯グレイルの姫〉の間でのことだよ。何な故ぜヴィオラ様をあんなところに連れて行ったのかという問いに、君の答えは──ヴィオラが母親に会いたいと言いました──だった。旦那様を始末しにきた君からは、想像もつかない答えだと思うよ」


　確かに、少年自身今の行動が上う手まく説明できない。


　自分自身に困こん惑わくしながらも、少年はなんとか答えをひねり出した。


「恐おそらく自分はヴィオラを笑わせなければならないのだと思います」


「ほう。誰だれかからそう命じられたのかな？」


　少年は首を横に振ふった。誰からも命じられてなどいない。なのにそうしなければいけないと思うのだ。


　執事はおかしそうに肩かたを揺ゆらした。


「少年、教えてあげよう。それは使命ではなく、君がそうしてほしいんだよ」


「してほしい？」


「その通り。ヴィオラ様に笑ってほしいんだよ。こちらも似たようなものでね。その気持ちは少しは分かるつもりだ。君は、誰かから笑いかけてもらったことがないのだろう？」


　笑う人間は見たことはある。ただ、それが自分に向いていたことはあっただろうか？


　首を捻ひねる少年に、執事がポンポンと肩を叩たたいた。


「良い変化なんじゃないか？　なにか欲よつ求きゆうを持つということは人間として必要なことだ。一歩人間らしくなれたということさ」


　笑い声を漏もらす執事を訝っていると、反対側に腰こし掛かけていたヴィオラが憤ふん慨がいしたように頰ほおを膨ふくらませていた。


「もう、君たちはちゃんと話を聞いてるのかな」


「はい。ちゃんと聞いていますとも。村を出てやりたいことがあるのでしょう？」


　執事が返事をすると、ヴィオラは何故か恥はずかしそうに頰を赤く染めた。


「見習い君。君さ、オペラって見たことあるかな」


「はい」


　オペラの最中は標的にも隙すきが生まれやすい。暗殺には向いている場所だったのだ。


　そんな少年の事情に気づくこともなく、ヴィオラは楽しそうに続ける。


「わたしもね。一度だけオペラを見に行ったことがあるんだ。小さすぎて内容はちゃんと覚えてないけど、とにかく凄すごかった。わたしはずっと後ろの方で舞ぶ台たいもあんまり見えなかったんだけど、歌がね。凄く遠くまでよく響ひびくの」


　それから、いつもの気が抜ぬけるような笑顔を向けてきた。


「わたし、いつかあの舞台で歌いたいんだ」


「はい」


　ヴィオラはキョトンとした顔で少年を見つめた。それからやはりフニャリとゆるんだ笑みを浮うかべた。


「あははは。普ふ通つうはみんな『そんなものにはなれない』って言うんだよ」


　少年は首を傾かしげた。


「できるかどうかではなく、どうすればできるか、だと思います」


　暗殺とは、誰にも気づかれることなく標的を始末することである。暗殺しやすい人間など存在しない。なのにそれができなければ自分が破は棄きされるだけである。


　つまり元々できないことをやらなければならないのだ。それが少年の世界だった。


　それを思い返すと、突とつ然ぜん少女の言葉が脳のう裏りを過よぎった。


　──できれば、人を殺さないで──


　人を殺さずに標的を始末できるか。答えはもちろん不可能である。


　その不可能を要求した少女は、何故か驚おどろいたように目を大きくしていた。それから、幸せそうな微び笑しようを浮かべた。いつもの気が抜けるようなそれとは違う、生き生きとした笑顔だった。


「ありがとう」


　何故礼を言われたのか理解できなかった少年は首を傾げる。


「あ、そういえばわたし、君のハンカチ…………」


　そんな少年になにか言おうとしたのか、ヴィオラは口を開いて、それから気まずそうな表情を浮かべた。その視線は少年の向こう──執事に向けられていた。


　執事は肩を竦すくめた。


「なに、気にしないでくれ。こちらは空気みたいなものだと思ってもらえればいい」


　確かに、ヴィオラは先ほどから少年にしか言葉を投げかけていなかった。





　やがて、馬車はヴァレンシュタイン家の敷しき地ち前に到とう着ちやくした。


　馬車から下りると、ヴィオラはいささか緊きん張ちようした面おも持もちで少年に振り返った。


「それじゃあ、行ってくるね」


　リカルドとの結けつ婚こん式しきは明あ日すに迫せまっていた。ヴィオラが断って破談になるはずだが、リカルドには強ごう引いんに式を行わせることもできる。その場合は、少年がまたヴィオラを攫さらいに行くのだった。


　屋敷に向かおうとして、ヴィオラはピタリと足を止めた。それから少年を手招きする。


　素す直なおに少年が従うと、ヴィオラはなにを思ったのか両手の人差し指をピンと立て、少年の口の端はしをムニッと押おし上げた。


「うん。やっぱりこっちの方がいいな」


「……なんでしょうか」


「あのね、見習い君。君はもう少し笑った方がいいと思うよ」


「努力します」


　容よう赦しやなく抑よく揚ようのない声を返す少年に、ヴィオラは満足そうに頷うなずいた。


「次はちゃんと笑ってみせるんだよ。練習しとかないと駄だ目めだからね」


　一方的にそう命じると、ヴィオラは走っていった。


　──笑う……。


　ヴィオラのフニャリとした笑顔が脳裏に浮かんだ。少年はヴィオラからされたように、指で自分の口の端を持ち上げる。……鏡はないが、なかなか難しそうである。


　そんな少年に、執事が神しん妙みような顔を向けていた。


「少年。君は旦那様が契けい約やく者しやであることは知っているな？」


「はい」


「旦那様の能力の正体は突つき止められたか？」


「いいえ」


　首を横に振って、少年は答える。


「何度か試ためしてみましたが、回かい避ひ方法は一定ではありませんでした。こちらの行動を予測しているのとも違ちがいます」


　何度か不意をついて銃じゆう弾だんを撃うち込んでみたが、リカルドが転んだり、あるいは風で飛んできたゴミに阻はばまれたり、酷ひどいときには突とつ然ぜん植うえ木き鉢ばちが落下してきて防いだりもした。


　強運、という言葉がもっとも近いように思える。


　執事は鋭するどく目を細めた。


「旦那様の能力は〝未来〟だ」


「予知ではないのですか？」


「予知というのは物事を事前に察知することだ。つまりそれを回避するために対策を練ることができる。旦那様の場合は未来がそのまま見えている。一度見えた未来は何事があろうとも変えることができない。もっと先に自分が生きている未来が存在するから今殺すことができない」


　少年は首を傾げた。


「分かりません。自分は任務を遂すい行こうするために自分の性能を研けん磨まします。研磨を怠おこたっていれば届かなかった相手も多数存在します」


　相手が死ぬという未来を見れば、努力しなくても相手が死ぬことになる。少年が生きてきた世界には当てはまらない法則である。


「これは因学ルートの考え方なんだが、〝結果〟という事象は〝観測〟という過程があって初めて決定されるのだという。つまり〝観測〟するもの次し第だいで〝結果〟は変わりうる」


　理論では一足す一は二である。しかし現実には数字以外に関かかわるものが存在する。牛乳を発はつ酵こうさせればチーズが造れる。その過程を〝観測〟しようと発酵中にむやみに蓋ふたを開ければ失敗する。観測という手が入ることで中の環かん境きように変化を与あたえてしまうからだ。


　極きよく端たんな例ではあるが〝観測〟という手は物事に僅わずかではあるが影えい響きようを与えてしまうということである。


「旦那様の能力はそういった〝未来〟を決定づけてしまうものだ。〈観測者〉──それが〈宣せん教きよう師し〉でありながら字あざなを与えられた旦那様の名だ」


　少年は、珍めずらしく声に訝いぶかる色を滲にじませた。


「それが、なんだと」


「旦那様は、ヴィオラ様との挙式も〝観測〟したらしい」


「つまり、ヴィオラの意志が無視されると？」


　執事は満足そうに頷いた。


「君も、まともな考え方ができるようになってきたらしい。その通りだ。なあ、少年。あの方に籠かごの鳥は似合わないと思わないか？」


「なにを、するつもりなのですか？」


「本来、君がやるはずだったことだ」


　そう言って、執事は少年に振り返った。そこには相変わらず取ってつけたような笑みが浮かんでおり、本心は読み取れない。


「──リカルドを、暗殺するのさ」


　少年は無感動にその言葉を受け止めた。


「その必要は感じません」


　少年はヴィオラからこう言われたのだ──できれば、人を殺さないで──ヴィオラを攫えばそれでいいはずだ。


「〈宣教師〉の中ちゆう核かくたる〈観測者〉からそれだけで逃にげられると思うのかい？　それに、君とて知っているだろう。あの変態のヴィオラ様に対する執しゆう着ちやくぶりも」


　確かに、リカルドのヴィオラに対する執着ぶりは度を超こしている。


　そして、執しつ事じは切り札を示すようにこういった。





「だから、俺は君を雇やとったのだ」





　少年はそれに対して特に反応は見せなかった。動どう揺ようを押し殺しているのでも、事実が受け止められなくて放心しているわけでもない。


　執事が拍ひよう子し抜ぬけしたように呟つぶやいた。


「驚かないのだな」


「予測の範はん囲い内です」


　今度こそ、執事は大きく目を見開いた。


　少年には、依い頼らい主ぬしは明かされていなかった。一族は教皇の怒いかりに触ふれて取り潰つぶされた。本来ならば少年の身み柄がらを見み逃のがすことなどできるはずがない。それでも見逃されたのは、少年に与えられたのが別の依頼だったからではないだろうか。


　そう考えると真っ先に疑わしいのはリカルドである。少年の身柄を買い取り、側そばに置いているのだから。しかし、それならばヴィオラを連れ去った少年を許すはずがないのだ。


　追つい跡せきしてきた執事は少年の始末を命じられたはずだ。それでも少年は無事であるどころかその執事から密談を持ちかけられている。


　自分の身が危なくなるにも拘かかわらず少年を庇かばう理由はなにか。それは少年にやらせたいことがあるから。ならば初めからそのつもりで少年を呼び込んだと考える方が自然である。


　確証があったわけではないが、可能性の一つとして少年はそう考えていた。どうやら、その通りだったらしい。


「これは、君のことを見くびっていたらしい。ならば、雇った理由も話しておくべきだろうか……」


　そう言って、執事は沈ちん黙もくした。少年は問いかけようとはせずに、じっとその言葉の続きを待った。


　やがて、執事は観念したように口を開いた。


「少年、君はヴィオラ様の母君に会えたかね」


「はい」


「どうだった？　君はあれを起こせると思うか？」


「分かりません。ただ、もう長くはないということは分かります」


　執事は、何な故ぜか泣き出しそうに表情を陰かげらせた。





「じきに、ヴィオラ様もああなる」





　少年はピクリと体を震ふるわせた。


「リカルドがそれを〝観測〟したらしい。残された時間はあと三年もない」


　それが、執事がこうも焦あせっている理由だった。


「挙式はすでに〝観測〟されている。だから、それまではなにをやっても妨ぼう害がいはできないだろう。だが、式が始まれば妨害ができるはずだ」


　答えずじっと睨にらみつけていると、執事は肩かたを竦めた。


「なに、君が難しく考える必要はない。式の妨害はこちらでやろう。君はその隙すきにヴィオラ様を連れて逃げればいい」


「……何故、それを自分に命じるのですか。ヴィオラを逃がしたいのならば、あなたが自分でそれをやるはずです」


　ヴィオラに残された時間はあと三年。だから執事はこうもことを急いでいるのだ。ならばより信しん頼らいできる手段を取りたいはずだ。少年は執事に勝てなかった。執事は自身を少年より劣おとるとは考えはしないだろう。


　執事が諦あきらめたような笑みを浮うかべた。いつもの取ってつけたような笑みではない。


「初めは、そうするつもりだった。だが、ヴィオラ様が望んだのは君だ。なあ、少年。旦だん那な様は恋こいは素晴らしいと言ったが、真に人を愛したなら、その人が幸せでいてくれたらそれで良いのではないか？」


　それで話は終わりだというように、執事は背中を向けた。その背中を見送り、少年は自分の中に戸と惑まどいというものが生まれているのを感じた。


　──真に人を愛したなら、その人が幸せでいてくれたらそれで良いのではないか──


　少年がヴィオラに抱いだいているこの感情は、そういったものなのだろうか。ならば、自分はどうするべきなのだろうか。


　ヴィオラに残された時間はあと三年──その間、彼女が笑っていられるようにするには、どうすれば良いのだろうか。


　──自分は、どうしたいのだろう……。


　それは、少年が初めて直面した〝選せん択たく〟だった。
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　目を開けると、見知った顔が飛び込んできた。


「マルク……？」


　カナメは、ぼんやりとした意識のまま、その名前を口にした。他ほかに人ひと影かげはない。ここはどこかの部屋らしいが、いるのはマルクだけである。


　身を起こそうとして──ズキンッ──体中が痛んだ。


「痛みますか？」


　痛みに呻うめきながら自分の体を確かめると、酷いものだった。左ひだり腕うでは完全に折れている。他にもあばら骨や背骨なども、折れてはいないにしろヒビくらいは入っているようだ。


　マルクがそっと水差しを差し出してきた。


「痛み止めです。飲んでください」


　素す直なおに水差しを咥くわえると、冷たい水が喉のどを流れた。


　飲んだばかりで痛み止めが効くわけではないが、冷たい飲み物が飲めたことで意識が覚かく醒せいした。そして、自分が契約者と交戦していたことも思い出した。


「……私は、負けたのか？」


　カタナ──暗乃守が壊こわされた後の記き憶おくが途と切ぎれている。そこで打ち倒たおされたのだろうことくらいは分かる。


　とたんに、涙なみだが滲んできた。自分の取とり柄えなど、剣けんを振ふるうことくらいである。人を殺あやめずに倒すことも、カナメならば可能である。それができるという自信も持っていた。


　だというのに、負けた。


　自分の存在価値が打ち砕くだかれたような気分だった。涙の滲んだ顔に、なにを思ったのかマルクが畳たたんだ濡れタオルを載のせてきた。


「私は、まだ戦えます」


　それは、拒きよ絶ぜつの言葉に聞こえた。マルクは、まだ戦うつもりなのだ。カナメは、ついていけない。カナメはもう役に立たないのだと。


　折れていない方の腕で顔を覆おおうと、マルクがそこに手を重ねた。


「ペインたちの能力はあなたが正体を見せてくれました。契約者は異能であって万ばん能のうではありません。能力が分かれば、戦い方もあります。私たちはまだ負けていません」


「私、たち……？」


「カナメ。あなたは私に頼たよって良いと言ってくれました。ですから、あなたも少しは私を頼ってください。私とあなたがいて、負けはありません」


　マルクは、彼が勝てばカナメが負けたことにはならないと言いたいらしい。


　──違ちがう。私が言ってほしいのは、そんな言葉ではないのじゃ……。


　仲間として慕したわれても嬉うれしくないのだ。


　あの日──エルミナとエミリオが入れ替かわり、それを元に戻もどすためにマルクは口づけを交かわした。


　あれは、エルミナを元に戻すためにやったことだ──そう言い繕つくろえば言い繕うほど、自分が滑こつ稽けいに思える。マルクの気持ちはエルミナに向いている。エルミナしか見ていない。


　諦めかけていた。でもそんなときマルクと郵便屋が話しているのを聞いてしまった。


　──そういった理由でカナメを選ぶのは、彼女に対する侮ぶ辱じよくです──


〝そういった理由〟でなければ、彼は自分を選んでくれるのだろうか？


　だから、カナメはもう一度剣を手に取った。


　──私は、エルミナが好きです──


　そう言われようとも、かまわない。自分が必要ないなどとは言わせない。カナメなしでは生きていけないほど、頼らせてやる。


　だというのに、今度はこんなことを言う。


　──私を頼ってください──


　あのときも毒からカナメを庇って倒れた。マルクはカナメの隣となりにいてくれる。どんなときにも肩を並べて必要としてくれる。


　だけどそれでは届かない。隣にいるだけで、それ以上は触れてくれない。彼はエルミナに恋をしたのだから当然である。


　でも、だからと言って諦められない。


　契けい約やく者しや狩がり──そんなことにしか生いき甲が斐いを見いだせなかったカナメに、マルクが差し出してくれた手の温ぬくもり。幽ゆう霊れいのような体を持ち、悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとく剣を振るい続けてきたカナメに、人間でいても良いのだと言ってくれた。


　カナメはマルクが来いと言ったから、この屋や敷しきに来たのだ。


　だというのに────


「そろそろ、行きます」


　マルクの手が、カナメから離はなれた。


　彼が行くのは、エルミナのためではない。カナメのためである。カナメが負けないために行ってくれるのだ。


　──そこまでしてくれるのに、どうして気づいてくれない。


「マルク」


　思わず呼び止める。マルクが立ち止まったのが分かった。


　──今の私には、なにもできない。


　無力だった。引き留めることは簡単だが、弱音は見せたくなかった。側にいてほしいのと縋すがりたいのとは違う。マルクにだけはそんな弱い自分を見られたくない。


「やっつけてこい」


　だから、そんな言葉しか口にできない。


「ええ。やっつけてやりましょう。……代わりにと言ってはなんですが、これをお借りします」


　カチャリと音がしたことで、マルクがカナメの短刀を手に取ったのが分かった。そして、マルクは行ってしまった。


　誰だれもいなくなった部屋で、カナメは独り嗚お咽えつを漏もらした。


　──私は、どうすれば良かったのじゃ。


　マルクの気持ちがエルミナに向いていることは、最初のころから分かっていた。だからその気持ちを変えさせてやろうと思った。だけど、どうやっても上手くいかなかった。


　カナメは、マルクの仲間にはなれても、それ以上にはなれなかった。


　気持ちが折れていく。


　どうやっても気持ちが届かない。


　仲間として、友として気を遣つかわれるのが辛つらい。


　とても辛いから、もう諦めてしまいたい。


　──気づいてもらえなかったな……。


　そう諦めかけたとき、カナメは肝かん心じんなところで一つ自分が間ま違ちがいを犯おかしていたことに気づいた。


　──ああ、そうか。私は────


　顔を覆っていた手を握にぎり締しめ、カナメは一つの決心をした。
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「……まったく、だから屋敷にいろって言ったのにさ」


　呻くグレリオに、エルミナは少々申し訳ない気持ちになった。


　グレリオが睨みつけるのは、顔に覆ふく面めんをした男と派手な格好をした女性だった。


　──あれは、昨日会ったものだね。


　エルミナたちが街に来たとき、馬車を譲ゆずってくれた男たちだ。男たちの方もエルミナに気づくと気まずそうに視線を逸そらした。


「あれえ？　ペインさん。あの娘こたち、昨日の娘じゃないですかあ？　あ、知らない娘も一人いますけど」


　まったく空気の読めない声に、男──ペインが盛せい大だいなため息を漏らした。


「ミリエラ、少し、黙だまっていろ」


　注意されてむくれた顔を見せる女性──ミリエラを見て、何な故ぜかジェノバが絶句していた。自分の目を疑うように瞬まばたきをすると、やがて恐おそる恐おそる声を絞しぼり出した。


「馬ば鹿かな……。信じられん。あのような服装で何故街中を歩ける」


「……ちょっと、そこの黒い子。なんか今、酷ひどいこと言わなかった？」


　ジェノバは全身黒ずくめの上に棺ひつぎまで背負っている。そのジェノバに、服装の神経を疑われたのだ。ミリエラの瞼まぶたがひくひくと痙けい攣れんを起こしていた。


「あいつはちょっと、な……。ああいう格好をしていないと駄だ目めな性せい癖へきなんだ……」


　気の毒そうに呟つぶやくグレリオ。


「ちょ、ちょっとグレリオさん、なんてこと言うのよ！　あ、あたしの服装は〝対価〟のせいなんだから！　好きこのんでやってるわけじゃないわ」


「哀あわれな……。対価で羞しゆう恥ち心しんを失ってしまったというのか」


「違うわよ！　あたしの対価は〝呼吸〟なんだから！　植物と同じで肌はだを露ろ出しゆつしてないと息ができないのよ」


　付き合っていられないというように、ジェノバが深いため息を漏らす。


「エルミナ嬢じよう。貴公の見解を聞きたい。呼吸ができぬ人間に声を発することはできるだろうか？」


　いきなり話を振られ、エルミナはビクッと身を震ふるわせたが、問題の解答はすぐに導き出せた。


「……それは不可能だ。声は声帯を呼気によって振しん動どうさせることで発生するのだ」


「我も同じ意見だ」


「え、それじゃあ、あの人息はしてるんですか？　なんでそんな噓うそを……」


　アイシャの疑問に、ジェノバは深々と頷うなずく。


「大方、己おのれの性癖を周囲から異常であると見られたくないがゆえの妄もう言げんだろう。異常な性癖を持つ人間にはよくあることさ」


「そ、そういうものなんですか……。でも、あたしも昔のこととか知られたくなくて、無理矢理笑おうとして失敗したことがあります。……かわいそうな人なんですね」


　アイシャが心から同情するような視線を投げかける。


　ミリエラは、俯うつむいたままピクピクと全身を震わせていた。


「殺す！　殺してやるんだから！」


　暴れるミリエラの首筋を摑つかんで押おし止とどめるペイン。


「お前はもう、黙っていろ」


　疲つかれたような声でそう言うと、ペインはもう一度エルミナに視線を向けた。


「騒さわがしくてすまんが、俺たちはそっちのガキに用がある。席を外してもらいたい」


「……その前に、訊ききたいことがある」


　エルミナは、毅き然ぜんとした声で返した。


「……ここで、騒ぎを起こしたのは君たちかね」


　ペインは肩かたを竦すくめる。エルミナはそれを肯こう定ていと受け取った。


「……マルクとカナメを、どうしたのかね」


「さあな。とどめは刺ささなかったが、生きているかは知らん」


　それから、改まったように姿勢を正す。


「今回、俺はあなたに対する命令は受けていない。もう一度言うが、俺はそこのガキに用があるだけだ。あなたとことを構えるつもりはない。ここは退ひいてもらいたい」


　そう言われるとは思わず、エルミナは当とう惑わくした。昨日のこともあり、マルクたちに手を出したということは、てっきり自分に用があるのだと思っていた。


　エルミナが返答に詰つまっているうちに、ミリエラがペインの手から逃のがれていた。


「なぁに言ってるんですか。あの娘こが〈精杯グレイルの姫ひめ〉なんでしょう？　捕つかまえちゃえば良いじゃないですか。それであたしたちもこんな土つち臭くさい国から帰れるんですからぁ──〈ダー・ナーン〉！」


　ミリエラが勢いよく地面に手をつくと、その手から細長いなにかが這はい出した。見る見るうちに広がったのは鋭するどい茨いばらを持った蔦つただった。


　──あれは、クピードの蔦か……。


　エルミナは狼狽うろたえることなくそれを観察していた。


　蔦は真っ赤な花弁を鏤ちりばめていた。人が走るのとさほど変わらぬ速度で這い寄るが、エルミナたちのもとへ届く前にアイシャが前に進み出ていた。


　アイシャは視界を両手で覆い隠かくすと、凜りんとした声で叫さけぶ。


「焼やき払はらえ──〈バーラ・ルー〉！」


　広がる蔦の園は、瞬く間に灰色に染まる。続けて、パラパラと崩くずれ始める。


「……灰色の花とか、もう見たくなかったんだけどな」


　アイシャの能力は視界に捉とらえたものを〝灰〟に変える〈魔ま眼がん〉である。その本質は〝視みる〟ことであり〈契約書〉でエルミナに委い譲じようされた能力では〝遠とお視み〟しか叶かなわない。


　──実際に目まの当たりにすると、凄すさまじいものだね……。


　ジェノバの方も、アイシャの能力を目の当たりにして感かん嘆たんの声を漏らした。


「惜おしいな……。これが黒の灰であってくれたならば、これほど美しい能力もないだろう」


　……いささか感想の方向性ベクトルが狂くるってはいたが。エルミナは動じず前方のミリエラを見み据すえる。


「あは。怖こわい能力ね。でも──見えないところからはどうかしら？」


　メキメキメキ──石いし畳だたみで覆おおわれた地面から異様な音が響ひびいた。


　視線を落とすと、地面がひび割れた。続けて、蠢うごめく巨きよ大だいな〝なにか〟が這い出してきた。それが木の根だと理解するまで一いつ瞬しゆんの時を要した。どうやら、最初の蔦はおとりだったらしい。派手なクピードの花を使ったのもこちらの注意を引くためだったのだ。


　エルミナは、小さくため息を漏らした。





「……あまり、この街を壊こわさないでもらいたい」





　そう、意思を示すだけで十分だった。


　地面を食い破った木の根はガラスのように砕くだけ散ちった。


「う、そぉ……。なによ、これ……」


「やめろと言ったはずだミリエラ。これが〈精杯グレイルの姫〉だ。俺たちに──いや、力でどうこうできる相手じゃない」


　ミリエラの木の根は跡あと形かたもなかった。それだけでなく、砕けた地面も、マルクやカナメが壊したらしい周囲の建物も、全すべてが元通りに復元されていた。


　──やはり、前よりも力が上がっている……。


　木の根に対する迎げい撃げきも、以前のような過か剰じよう防衛ではなくエルミナの意志で加減ができた。周囲の復元もただ〝思う〟だけで干かん渉しようできた。


　エルミナは自分の手を見た。これならば、マルクやアイシャたちを矢や面おもてに立たせなくとも自分でどうにかできるのではないだろうか？


　そう思ったときだった。グレリオが突つき放すように叫んだ。


「もう、いいだろ？　君たちは関係ないんだから、今のうちにもう行ってくれよ。あの執事バトラーたちならアルバの店にいる。ぼくは君たちを巻き込んであの家令ハウススチユワードに文句を言われるのは嫌いやなんだ」


　口ではこんなことを言っているが、グレリオは、アイシャを巻き込みたくないのだ。エルミナは、昨日きのうのマルクの気持ちが少しだけ分かった。マルクも、グレリオから頼たのまれて断りきれなかった。


　この少年の気持ちは汲くんでやりたいが、こちらもマルクたちが怪け我がをさせられたことがある。エルミナが迷っていると、アイシャが前に出て──何故かグレリオの頭に握った手を下ろした。


「痛っ──な、なにをするんだよ！」


「グレリオは分かってない。あたしは今エルミナの従者ヴアレツトだけど、グレリオのことも友達だと思ってるんだよ？　それにマルクさんとカナメさんが怪我させられたんだから、もう無関係じゃない」


　それから、振ふり返らないでアイシャは言った。


「エルミナ、良いよね？」


　──アイシャは、強くなったのだね……。


　恐らく、アイシャがここで立ち向かうのはグレリオのことだけでなくエルミナの気持ちも汲んでくれているのだろう。そしてマルクの気持ちも。なによりアイシャ自身がそれを選せん択たくしている。


　エルミナには力がある。エルミナから全てをむしり取っていった力が。それこそ契けい約やく者しやですらものともしないだけの力である。そして、その力は人の命ですら容易たやすく打ち砕く。


　だからマルクはエルミナに戦わせない。


　そんな自分を歯がゆく思わないわけではない。誰だれもエルミナを頼たよろうとはしてくれない。


　それでも、彼らはエルミナを必要としてくれる。エルミナを主あるじと呼び、エルミナのために毎日働いてくれ、そして今もエルミナのために立ってくれている。


　そんな彼らの気持ちを受け止めてやれないでなにが主だろう。


　エルミナは、凜とした声で答えた。


「……許可しよう。やりたまえ」


　隣となりで、何故かジェノバが噴ふき出した。


「ははは。貴公はもっと奥おくゆかしき娘かと思っていたぞ」


「……失望したかね」


「いいや？　気に入ったとも。仮にも我われが主と呼ぶものなのだ。それくらいの度量は持っていてもらわねば困るさ。それはそうと少年──」


　ジェノバに顔を近づけられ、グレリオが一歩身を退いた。彼女の格好に免めん疫えきがないものには、少々酷こくだろう。


「──貴公の言う場所にオウマもいるのか？」


「「「……え？」」」


　三人分の疑ぎ問もん符ふが重なる。今このときまで、エルミナもアイシャもオウマのことをもう忘れていた。グレリオがしどろもどろに答える。


「あー……そういえば、もう一人いた……ような気がする」


　グレリオの呟きを聞いて、ミリエラがポンと手を叩たたいた。


「それってペインさんが言ってた謎なぞの契約者のことじゃないですかぁ？　見えない攻こう撃げきで何度も邪じや魔まされたって」


「ヨハエルからの情報にはなかったな。こうも秘密にしているということは懐ふところ刀がたなというものか。なかなか厄やつ介かいな手て駒ごまを持っている」


　ペインたちからはずいぶん評価されていた。身内の自分たちが、オウマの存在を完全に忘れていたとは言えず、エルミナは狼ろう狽ばいを取り繕つくろわなければならなかった。


　こういったときに役立つ自分の無表情が少々複雑な気持ちだった。





　エルミナがため息を漏もらしていると、ペインは小さなナイフを抜ぬき、なにを思ったのか自分の手に突き刺した。


「どの道、お前らは始末しなければならんのだったな。……恨うらむのなら、ドミニクを恨むといい──〈ダー・グッザ〉」


　呟つぶやきながら、ペインは血の滴したたる腕うでを振るう。赤い飛ひ沫まつが宙に撒まかれた。


　それを見て、グレリオが血相を変えて叫ぶ。


「羽ばたけ──〈キー・アーン〉！」


　その手から炎ほのおでできた小鳥が飛び立つ。そのまま数シクと離はなれないうちに、小鳥は爆ばく発はつを引き起こした。自分たちも巻き込まれかねない、近きん距きよ離りでの爆ばく破はにアイシャが悲鳴を上げる。


「きゃっ──な、なにやってるのグレリオ！」


「あいつの能力は空間を押おし潰す。制約は自分の血をつけることだ。あいつの血には絶対触ふれるな。近づいても駄だ目めだ」


　呻うめくようにそう返すと、グレリオはにこやかな笑みを浮うかべた。


「もう、仕方がないか。アイシャ、関かかわるからにはぼくの脚きやく本ほんに従ってもらうからね」


　グレリオはアイシャとジェノバにそっと耳打ちすると、エルミナに視線を向ける。


「あんたが関わると向こうに手を出す口実を与あたえちゃうんだ。黙だまって見ていてもらうよ」


　また、自分だけ関われないことに苛いら立だちを覚えながらも、そう言われると従わざるを得なかった。


　小さく頷うなずくと、グレリオはパンパンと手を打ち鳴らした。


「さあさあ、これに始まるはグレリオ＝スパロウが贈おくるとっておきの舞ぶ台たい。侍女メイドに執事バトラーにギャングに昔なじみ。最後に笑うのは誰か、とくとお楽しみを！」


　その声を合図に、広場に三羽の小鳥が舞まい降おりた。後ろから見ていたエルミナには、グレリオが後ろ手に炎の小鳥を放つのがよく見えた。


　ペインが鋭く舌打ちを漏らすと、小鳥は三羽同時に爆発した。


　ズズン──ペインたちから僅わずかに離れて爆発したそれは、周囲の砂を撒まきあげて砂すな埃ぼこりを立たせる。


　ペインたちの視界を眩くらませた隙すきに、グレリオは新たに小鳥を解き放つ。彼の能力は金雀エインジル型の爆ばく弾だんである。正面から向かうよりも陰かげに潜ひそませて戦うことに向いている。


　グレリオが仕し込こむ間に、アイシャとジェノバも駆かけ出していた。ジェノバの方は素す早ばやく棺ひつぎから十じゆう字じ架かのレリーフ──その正体は連接棍棒モーニングスター──を取り外す。


　砂埃が晴れると、すでにミリエラが地面に手をついていた。


「狂い咲さけ──〈ダー・ナーン〉！」


　ミリエラの髪かみ飾かざりが独りでに開花した。地面に手をついたのは引っかけフエイントだったらしい。


　開花したのはシャウランの花だった。突とつ進しんしたジェノバが突然血を吐はき、その勢いのまま地面に倒たおれ込む。


「ジェノバさん！」


「あは。チョロい。これでもう一人も、おしまい──〈ダー・ナーン〉！」


　ミリエラの呼びかけに地面がはぜ割れる。先ほど手をついたときにすでに能力を仕込んでいたのだ。


　地面を食い破って、再び木の根が這はい出す。見る見るうちに育った巨きよ木ぼくは、アイシャの体を呑のみ込まんと迫せまる。が──


　ドゴンッ──大地が震ふるえるほどの音を立て、巨木が根本からへし折れた。


　巨木をへし折ったのは巨大な十字架だった。ジェノバの連接棍棒モーニングスターである。目を向ければ、吐と血けつしたはずのジェノバが何事もなかったかのように鎖くさりを振るっていた。


「ふはははは。図ずう体たいのわりには脆もろいものだな！」


　高笑いを上げるジェノバに、ミリエラが驚きよう愕がくの声を漏らす。


「あ、あんたなんで──っ！」


　十字架が飛来し、ミリエラは慌あわてて飛び退のいた。


「姑こ息そくな毒ごときで我を止めることはできぬさ！　なんとも品のない能力ではないか。当人の品性に比例しているとしか思えぬな」


　ジェノバの能力は〝血液〟を変異させることだった。あの怪かい力りきもマルクたちのにおいを追つい跡せきした嗅きゆう覚かくも血液の成分を変えることで現れている。毒の中和など造作もないだろう。


　追つい撃げきするジェノバに、ミリエラが両手を広げる。


「悪あく趣しゆ味みな黒ずくめにだけは言われたくないわ──〈ダー・ナーン〉！」


　解き放たれたのは、膨ぼう大だいな量の緑だった。刃は物もののように鋭するどい葉を持った植物である。株ごと成長させられたそれは、人ひとり程度ならばあっと言う間に呑み込むほどの質量で押し迫る。


　これに巻き込まれてはジェノバといえどただでは済まない。ジェノバの能力は強力な再生力も持っているが、あの木の枝に巻き込まれては再生するそばから切り刻まれることになる。生き物のように蠢うごめく植物は凶きよう悪あくな兵器と化していた。


　そんな刃やいばの株を、ジェノバは手元にたぐり寄せた十字架で一気に叩き伏ふせる。ただの一ひと振ふりで、刃の株はグシャリと潰つぶれた。


「あは。甘あまい甘い」


　叩き潰された木の株は、生き物のように蠢き、逆に十字架を取り込もうと成長する。


「甘いのは、貴公の方さ」


　ジェノバがそう言った瞬しゆん間かん、ミリエラの体が横に吹ふっ飛とんだ。ジェノバが気を引く間にアイシャが駆け込んでいたのだ。鞭むちのように撓しなる中段蹴げりを受けて、ミリエラが地面を転がる。


　そこに、植物が纏まとわりついた十字架を鉞まさかりのように振り上げたジェノバが立ち塞ふさがる。


「つまらんな。カナメ嬢じようやオウマはもっと楽しませてくれたぞ」


　ジェノバの蔑さげすみに、ミリエラは勝者の笑みを返した。


「あは。じゃあ、もっと楽しませてあげる」


　ミリエラの手には、一挺ちようの拳けん銃じゆうが握にぎられていた。





　ガンッ──金属の弾はじける音が響ひびいた。
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　ジェノバとアイシャがミリエラと交戦する間に、グレリオもペインと衝しよう突とつしていた。


「まさかお前が処分対象になるとは思わなかったな、グレリオ」


　呟きながら血の滴る腕を振ふり払はらうペイン。器用に降りかかる血しぶきを避さけたグレリオが笑い声を返す。


「ぼくだってお前を処分する日が来ても、ぼくが処分される側に回るなんて思いもよらなかったとも」


　手の平に金雀エインジルを創つくり出し、解き放つグレリオ。爆弾の小鳥に向かって、ペインは退ひくどころか突進する。グレリオが炎を炸さく裂れつさせようとした瞬間には、ペインはその腕で小鳥を薙なぎ払っていた。


　火の粉を散らして砕くだける金雀エインジル。グレリオが舌打ちを漏らし、ペインが面めん倒どうくさそうに言い放つ。


「お前の能力は発動までに時間がかかりすぎる」


「はっ、馬ば鹿か力ぢからめ──〈キー・アーン〉！」


　一羽、二羽、次々と小鳥を解き放つグレリオ。それを悉ことごとく叩き潰すペイン。
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「一応、訊きいておいてやる。何な故ぜ離り反はんした？　割に合わないとは考えなかったのか」


　フンと鼻を鳴らし、グレリオは一度に三羽の金雀エインジルを解き放つ。


「そんなこと、組織が書いた脚本が気に入らなくなったからに決まってるだろう。ぼくを操あやつっていいのは、ぼくの脚本だけだ」


　さすがに一度に三羽は撃げき墜ついできないと判断したらしい。ペインは血しぶきを振りまく。あたりの景色が歪ゆがみ、炸裂した金雀エインジルの炎を呑み込む。


　自分の能力を全すべて打ち砕かれようとも、グレリオは嘲ちよう笑しようを投げかける。


「お前の方こそ、組織の椅い子すは居い心地ごこちがいいか？　知っているぞ。お前が組織の目を誤ご魔ま化かして小細工していることを」


　解き放った小鳥のうち、炸裂したのは二羽だけだった。一羽残っていた小鳥がペインめがけて飛来する。


「下らんことを言う。必要があるから組織に従うのだ。身勝手に生きているお前には理解できんだろうがな」


　炸裂しかけた小鳥を、ペインは造作もなく叩き潰した。一羽ではやはり届かないらしい。


　グレリオは懐ふところから小さな刃物を取り出す。円えん盤ばん形の投げナイフだ。


「……そうでもないよ。舞台は、観客がいないと意味がないんだ」


　囁ささやくようなその声が、エルミナの元まで届くはずはないのだが、何故かそう呟いたのが確かに聞こえた。


　──私は、観客でしかいられないのだろうか……。


　それは確かに必要なものかもしれない。しかし見ているだけでなにもできないことほどもどかしいものもない。


　エルミナは、マルクにとって観客でしかないのだろうか。


　グレリオは一定の距きよ離りを保ちながら投げナイフを放ほうる。その中に炎の金雀エインジルが紛まぎれ込む。


　投げナイフごと打ち払うことはできない。迫り来るナイフと爆弾を、ペインは再び血しぶきを撒いて打ち消す。


　歪んだ景色が収まったときには、グレリオはペインの懐に飛び込んでいた。エルミナの位置からは後ろ手になにかを頭上に放ったのが見えた。


「飛び立て──〈キー・アーン〉」


　この至し近きん距きよ離りで炸裂させれば、グレリオとてただではすまない。相あい討うち覚かく悟ごの自じ爆ばく。ペインの表情に焦あせりが浮かぶが、それでもとっさにグレリオの小鳥を叩たたき潰していた。


　捨て身の一撃が破られたにも拘かかわらず、グレリオの顔には笑みが浮かんでいた。


　二人の頭上には、もう一羽の金雀エインジルが羽ばたいていた。


　上空から炎の小鳥が急降下する。一羽目の小鳥を潰すのに腕を払ったペインはとっさに反応できない。


「こっ──ざかしいっ！」


　それでも、ペインは強ごう引いんに身を捻ひねり、宙に向かって血しぶきを撒く。


「弾はじけろ──〈キー・アーン〉！」


「押し潰せ──〈ダー・グッザ〉！」


　炎ほのおの金雀エインジルが膨ふくれあがり、景色がレンズ状に歪む。


　ゴッ──炎がまき散らされ、歪んだ景色に吸い込まれる。


　炎が霧む散さんした瞬間、頭上から雨のように小さなつぶてが飛来した。飛び込む瞬間、グレリオが放ったものだった。


「がは──っ？」


　グレリオが放ったのはなんのことはない、ただの鉄球だった。昨日、マルクと話していて落としたものだろう。大きさも黎胡桃フルカーヌ程度のもので、当たったところで痛みはあるだろうが、グレリオの腕わん力りよくで放っても大した威い力りよくがあるとは思えない。


　にも拘わらず、ペインは片かた膝ひざをついていた。


「お前の能力は無分別過ぎるんだよ」


　ペインの能力は空間を圧縮する。その瞬間、縮んだ空間の分だけ周囲のものも引き寄せられる。そこに鉄球を放り込み、加速させたのだ。至近距離で能力を使わせるために、グレリオは小鳥を爆発させたらしい。


　グレリオは昨日会ったときにはすでに対たい抗こう策を考えていたらしい。あるいはそのために街中を歩いていたのかもしれない。


　片膝をついたペインに追い打ちはかけず、グレリオは後退して間合いを広げつつ次の金雀エインジルを解き放つ。


「まったく、手の内が知れてるもの同士はやりにくいもんだな」


　ため息とともに、ペインは拳銃を抜ぬいた。それを見てグレリオの表情が強こわ張ばる。


　──あれは、ただの拳銃ではないのだろうか？


　契けい約やく者しやであるグレリオが、たかが拳銃一挺で表情を変えるとは思えない。なにかがあるのだ。


　グレリオが身構えると──





　ガンッ──撃げき鉄てつの弾ける音が響いた。
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「なんだ？」


　困こん惑わくの声を漏もらしたのはグレリオだった。ペインはまだ銃を構えてはいない。銃声は別の方向からだった。


　エルミナがそちらに視線を移すと、仰あお向むけに倒れたミリエラとそこに立ち塞がるジェノバの姿があった。


　ミリエラが手にした拳銃から、細長い硝しよう煙えんが立ち上がっていた。グレリオが悲鳴のように叫さけぶ。


「──逃にげろ二人ともっ！」


「食い尽つくせ──〈ダー・グッザ〉！」


　慈じ悲ひもなく、ペインがその名を口にする。


　ブブンッ──耳みみ障ざわりな音を立て、ジェノバがいる景色が歪んだ。


「ジェノバさん！」


　アイシャの悲鳴。直後、歪んだ景色が収束する。


「なんということを……！　これの修理代がいくらかかると思っているのだ」


　マルクと同じような悲鳴を上げるジェノバ。その手には千切れた鎖くさりが握られていた。どうやら直撃したわけではなく、連接棍棒モーニングスターで防いでいたらしい。


　グレリオは舌打ちを漏らし、警けい戒かいの声を投げかける。


「その銃にはペインの能力が仕込んである！　絶対に当たるな」


　ペインの能力は自分の血を付着させるのが制約らしい。その制約を利用して、弾だん丸がんに血液を仕込んだのだろう。硬こう度どを上手く調節できれば発はつ砲ぽうの衝しよう撃げきには堪たえられるが着弾には堪えられないような弾頭も造れるだろう。


　拳銃という発射装置を頼たよれば、ペインの能力は強力に射しや程てい距きよ離りを延のばし、なおかつ確実性を増す。


　──契約者とは、ここまで能力の使い方を精せい錬れんするものなのか……。


〈空白の契約書〉は署名した契約者の能力を己おのれのものにする。エルミナはオリジナルよりは劣れつ化かしているとはいえ彼らの能力を扱あつかえるが、こうも精錬した使い方はできない。


「当たるなって、どうやって……？」


　グレリオの忠告に、アイシャが困り果てたような声を返す。


「あは。当然の疑問よね──〈ダー・ナーン〉？」


　ミリエラの囁ささやきに、周囲に茨いばらの園そのが広がる。搦からめ捕とられまいとアイシャとジェノバが距離を置くが、そこに再び火線が弾ける。


　グレリオが舌打ちを漏らす。


「ミリエラにあんなものを持たせるとはね。ずいぶん大事にしてるじゃないか。いっしょに組んでもぼくにはよこさなかったろ？」


「それは、俺はお前が嫌きらいだからだ」


　同じ拳銃がすでにグレリオにも向けられている。グレリオは銃じゆう口こうから弾だん道どうを見み極きわめ、発砲の瞬しゆん間かんを見計らって身を捻ひねる。


「奇き遇ぐうだね！　ぼくもお前が大嫌いさ──〈キー・アーン〉！」


　身を翻ひるがえしながら、グレリオは金雀エインジルを三羽まとめて解き放つ。


　拳けん銃じゆうを構えていたペインは僅わずかに反応が鈍にぶかった。鋭するどく舌打ちをすると、腕うでを振るって血をばらまく。


　──迷った……？


　エルミナは鋭く観察した。


　拳銃は〝狙ねらって〟撃うたなければならないのだ。大おお雑ざつ把ぱとはいえ狙いを定さだめ、発砲の衝撃に身構え、とどうしても一瞬の隙すきができる。そういった隙はグレリオの爆ばく弾だんを使うには十分な時間を与あたえる。だからペインは今まで拳銃を使わなかったのだ。


　グレリオはその隙を見事についている。こちらも訓練された契約者なのだ。


　ペインが全ての金雀エインジルを迎げい撃げきし、再び血を撒まき散らす。降りかかる血液を後方に跳とんで躱かわし、グレリオは着地と同時に地面に伏ふせる。


　ガンッ──その頭上を弾丸が駆かけ抜ける。


「チッ。器用に避ける」


　ペインの銃の腕は悪くない。止まっている的はもちろんのこと、動いている的でもそうは外さないだろう。拳銃以外にも、直接血を撒いて相手の気を散らすこともできる。


　それでも、グレリオは綺き麗れいに回かい避ひしていた。


「あいにくと、銃で狙われるのには慣れてるもんでね」


　グレリオは以前、ドミニクから散々銃で撃たれている。マルクの話では人間にできる早はや撃うちの速度と精度ではなかったらしい。ペインの腕が悪くないとはいえ、それに比べれば可愛かわいらしいものなのだろう。





　グレリオが続けて金雀エインジルを放つ間に、アイシャも反はん撃げきに出ていた。


「焼やき払はらえ──〈バーラ・ルー〉！」


　足を搦め捕られては動き回ることができない。アイシャが速すみやかに茨を灰に変えるが、一手遅おそかった。


「あは。残念でした」


　アイシャの足あし下もとから樹木が突とつ出しゆつする。とっさに飛び退のくが、僅かに間に合わない。木の枝に足首を捕らわれていた。


「っきゃ────────っ？」


　そのまま、アイシャの体は天高くつり上げられる。慌あわててスカートを押おさえるが、すでにそんなものは見えない高さに達していた。時計台とまではいわないが、二階建ての建物よりは高い。あの高さから落ちてはいくらクーランのアイシャでもただではすまない。


　そこに、ミリエラが拳銃を向ける。


「……アイシャ！」


　思わずエルミナが叫ぶと、ミリエラのもとに一羽の金雀エインジルが舞まい降おりていた。


「うわ、ちょっとグレリオさんっ！　こっち来ないでよ！」


　狙そ撃げきを諦あきらめ、ミリエラが悲鳴を上げて飛び退く。金雀エインジルは、爆発することなくその場を旋せん回かいした。爆破すれば、衝撃でアイシャが落下しかねないからだ。


　そして、それは外ならぬグレリオ自身に致ち命めい的てきな隙を作らせていた。


「──がはっ」


　呻うめき声に視線を向けると、グレリオが地面に倒たおれ込んでいた。その背中にペインの足が乗る。踏ふみ潰つぶされたグレリオにペインの冷れい淡たんな声がかけられる。


「意外だな。まさかお前がこんなことで隙を作るとは思わなかった」


「グレリオ！」


　未いまだ宙づりにされたままのアイシャが声を上げる。


　──やはり、見ていてなどいられない……！


　エルミナが駆け寄よろうとすると、行く手を塞ふさぐようにジェノバが着地してきた。


「待つがよい。貴公は関かかわってはならぬのであろう？」


「……アイシャを見捨てることはできない」


「ふはは。余計なお世話だと言っている。我われがアイシャ嬢じようほどの菓子職人パテイシエールをみすみす死なせると思うのか」


　そう言って、ジェノバは置き去りにしていた棺ひつぎを抱かかえた。


「できれば〈黒衣〉のいないところで〝これ〟は使いたくなかったのだがな」


　ジャコンッ──棺からは聞こえるはずのない、物ぶつ騒そうな音が聞こえた。


　そのまま、ジェノバはペインたちを狙うように棺を突つき出す。


「定収入を得た我に死角はないということを見ておくが……ふむ？　必要はなかったか」


　拍ひよう子し抜ぬけしたようにジェノバが呟つぶやく。見れば、ペインとミリエラもジェノバではなく周囲に警戒するような視線を向けていた。


「言ったろう？　これはぼくの舞ぶ台たいだって。役者は契約者だけじゃないんだよ」


　いつの間にか、時計台の広場は黒服の男たちに取り囲まれていた。いくつか見覚えのある顔があったことで、ディーノ・ファミリーの構成員たちだと分かった。街中で好き勝手に暴れられて、ギャングである彼らが放ほうっておくはずがない。


　契約者は異能であって万ばん能のうではない。これだけの人員を退けることは容易なことではない。加えて、この街のギャングたちはすでに契約者同士の闘とう争そうに関わってきている。彼らの首ド領ンアルバ＝ディーノは、そういった事態になにも対策を練らないほど悠ゆう長ちような男ではない。それ相応の訓練は受けているはずだ。


　そして、取り囲む黒服の壁かべが左右に割れた。


「グレリオ。出歩くなと言ったはずだ。なにを騒さわぎを起こしている」


「ふん。そんなこと言ってていいのかアルバ」


　整列するギャングたちの中央から現れたのは、アルバ＝ディーノだった。アルバはフンと鼻を鳴らすと、ペインに視線を向ける。


「そこの契けい約やく者しや。そこのそれは俺の部下だ。放してもらいたいものだな」


「こっちの女の子はどうでもいいの？」


　ミリエラがからかうように言うと、アルバはようやくアイシャに視線を向けた。


「そっちは──お前らの意見を聞くつもりはない」


　言いながら、アルバはアイシャがつり上げられている巨きよ木ぼくに向かって歩き出していた。


「あは。不用意に近づくと、危ないですよ──〈ダー・ナーン〉！」


　アルバはディーノ・ファミリーの首ド領ンである。そのアルバが自分から進み出るのは、人ひと質じちに取ってくれと言っているようなものだろう。彼は契約者ではなく、人間なのだから。


　ミリエラが地に手をつく。そして──


「──え……？」


　そして──なにも、起きなかった。


「あれ？　なんで……〈ダー・ナーン〉！」


　狼狽うろたえている間に、アルバはミリエラの正面に来ていた。


「ひっ──」


　ミリエラが身構えたときには、アルバはその隣となりを通り過ぎていた。


　黙もく殺さつ──完全にいないものとして扱われた。契約者としての自尊心など木こっ端ぱ微み塵じんだろう。ミリエラの肩かたがプルプルと震ふるえた。


「この──っ！」


　振ふり返り様に、ミリエラは拳銃を向ける。能力などなくとも、拳銃は人を殺すには十分な威い力りよくがある。そして──


　ドンッ──重たい銃声が響ひびいた。


「女の子に手を上げるのは趣しゆ味みじゃないんだけど、駄だ目めよ？　今は別の女の子のための時間なんだから」


　ミリエラの手から拳銃がはじき飛ばされていた。


　マスケット銃から、硝煙が上っていた。いつの間にか、時計台の下のカフェテラスにクリスが腰こし掛かけていた。派手な化粧メイクと縦ロールの髪かみは相変わらずだが、今日は普ふ通つうのシャツとズボンの普ふ段だん着ぎ姿だった。


「……クリス」


「はあい。お久しぶり……ってほどでもないわね。ごきげんようエルミナさん」


　極きわめて陽気な声を返すクリス。どうやら無事だったらしい。


　そうこうしている間に、アルバは巨木の根元にたどり着いていた。そして、そっと樹皮に手を触ふれると──


　メキメキメキメキ──巨木は、音を立ててへし折れた。


「は、はわわわわわ、ちょ、ちょっとアルバさん！」


　当然、宙につり上げられていたアイシャも落下を始める。


　悲鳴を上げるアイシャを、アルバは器用に片かた腕うでで受け止めていた。


「……あまり、厄やつ介かいごとに首を突っ込むな」


　アイシャはにわかに萎い縮しゆくしたが、それでも毅き然ぜんとした声を返した。


「厄介ごとでも、あたしには大事なことです」


「……なるほど。なら、強くなれ」


　そう言って、アルバはアイシャを地面に下ろす。
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　その瞬間──ペインが踏み込んでいた。


　瞬またたく間まに懐ふところに飛び込むと、ペインは出血した腕で殴なぐりかかる。


　メキイ──骨が軋きしむ音を立て、その腕が吹ふき飛んだ。それよりも早く、アルバが蹴けりを放っていたのだ。


　クーランは身体能力に優すぐれている。十三歳さいの少女であるアイシャですら大の大人を圧あつ倒とうする。隻せき腕わんとはいえ、ギャングとして抗こう争そうの中を生き抜ぬいてきたアルバの技量は、アイシャの比ではないだろう。


　返り血が、アルバの顔に降りかかった。


「アルバさん、駄目です！」


　アイシャが注意を投げかけるが、アルバは躊ちゆう躇ちよなくそのままペインの顔面に拳こぶしを叩たたき込んでいた。


　地面に叩きつけられ、二転三転と地面を転がるペイン。よほどの衝しよう撃げきだったのだろう。それでもペインはすぐに立ち上がった。


「能力の無効化だと……？　お前、一体なんだ？　契約者ではないな」


　アルバは懐からハンカチを取り出すと、顔に降りかかった返り血を落ち着いた仕草でぬぐい取る。


「あいにく、俺は人間だ。が、お前ら契約者にこいつを使うのを躊躇するつもりはない」


　そう言って、アルバは握にぎり拳ほどもある大きな瑠璃ラピス・ラズリを取り出した。


「赫鷲ヴアルチヤスは生と死を司つかさどる霊れい鳥ちようだ。〈バーラ・ルー〉は死者の葬そう送そうを、〈ヌー・アッド〉は命の芽め吹ぶきを司る。誕生を祝福する風はいかなる災さい厄やくも鎮しずめる。……ものを壊こわすことにも使えるがな」


　ペインが舌打ちを漏もらす。


「〈精せい霊れいの器うつわ〉──まだ現存するものがあるのか」


〈ヌー・アッド〉──クーランが祀まつる精霊が宿る、現存する数少ない〈精霊の器〉である。


　ペインとて〈精霊の器〉がいかなるものなのかは理解しているのだろう。先ほどまでとは打って変わり、余よ裕ゆうのない表情を見せていた。


　アルバはペインを一いち瞥べつすると、まったく興味がないように背中を向けた。


「帰るぞ、アイシャ。お前もだグレリオ」


　そのままスタスタと歩き始めたアルバを見て、アイシャがオロオロと視線を泳がせる。


「え？　え？　でも、この人たちはあの……」


　アルバは足を止めると、ガシガシと頭をかいた。


「そっちは、もう相手がいる。放っておけばいい。そうだな？」


　問いかけた先では、一人の少年が腰こしを折っていた。





「ええ。面めん倒どうをかけたことを、お詫わびしましょう。アルバ＝ディーノ」
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　アルバもクリスも先に行ってしまった。


　毒が抜けきっていない体は鉛なまりのように重たかった。おかげでアルバたちに置いて行かれてしまった。目的地は遠目からも確かく認にんできていたというのに。


　──私は、カナメにどうすれば良かったのでしょうか……。


　去り際ぎわの、カナメの泣き出しそうな声。あれは、ペインたちに勝てなかったからではなさそうだった。


　マルクは、エルミナに恋こいをした。しかし心のどこかでカナメのことも想おもっている。昨日の一件でそれを自覚してしまった。カナメが傷付けられると、どうしようもなく腹が立つ。それが自分のせいであるからなおのこと許せない。


　これは、アイシャが傷付けられて怒いかりを覚えるのとは違ちがう。マルクは、どこかでカナメのことを自分のもの──あるいはそうしたいと想っているのだ。


　アルバたちの話では、エルミナが街に来ているらしい。そしてペインたちと騒そう動どうを起こしている。だからマルクはこうして気力を振り絞しぼり、前に進んでいる。だというのに、ぼんやりとした頭の中ではそんなことを考えていた。


　毒のせいか、視界がグラリと揺ゆれる。倒れそうになるのを、マルクはなんとか踏みとどまる。何度か深呼吸を繰くり返すと、ようやく目め眩まいが収まった。


　──意外に、面倒なものなのですね。人と関かかわるということは……。


　今まで居場所というものがなかったマルクが初めて見つけた居場所──それがエルミナの隣だった。エルミナの隣は居い心地ごこちがいい。滅めつ多たに表情を動かさない彼女を笑わせてやりたい。笑った顔を向けてもらいたい。


　今さらエルミナのいない景色など想像もできない。


　そうして手に入れた居場所には、思いの外たくさんの人間が集まってきた。ドミニクにアイシャ。カナメにアーロン。セリアにジェノバ。みんなひと癖くせもふた癖もある厄介なものばかりだ。そしてそれもまたマルクの居場所にはなくてはならないものになっていた。


「マルク、肩貸そうか？」


　……もちろん、オウマもである。いつの間にか、隣にオウマが現れていた。恐おそらく、アルバのアジトを出たときからいたのだろう。


「申し訳ありません。お願いします」


　このままでは、間に合わないかもしれない。マルクはオウマの申し出をありがたく受け入れた。


　マルクの体を支え、オウマはなんでもなさそうに訊きいてきた。


「なあ、マルク。あんたさ、エルミナさんのことが好きだって言ったけど、実際のところひい様のことどう想ってるんだ？」


　まさしく今悩なやんでいたことを問いかけられ、マルクは倒たおれ込みそうになった。それから、苦く笑しよう混じりに問いかける。


「オウマ。あなたは恋というものをしたことがありますか？」


「ええ？　俺か？　ああっと……、まあ、あるぞ」


「一度に、二人の方を好きになったことはあるでしょうか」


「うーん……。それも、まあ……あるな」


　訊いておいてなんだが、オウマにそういった経験があるようには思えなかったのでマルクは意外に思った。


「それは、どうなったのですか？」


「両方からフラれた」


　マルクは噴ふき出した。


「なんだよ。笑うなよ。まだこの前の話なんだよ……」


　肩を落とすオウマ。どうやら、彼が屋や敷しきにやってきてからの一ヶ月の間の話らしい。マルクに言えたことではないが、思いの外優ゆう柔じゆう不ふ断だんである。


　──結局、ジェノバからもフラれたのですか……？


　マルクが訝いぶかると、オウマはその心境を見み透すかしたように慌あわてた声を上げる。


「あ、いや、ジェノバは違うぞ？　ジェノバにはもっとこう、純じゆん粋すいにだな。なんというか一人だけ大事にしたいというか……」


　結局、本命はジェノバのままらしい。


　──ここで、ジェノバが同性愛者だと告げるのは酷こくでしょうか……？


　マルクが悩んでいると、オウマは話を逸そらすように咳せき払ばらいをした。


「ま、まあ、俺のことはいいだろ？　それじゃあ、マルクはひい様のことも好きなのか？」


「どうやら、そのようです」


　本当は、薄うす々うす気づいてはいたのだ。だから、カナメのことを避さけ始めた。エルミナのことが好きなのに、カナメのことまで考えている自分はどうかしている。


　しかしそれは無意味にカナメを傷付けただけだった。気づかないふりをしても、好きなものは好きなのだ。なんの解決にもなっていない。


　こんな浮うわついた気持ちでは、エルミナの隣にもカナメの側そばにもいられない。


「意外と、辛つらいものですね……」


　何気なく、マルクが呟つぶやくと何な故ぜかオウマは共感したらしくうんうんと頷うなずいていた。


「まあ、結局失しつ恋れんはしなきゃいけないんだからそうだよな」


　どちらかを選ぶということは、どちらかとの関係が壊れるということである。


　──いつまでもこの時間が続いてほしい──


　そう、思っていた。いつまでも続くのだと思っていた。しかし、変わらないものなど存在しない。それはただの停てい滞たいである。居心地のよい居場所もまた、変わらずにはいてくれない。それが、人と関わるということなのだ。


　マルクは、ようやく覚かく悟ごを決めた。


「カナメのことは好きです。ですが、私はエルミナを選びました」


　支えると、約束したのだ。エルミナと、そしてエミリオと。


　オウマが、困ったように頭をかいた。


「まあ、今は、そうだよな」


「今は？」


「なんというか、俺はどちらかというとひい様の味方だからな。まだ答えを出すのは待ってやってほしいってことだよ」


「待っても、一度決めたことを変えるほど私は軟なん弱じやくではありませんが？」


　マルクが毅然として言うと、オウマはニッと口の端はしをつり上げた。


「それさ、エミリオさんが起きてからも絶対だって言えるか？」


「……どういう意味です？」


　言われた意味が分からずマルクが首を傾かしげると、オウマはピタリと足を止めた。


　目の前に、黒服の壁かべができていた。その向こうには塔とうのように高い巨きよ木ぼく。昨日まではあんなものはなかった。ミリエラという契けい約やく者しやの能力なのだろう。何故かその枝にアイシャが引っかかっていた。


　マルクが自分の足でなんとか立つと、オウマが拳の甲こうをこちらに向けていた。とっさにその意味が理解できなかったが、やがてマルクも拳を握った。


「とりあえずさ。悩むにしたって目の前の問題をぶっ飛ばしてからにしようぜ」


　マルクは、初めての友達と拳をぶつけ合った。
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「……マルク」


　アルバがアイシャたちを救助すると、エルミナもマルクに気づいたらしい。無表情ながらも、その声がどこか安あん堵どしたように聞こえたのはマルクの願望のせいだろうか？


　マルクはエルミナの前に進み出ると、そっと跪ひざまずいた。


「お嬢じよう様さま。勝手に外出いたしました。申し訳ございません。それとカナメにも怪け我がをさせました」


「……カナメは、無事なのかね」


「しばらく身動きはとれそうにありませんが、ジェノバに手当てを命じれば問題ない範はん囲いでございます」


　エルミナは、静かに目を閉じた。


「……なにをしに、来たのかね」


　それは突つき放はなすというよりも、何故か不安に怯おびえるような声こわ音ねだった。


　そして、それはマルク自身が抱いだいている疑問でもあった。


　カナメが負けないために、そして彼女が傷付けられたからだろうか。


　それともエルミナが巻き込まれたからだろうか。


　あるいは、エルミナの──エミリオのために契約者を集めるためだろうか。


　どれも事実であって真実ではない。


　──私は、何故ここにいるのでしょうか。


　マルクは顔を上げると、エルミナの翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを真まっ直すぐ受け止めた。


「──私は……私が、お嬢様の執事バトラーであるために来ました」


　カナメのため、エルミナのため、エミリオのため、全すべて理由には違いない。違いないが、結局マルクが行動を決定するのは全てたった一つの理由に帰結する。


　マルクは、エルミナの執しつ事じなのだ。好いた惚ほれたはその後からついてきたものだ。


　拍ひよう子し抜ぬけしたように瞬まばたきをし、それからエルミナは幽かすかに表情を和やわらげた。それがどこか、ホッとしているように見えたのは何故だろうか。


　エルミナは、納なつ得とくしたように頷くと凜りんとした声で答えた。


「……許可しよう。好きにしたまえ」


「お嬢様の、仰おおせのままに」





　マルクが立ち上がると、ジェノバが引き留めてきた。


「待つが良い。貴公のそれは、毒だな？　病やんだにおいがするぞ」


　ここに来るまでに、せっかく抜ぬけかけていたシャウランの毒がまた体中に回っていた。マルクはメガネの位置を修正すると首を横に振ふった。


「ハンデには、ちょうど良いでしょう？」


　エルミナたちから距きよ離りを置くと、ペインが呆あきれたような声を上げた。


「強がるのはいいが、力量の差というものは鑑かんがみた方がいいな」


　実際のところ、まだ戦ってもいないのにマルクは立っているのがやっとだった。ミリエラの毒はなかなかに厄やつ介かいなもののようだ。


　それは仕し掛かけた本人が一番理解しているのだろう。ミリエラはかわいそうなものを見るような視線を投げかけていた。


「ペインさん。これくらいの歳としの男の子には強がりたいときもあるんですから、そんなこと言ったら悪いですよぉ」


　それからパンと一度手を打ち鳴らした。


「だから、きちんとやっつけてあげないと。ねえ──〈ダー・ナーン〉？」


　どうやら植物の種子をたたき割ったらしい。小さな破は片へんが宙に舞まい、風に巻かれてマルクの方へと流れる。


　そして、破片は一気に膨ふくれあがり、刃は物もののような木の枝をいくつも生み出す。


「邪じや魔ま──ですよ」


　襲おそいかかる木の枝には一いち瞥べつも向けず、マルクは銀ナイフを放った。


　パキンッ──小気味の良い音を立て、刃やいばの枝が砕くだけ散ちった。


「な──っ？」


　驚きよう愕がくの声を上げながら、ミリエラは自分に迫せまる銀ナイフをなんとか回かい避ひする。


　マルクの足あし下もとからは、槍やりのように一直線の影かげが延のびていた。銀ナイフに影を這はわせて投げたのだ。ナイフの軌き跡せきに影を落とす全てを引き裂さく〈魔ま槍そう〉である。


　地に影を落とすならばマルクに砕けないものは存在しない。


　それでもミリエラは果か敢かんに立ち上がると地面に手をつく。


「だったら、これはどうさ──っ？」


　なにか仕掛けようとしたミリエラの目の前で、地面が爆はぜた。


「悪いけどさ。あんたは俺の相手をしてくれないか？」


　すでに能力で姿を消しているオウマだった。敵だと恐おそろしく厄介な能力であるが、味方にいてくれるとこれほど頼たよりになる相手もそうはいない。


　あちらの相手はオウマがやってくれる。マルクはペインに向かって重たい足を進める。


　ペインは、マルクの足下を観察していた。


「昨晩に比べると影の範囲がまるで狭せまいな。それに、歩いた瞬しゆん間かん影が解ほどけた。毒のせいか、他ほかに制約があるのか、お前、今ろくに能力を扱あつかえないな？」


「あなたには、それで十分でございますよ」


「なら、試ためしてみるといい」


　そう言って、ペインは右手を幽かに揺ゆらした。


　ドンッ──直後、銃じゆう声せいが轟とどろく。


　──速い……！


　マルクのすぐ目の前。前方１シクほどの距離で、弾だん丸がんが静止していた。


　ペインの早はや撃うちだった。抜いた瞬間がほとんど見えなかった。初撃ならばあるいはドミニクに迫るかもしれない。


「圧あつ搾さくしろ──〈ダー・グッザ〉」


　弾丸を中心に、突とつ然ぜん景色が歪ゆがんだ。マルクは大きく靴くつを踏ふみならした。


　バキンッ──歪んだ空間が、ガラスのようにはじけ飛んだ。


　ペインが、大きく目を見開いた。


「有効範囲は１シク強といったところでしょうか。空間を圧縮するのがあなたの能力のようですが、歪んだ景色は歪んだ影を落としています」


　ペインの能力はマルクの影をも歪めるが、歪んだ景色は陽ひの光も歪める。つまり、影は落ちている。止めることはできないが、打ち砕いて良いのならばなんの問題もない。


「なるほど。思い上がりではないらしい」


　それはマルクを敵として認めた言葉だった。マルクの方も、ペインが強敵であることを再さい認にん識しきした。


　空間を押おし潰つぶす能力に超ちよう人じん的てきな身体能力。それだけでも十分脅きよう威いだというのに、弾丸に能力を乗せて撃ち込んでくる。マルクが〈魔槍〉ならペインは〈魔ま銃じゆう〉といったところか。


　マルクは銀ナイフを抜いた。右手に一本。左手に一本。今のマルクはもはや気力だけで立っているような状態である。一本ずつ投げるので精せい一いつ杯ぱいだった。


　ペインは覆ふく面めんをずらすと、安物の煙草たばこを咥くわえた。


「……始める前に、一つ訊きいておきたい」


　ペインの声は嘲あざけりの色が浮うかぶそれではなく、なにかを憂うれう真しん摯しな響ひびきを持っていた。


「お前は〈精杯グレイルの姫ひめ〉が何者なのかを理解しているのか？」


　それはむしろマルクの方が問いかけたいことである。ペインは、いや〈宣せん教きよう師し〉はどこまで理解していて〈精杯グレイルの姫〉を狙ねらっているのだろう。彼らが求める〈精杯グレイル〉はすでに存在しないというのに。


　マルクはにわかに眉まゆを顰ひそめながらも頷うなずいた。


「〈姫〉がどんな末路を辿たどるかも知っているのか？」


　眠ねむり続ける〈精杯グレイルの姫〉エミリオ。彼女は時間が止まったように全ての干かん渉しようを拒きよ絶ぜつしているが、少しずつ時間は流れている。少しずつ死に近づいている。そして、最後には枯かれ細って死に至る。


「ならば、逃にがしたいとは思わないのか？」


「逃がす……？」


　ここに来て、初めてマルクは訊き返した。


「組織に追われ、関かかわらなくともよい契約者どもと関わり、揺り籠かごから離はなれることもできない。そんな籠の鳥にさせて良いのか？」


「なにが、言いたいのです？」


「逃げれば、いい。ここはすでに組織に目をつけられている。ここではない遠くに行けばいい。契約者なんぞと関わらなければ、普ふ通つうの人間として暮らすこともできるだろう？　組織の目は晦くらませてやる。逃げれば、全てから解放される」


　エルミナと二人で逃げる──それは、あるいは一つの幸せなのかもしれない。


　いつまでもエルミナとともにいられ、契約者と諍いさかいを起こす必要もない。居い心地ごこちの良い居場所が永遠に続く。堪たまらなく魅み力りよく的な誘ゆう惑わくだった。


　マルクは、涼すずやかな微び笑しようを浮かべると、丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「それは、我わが主あるじの望みではございません」


「主の望みかどうかではない。お前が望めばそれを与あたえてやれるのだ、と言っている」


　それでも、マルクは首を横に振った。





「それでは──エルミナは笑ってくれません」





　ティーカップを傾かたむけ、無表情ながらも分かりやすい反応を見せてくれるエルミナが好きだ。ペインの言う通りにすれば、その幸せが手に入る。


　だが、エミリオを見捨てて逃げれば、エルミナはもう笑ってくれない。


　マルクが紅茶を注ついでも、もう表情を動かしてはくれない。


　エルミナは、また人形に戻もどる。


　マルクがエルミナの隣となりに傅かしずいたのは、彼女を自分のものにしたいからではない。彼女に笑ってほしいからである。彼女の微笑を遮さえぎる憂いを、少しでも振り払はらうためである。


　そして、ほんの少し笑いかけてもらえればそれでいい。マルクはそんなエルミナに恋こいをしたのだから。


　ペインが落らく胆たんしたような息をついた。


「お前も、同じことを言うんだな」


　懐ふところからもう一本煙草を抜くと、ペインは燐寸マツチで火をつけた。紫し煙えんを吐はき出し拳けん銃じゆうを抜く。弾倉から空から薬やつ莢きようをパラパラと排はい出しゆつし、それから新たに六発の弾丸を収める。


　銃弾は防げる。能力も砕ける。すでに一歩も動けないマルクだが、それでもペインの手は全て打ち砕ける。そのはずだが、ペインがそれだけで終わるとは思えない。


　ペインは退ひかない。退くわけがない。それは復ふく讐しゆうだから。ドミニクとなにがあったのかは分からないが、ペインにはもう止まれない。


　それが分かるから、マルクも全力で立ち向かう。


　ペインはもう一度紫煙を吐き出すと、静かに呟つぶやいた。


「それじゃあ、決着をつける、か」





　ピンと、煙草が宙に放られた。


「撃ち抜け──〈ダー・グッザ〉！」


　目にも留まらぬ早撃ち。


　マルクは瞬しゆん時じに影を展開し、弾丸を搦からめ捕とる。


　ブブン──耳みみ障ざわりな音を立て、景色が歪む。


　同時に、マルクの影が嚙かみ砕く。


　ドンッ──砕けた景色に、さらに弾丸が撃ち込まれる。


　砕けた景色の分だけ、弾丸は前進する。続けて能力が解放。景色が歪む。


　──力押しで、突つき破やぶるつもりですか……！


　三発目。弾丸はさらに前進する。歪んだ景色も押おし迫る。


　打ち砕く。呼吸する間もなく四発目。すでにマルクの鼻先の景色が歪む。


　──能力で防げるのはここまでです。


　マルクは銀ナイフを撃ち込む。影の〈魔槍〉。歪んだ景色を粉ふん砕さいするが、すでに五発目の弾丸が迫っていた。


　バキンッ──衝しよう突とつする〈魔槍〉と〈魔銃〉。


　砕けた景色の向こうに、最後の〈魔銃〉を放つペインの姿が見えた。


　盾たては砕かれた。槍も折れた。ナイフを放った直後、毒で自由の利きかない体は反応が鈍にぶい。


　それでも──


「──撃ち抜ぬけ〈クフ・リーン〉！」


　もう一方のナイフを撃ち込む。


　今一度衝突する〈魔ま槍そう〉と〈魔銃〉。どちらも最後の一いち撃げき。威い力りよくは互ご角かく。


　景色が歪み、そしてそれが砕けていく。ペインは弾たま切ぎれ。マルクはもう、ナイフを投げる力が残っていなかった。


　しかし、ペインはまだあの超人的な身体能力がある。歪んだ景色めがけて、ペインが突とつ進しんしてきていた。


　目の前がグニャリと歪む。膝ひざから力が抜ける。


　──動け！　動け！　動け、動け動け動け動け動け動け──動きなさいっ！


　マルクの手は、なんとか〝カナメから借りてきたもの〟に届いた。


「うああああああああああっ！」


　雄お叫たけびを上げながら、マルクは腕うでを振ふり上げる。


　バキンッ──景色が砕くだけ散ちる。


　砕けた景色の向こうから、赤い飛沫しぶきを撒まいてペインが姿を現す。それを、銀色の閃せん光こうが貫つらぬいた。


　ドッ──ペインの体が、大きく後ろに吹ふき飛ばされた。


「……今のは、カナメからの一撃です」


　後ろに倒たおれ込んだペインの肩かたには、大おお振ぶりの刃は物ものが突き刺ささっていた。それは、カナメの短刀モルドレットだった。
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「私の、勝ちです」


　倒れたまま、動こうとしないペインにマルクは決着を宣言する。影かげで括くくっているのだから当然であるが、返事くらいはできるはずである。


　いつまで待っても返事がないことに、マルクが首を傾かしげたときだった。ペインの口から血が噴ふき出した。


「ジェノバ！」


　肩を狙ったのだ。致ち命めい傷しようではないはずだ。混乱しながらも、マルクはジェノバを呼ぶ。


　ジェノバならば手当てができる。マルクは決着を望んでいたが、ペインを殺したかったわけではない。相手を死なせたのではマルクの勝ちではない──エルミナの隣に傅くならば人は殺さない──それが、マルクの誓ちかいなのだから。


　駆かけ寄よろうとして、マルクはその場に転てん倒とうした。先ほどのが最後の力だった。もう立ち上がる力も残っていなかった。


　それでもなんとか顔を上げると、ペインのもとに誰だれかが駆け寄っていた。


「ペインさん！」


　駆け寄ったのは、ジェノバではなくミリエラだった。手元になにかのつぼみを取り出すと開花させる。それは、マルクが使われた毒の花に見えた。


　マルクが困こん惑わくしていると、その視界をフワリとしたものが覆おおい隠かくした。そして、頰ほおに冷たくも柔やわらかい感かん触しよく。水で濡ぬらしたハンカチなのだと、少し遅おくれて気づいた。


　エルミナだった。ドレスが汚よごれるのも気に留めず、地面にしゃがみ込むとマルクの頭をその膝に載せる。


「ちょ──ちょっと、エル、ミナ……？」


　形としては膝ひざ枕まくらになるが、マルクはうつぶせに倒れているのだ。柔らかな太ももがまともに顔を覆っていた。


　顔を横に向けると、狼狽うろたえるマルクを気にも留めず、エルミナは冷たいハンカチでその頰や額を拭ぬぐう。逆らってはいけないような気がして、マルクはされるがままにされた。


　ようやくその手が止まったころ、マルクは恐おそる恐おそるエルミナの顔を見上げた。


　そこには、何な故ぜか不服そうに眉を寄せたエルミナの顔があった。珍めずらしく表情を表してくれているが、あまり機き嫌げんが良さそうには見えない。


　そしてエルミナはギュッとマルクの頰を摘つまんだ。


「な、なにをなふぁるんでふか？」


　エルミナはなおも不服そうに指の力を強める。それから、囁ささやくように呟いた。


「……君の居場所は私の隣だ。私が去っていいと言うまで、そうだと言った」


　──君が屋や敷しきを去っていいのは、私がそう言ったときだけだ──


　それは、マルクとエルミナが出会ったばかりのときに交かわした約束だった。


　ひとしきりマルクの頰を摘み続けると、エルミナはようやく指を放した。


「……それで、私の居場所を乱したことは水に流そう」


　満足そうにそう言うと、エルミナは立ち上がった。それから、ペインの方へ視線を向ける。ペインのもとにはミリエラとジェノバがかがみ込んでいた。


「エルミナ、肩を貸していただけます？　ペインのところに、行かせてください」


　エルミナは少し驚おどろいたように瞬またたきをすると、マルクの腕を自分の首に回した。


「あ、エルミナさん、それくらい俺が…………いや、なんでもないです」


　いつの間にか側そばに来ていたオウマが、何故か怯おびえたように後あと退ずさっていた。


　首を傾げながらも、マルクはエルミナに肩を貸してもらった。細くて頼たよりない肩。それでも懸けん命めいに支えようとしてくれているのが、嬉うれしいようなむずがゆいようななんとも言えない気持ちにさせた。


「ジェノバ。助かりますか？」


　ペインのもとにたどり着いたマルクが問いかけると、ジェノバは難しそうな顔を見せた。


「さてな。我も寿じゆ命みようばかりはどうしようもない」


「寿命……？」


　ジェノバは地面に散った花びらを拾い上げる。


「シャウランの花は猛もう毒どくを持っているが、これは使いようによっては心不全の特効薬ともなる」


「つまり？」


「このものは心臓を病やんでいる」


　ペインが、ゴホッと血の混じった咳せきをした。


「こいつが、俺の〝対価〟だ」


「どういう、ことです……？」


「ペインさんの対価は寿命なのよ。心臓が、普ふ通つうの人間よりずっと速く動いてるの」


　寿命と心臓がどう繫つながるのか分からなかったマルクは首を傾げた。


「……生き物の心臓は、一生のうちに二十億回打つと言われている」


　答えたのはエルミナだった。


「鼓こ動どうの回数は生物の砂時計なのさ。寿命の長いものほど鼓動の間かん隔かくは遅おそい。そして体の大きな生物ほど、寿命が長い傾けい向こうがある。全身に巡めぐる血の量が多いから巡り回るのも遅いのさ。このものの場合、常人の三倍程度だろうか？　その分寿命も縮まる」


　淡たん々たんと語るジェノバに、ペインが笑うような声を返した。


「代わりに、力は手に入った。そう、捨てたもんでもない」


　エルミナの話では、小さい生き物は鼓動が速い分、大きな生き物よりも力が強いらしい。もしもネズミと人間が同じ大きさならばネズミの方が圧あつ倒とう的てきに力が強いのだ。昆こん虫ちゆうでも同じようなことが言われているが。


　マルクには、ペインが焦あせっていたのだとようやく理解できた。彼の寿命はあといくらほど残っているのだろう。


　そして、彼がエルミナやその母ヴィオラに執しゆう着ちやくしていた理由が分かったような気がした。


　ペインはきっと知っていたのだろう。ヴィオラが起きていたころから、彼女が若くして眠ねむり姫ひめになることを。寿命が短いことを。自分の寿命が短いから、同じく寿命の短いヴィオラを救いたかったのだ。


　それから、ペインは力ちから尽つきたようにバタリと手足を投げ出した。


「ああ……くそ。また、負けた」


「はい。私の勝ちです」


「ちくしょう……。まあ、お前になら、負けてやってもいいか」


　それから、マルクに視線を向けた。


「お前は、俺みたいになるなよ」


　先代〈精杯グレイルの姫〉のためにその生しよう涯がいをかけた男からの言葉。マルクは、力強く頷うなずいた。


　エルミナがそんなペインの前にそっとかがみ込んだ。


「……マルク。ナイフを」


　ナイフなど一体なにに使うのだろう。疑問は覚えたものの命じられて、マルクは速すみやかに銀ナイフを差し出した。


　銀ナイフを受け取ると、エルミナは刃はの部分に手を添そえる。


「……私は、君の時間を少しだけ延ばすことができる。君の時間があと一年だというのなら三年に。ひと月だというのならみ月に。一日だというのなら三日に。一分だというのなら三分に」


　歌うように語るエルミナに、ペインが呆あつ気けにとられたように口を開く。エルミナは凜りんとした声で告げた。


「……君に、生きる意思はあるかね」


　ペインは、困ったように顔を覆った。


「参ったな。あなたは、思ったよりもずっと厳しい方だ」


　それから、なにかを摑つかむように手を伸のばした。


「──証あかしが、欲しい。ヴィオラ様のために生きるのが、俺の全すべてだった。だがヴィオラ様はもういない。俺が生きたという証が欲しい。時間をくれ」


　エルミナはそっと目を閉じると、ギュッと刃に添えた手を握にぎった。じわりと、赤い血が滴したたった。


「……ならば契けい約やくしよう。私は妹を、君は時間を、対価を取り戻もどすために」


　流れる赤い滴しずくがペインのそれに重なる。


〈空白の契約書〉に、また一つ契約者の名が刻まれた。それは、エルミナがまた一歩眠り姫に近づいたことでもあった。


　直後、エルミナの体がグラリと揺ゆれた。マルクはそれをそっと受け止める。手足には未いまだに力が入らないが、この役を人に譲ゆずるつもりはない。


　──逃にがしたいとは思わないのか──


　ペインの言葉が蘇よみがえる。この先、ずっとエルミナにこんな思いをさせて良いのか？


　マルクは小さく首を横に振った。


　──隣となりにいると誓ったのです。支えると、誓ったのです。


　だからマルクは目を逸そらさない。どれほど辛つらくとも、エルミナの姿を見届ける。


　しばらく支えていると、エルミナはようやく意識がはっきりしたらしく自分の足で立ち上がった。マルクがエルミナから手を放すと、ペインが身を起こして膝ひざをついていた。


「エルミナお嬢じよう様さま。一つだけ、お伝えしたいことがあります」


　どうやら、大きな声で言えることではないらしい。エルミナがしゃがんで顔を近づけ、ペインがその耳に何事かを囁いた。


　エルミナの肩かたがビクリと震ふるえた。


「エルミナ……？」


　マルクがエルミナに声をかけようとしたときだった。





「また、僕は遅かったみたいだね……」





　聞き慣れた家令の声が耳に飛び込んできた。
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　ヴィオラとリカルドの結けつ婚こん式しきは、街の教会で厳おごそかに行われる。


　仮にも貴族が行うものとしては異常なほど地味なものである。それは彼が〈宣せん教きよう師し〉だからだろうか？　それともヴィオラを目立たせたくないからだろうか。


　少年は、その教会から遠く離はなれた街外れの森にいた。


　そこに、執しつ事じがいた。


「決心はついたかい？　少年」


　少年は小さく頷いた。


「ならば行こうか。リカルドは客を呼んでいない。すぐに片がつく。あるいは、俺たちが襲しゆう撃げきすることも見えているのかもしれないがな」


　街に向かって進もうとする執事の行く手を、少年は腕うでを広げて遮さえぎった。


「……なんのつもりだ少年？」


「質問があります」


「なんだ？」


「式中に襲撃すれば多数の目もく撃げき者しやを作ります。ヴィオラを逃がすのならば面が割れるのは問題です」


　執事は苦く笑しようを返した。


「そちらは気にするなと言った。目撃者は誰だれもいなくなる」


　それは全て〝処分〟するという意味だった。


「質問は以上か？　そろそろ時間もない。行くぞ」


　少年はなおも執事の前から退こうとはしなかった。


「自分は考えました。自分にとってヴィオラは特別のようです。自分はヴィオラを殺せと言われても殺せません。ヴィオラは自分に命令はしません。なのに、ヴィオラが隣にいないとなにもできないような気持ちになります」


　ヴィオラは屋敷に行ったまま、戻ってはこなかった。リカルドに止められているのかもしれない。そうでなくともなにか事情があるのかもしれない。いずれにせよ、たった一晩の話である。


　たった一晩会えなかっただけなのに、少年は胸が締しめ付けられるような気分になった。


　今すぐ全てをたたき壊こわしてヴィオラを連れ去りたい衝しよう動どうに駆かられる。


　ヴィオラに会いたい。


「なら、迷うことはないだろう？」


　少年は首を横に振ふった。


「自分はヴィオラにどうしたいのか分かりません。ですがヴィオラにどうしてほしいかは分かりました。自分は、ヴィオラに笑ってほしいのです」


　執事はいらだちの混じったため息をつく。


「それは俺も同じだ。だから、ヴィオラ様を逃がす。なにか問題があるのか？」


　そして、少年は決意を秘ひめた声を吐はき出した。





「──それでは、ヴィオラは笑ってくれない」





　それは、少年が初めて自分の意志で決めた選せん択たくだった。


「だから、あなたを止めます」


　執事が自分の耳を疑うように訊きき返す。


「お前は、自分がなにを言っているのか理解しているのか？　俺の邪じや魔まをするということは、ヴィオラ様を見捨てるということだ」


　少年は首を横に振る。


「ヴィオラは言いました。人を殺さないでと。自分には、その約束の方が大事です」


「約束のためにそのヴィオラ様を籠かごの鳥にするというのか？」


「ヴィオラが自分の足で逃げられないなら、自分が攫さらいに行くと約束しました。ヴィオラはまだ、自分を呼んではいない」


　執事から表情がスッポリと抜ぬけ落ちた。


「呆あきれたな。お前にヴィオラ様を任せようとした俺が愚おろかだったらしい」


　ヴァレンシュタイン家の紋もん章しようが刻まれた手て袋ぶくろを脱ぬぐと、執事は小さな刃は物ものをその手に押おしつける。じわりと血が伝った。


「もういい。お前は必要ない。ヴィオラ様には、お前は遠くに行ったと告げる」


　少年は上着を脱いだ。シャツの上からでも分かる、引き締まった肉体が顕あらわとなる。


「あなたには、できないかもしれない」


「お前、誰に負けて屋や敷しきに置かれたのか忘れたのか？」


　少年は執事に勝てなかった。だからリカルドに身み柄がらを買い取られた。


　それでも少年は退ひかない。初めて自分の意志で行動するのだ。


　そして、それはハーケンス家歴代最高傑けつ作さくとまで呼ばれた〝戦せん闘とう人形〟が人間になれた瞬しゆん間かんでもあった。





「ヴァレンシュタイン家使用人見習い──ドミニク＝ハーケンス──参ります」





　少年──ドミニクは地を蹴けった。


　執事はフンと鼻を鳴らす。


「ヴァレンシュタイン家執事バトラーペイン──押し通る」


　ペインが鮮せん血けつをまき散らす。ドミニクは一いつ瞬しゆん足を止めるとそこから鋭えい角かくに飛び退のく。そのまま弧こを描えがいて回り込む。踏ふみ込こみで地面が抉えぐれ、雑草が宙に舞まう。


「──消えた？」


　ペインが驚きよう愕がくの声を漏もらす。


　瞬間的に動きを止め、それから刹せつ那なの高速移動。ペインの目に残像を映した。


　が、それでも一度はドミニクを破った男。契約者の〝なんとなく〟というカンを働かせたのだろう、真横から踏み込むドミニクに間かん一いつ髪ぱつ反応する。





　ペインの能力は血でマーキングしたものを中心に空間を圧縮する。一ひと滴しずくでも返り血を浴びれば一巻の終わりである。それはつまり、近きん距きよ離りからは攻こう撃げきすることすらできないということだった。


　拳こぶしや刃物はもちろんのこと、拳けん銃じゆうでも至近距離から撃うてば返り血は数シクも飛ぶ。室内や近距離では勝ち目がなく、契約者には遠距離からの狙そ撃げきがほとんど効果を持たない。


　だから、ドミニクは勝てなかった。





　踏み込んだドミニクに、ペインの血に染まった手が突つき出される。


　ドミニクはピタリと身を硬こう直ちよくさせ、それから瞬時に身をかがめて腕をかいくぐる。ペインは残像を引き裂さくことしかできなかった。


　そのまま背中に回り込むと下から厄やつ介かいな腕を捕とらえる。


　ゴキンッ──鈍にぶい音が響ひびいた。


「ぐあっ？」


　腕を取ったドミニクは、そのまま躊ちゆう躇ちよなくへし折っていた。


　──だったら、傷を与あたえないように壊せばいい。


　上じよう腕わんからへし折られた腕は奇き妙みような方向に曲がる。飛び散る血しぶきは、ドミニクの体を汚よごすことはできなかった。


「きっ──さまぁぁあっ！」


　残った腕で拳を突き出すペイン。ドミニクは三度残像を創つくり出す。拳は彼を逸れてすぐ後ろにあった樹木に直ちよく撃げきした。


　メキメキメキ──音を立ててへし折れる樹木。人間が拳を叩たたきつけた程度でこうはならない。ペインの筋力はどういうわけか常人を圧あつ倒とう的てきに凌りよう駕がしている。


　それでも、ドミニクの顔には動どう揺ようの一つも現れなかった。


　続けざまに拳を振りかぶるペイン。ドミニクはそれに合わせて肘ひじを突き出す。


　グシャッ──ペインの前腕骨が奇妙な音を立てて半分に折れた。


「──────っ！」


　声にならない悲鳴を上げるペイン。


「力が強いということはそれだけ体にかかる力も大きい」


　それは勝かち誇ほこるでも虚きよ勢せいを張るでもない、淡たん々たんとした事実の羅ら列れつ。


　両りよう腕うでをへし折られたペインはようやく理解したのだろう。自分の目の前にいるのが人間を壊すための技術で磨みがき上げられた凶きよう器きであることを。


　絶望に染まった顔のまま、ペインは蹴りを放つ。彼の脚きやく力りよくならば、人間の体を真っ二つにするだけの威い力りよくがある。


　ドミニクは、それを肘と膝ひざで挟はさみ込んで受ける。


　三度目は、絶ぜつ叫きようだった。


　ペインの足は、関節を一つ増やされていた。堪たまらず地面を転がる。


　ドミニクが名乗りを上げてからまだ十秒と経たっていなかった。自分に起きた現象が理解できないというようにドミニクを睨にらみつけるペイン。


　両腕に加え足までへし折られたのだ。もはや完全に戦闘不能である。それでも、ペインは契けい約やく者しやであり、訓練を受け能力を鍛きたえ上げた〈宣教師〉だった。


「ぐるっあああぁあっ！」


　獣けもののような雄お叫たけびを上げ、ペインは上体を捻ひねった。へし折れた腕もそれに巻かれて旋せん回かいする。折れた腕を振るうのはどれだけの苦痛を生むだろう。


　その決死の一いち撃げきは確かに届いていた。ドミニクの真っ白なシャツに一点のシミがつけられる。


　ドミニクは、さしてそれを気にする様子もなくペインを摑つかみ上げた。


「この距離で能力を使えばあなたも死ぬ。自分と道連れになる覚かく悟ごはありますか」


　ペインが、絶句していた。彼はヴィオラを逃にがしたいのだ。ドミニク一人を道連れにすることに意味はない。それ以前に、これだけの重傷を負わされてはもはや当初の目的は果たしようがない。無傷で一いつ蹴しゆうできなければならなかったのだ。


　反面、ドミニクはここでペインを止めることに命を懸かけている。命を懸けて、その上でヴィオラのもとに帰らなければならない。


　人として初めて覚悟を持ったドミニクと、あくまで格下を振り払はらうつもりでしかなかったペインには、埋うめがたい覚悟の差が存在した。そして、それは外ならぬペイン自身が敗北を認めた瞬間でもあった。





　──届いていますか──





　風に乗って、誰かの歌声を聞いたような気がした。


　それが誰の謳うたなのか気づいたドミニクは手を放した。ずるずると地面に頽くずおれるペイン。相手の戦意も確かめぬまま、ドミニクは背中を向ける。


「待て……。お前、嘗なめているのか？　俺の能力はもう、お前を捉とらえてるんだぞ？」


　ドミニクのシャツにはペインの血が付着したままである。この状態では契約者でもないドミニクに、回かい避ひの術すべはない。





　──覚えていますか。あなたと歩いた過ぎ去りし季節──





「あなたには、できなかった」


　ただドミニクを殺したいのであれば、ペインは今ドミニクと刺さし違ちがえていたはずだ。それができなかったから、彼にはもうドミニクを殺すことができない。契約者は自身を人間より優すぐれていると考える。それゆえ、人間に対して誇りを貫つらぬく。自身より劣おとる人間に意地を貫かざるを得ないのだ。


　ペインは力ちから尽つきたように倒たおれ込んだ。それでも、なんとか呻うめくような声を投げかける。


「どこに、行くつもり、だ……」





　──あなたと歌った遥はるかな思い出──





「ヴィオラが、呼んでいます」


　ドミニクはヴィオラとの約束を果たすため、彼女の式場に向かった。その先になにが待ち受けているか、知るよしもなく。ただ、どこまでも悲しい音色で響く謳を追いかけて。





　──目を閉じ夢を見たなら、あなたはそこにいますか──





　オペラで歌うのが夢だと楽しそうに語ってくれた少女に応こたえるため、彼女が笑ってくれることだけを願って、少年は一人駆かけ抜けた。






　エピローグ







「……そう。二人はもう行ったのだね」


　寝しん室しつのテラスにて、ティーカップを傾かたむけたエルミナは確かめるようにそう囁ささやいた。


　マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折って返礼する。





　あのとき交戦した契約者──ペインとミリエラは、エルミナと契約を交かわしたが屋や敷しきには留とどまらなかった。


　ペインにどの程度の時間が残っているのかは分からないが、彼はその時間でやり遂とげたいことがあるのだという。ミリエラもそれに付き従った。


　マルクとしては使用人にどちらかは残ってもらいたかったのだが、寄より添そう彼らにそうは言えなかった。


　ミリエラが常にシャウランのつぼみを髪かみ飾かざりにしていたのは、攻撃するためではなくペインのためだった。常人の三倍という速度で打ち続けた心臓はすでに機能不全を起こしていた。その応急処置を速すみやかに行うために必要だったのだ。





　マルクがそれを思い返していると、エルミナは紅茶をテーブルに戻もどしていた。


「……マルク。カナメの容態はどうかね」


「ご心配には及およびません。今け朝さもすでに起きて鍛たん錬れんに出ておりました。後こう遺い症しようもないようでございます」


　ジェノバの能力ならばあの程度の怪け我がなど造作もなく修復できる。だからと言ってカナメに怪我をさせて良いわけではないが。


　問題はジェノバから求愛されているカナメが治ち療りようを拒きよ否ひしかねないことだったのだが、意外なことにおとなしく治療を受けていた。やはり彼女にとっては今回の一件は敗北だったのだろう。なにか思うところがあったのかもしれない。


「……そう。ならば、問題はないようだね」


　本当に気にかけていたらしく、エルミナの声には安あん堵どの色が滲にじんでいた。


　それから、マルクはふと疑問に思っていたことを口にした。


「エルミナとカナメの仲が良いのは、多少意外でございました」


　エルミナはピクンと眉まゆを揺ゆらした。それから、どこか憂うれいに陰かげった声こわ音ねで囁いた。


「……私たちは、ドミニクとペインのようなものなのだと思う」


　ドミニクとペイン──そう言われて、マルクは昨日のドミニクが帰ってきてからの出来事を思い返した。
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「ドミニクさん……？」


　そこにいたのは、休きゆう暇かで留守のはずのドミニクだった。


　マルクが問いかけると、ドミニクはフニャリとゆるみきった空気を垂れ流した。


「列車の中でペインのことを知ってね。慌あわてて戻ってきたんだけど、少し遅ち刻こくしたみたいだね」


　そんなドミニクの顔を見て、ペインがゆっくりと身を起こした。


「は、はは、は……。俺としたことが、ここに来た理由を忘れるところだった」


　ようやく決着がついたというのに、ここで姿を現したドミニクは彼の復ふく讐しゆう心しんに火をつけるには十分な存在だった。


　マルクたちが与えた傷はそう大したものではない。それ以前に、彼の体は寿じゆ命みようでボロボロなのだ。立ち上がるペインに、ミリエラが縋すがるような声を上げる。


「ペインさん、もう止やめてくださいよぉ。死んじゃいますって」


　ミリエラの制止も虚むなしく、ペインは一歩、また一歩とドミニクに向かって前進する。


　エルミナもそれを黙だまって見過ごすことはできないのだろう。ペインの前に出ようとするが、マルクはそれを押し止とどめた。


「……何な故ぜ」


　批難するような声を漏もらすエルミナに、マルクは首を横に振ふった。


「あれは、ペインとドミニクさんの問題です。私たちが手を出してはいけません」


　そして、ペインはドミニクの正面にたどり着いていた。


「久しぶりだね、少年」


「久しぶりだね、執事バトラーさん」


　フニャリと緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもなく答えたドミニクの胸むなぐらに、ペインが摑みかかる。すでにあちこち血まみれのペインは、それだけでドミニクに血をつけることができた。


　ドミニクは、どうするつもりなのだろう。彼ならばこの状じよう況きようからでもペインを打ち破るかもしれない。だが、ドミニクは身構える素そ振ぶりすら見せない。ペインは彼に復讐するためにここまで来たのだ。ドミニクを道連れにすることに躊ちゆう躇ちよはないというのに。


　ペインはそのままドミニクを睨み続けたが、やがて諦あきらめたようにその手を放した。


　それから、懐ふところから一通の封ふう筒とうを取り出した。そう古いものではない。


「──ヴィオラ様からだ。宛あて名なは、お前になっている」


　ドミニクが、大きく目を見開いた。


　それで用は済んだというように、ペインは踵きびすを返した。


「え？　あれ？　ペインさん、あの人、ペインさんの復讐の相手じゃないんですか？」


　ミリエラのもっともな疑問に、ペインは舌打ちを返した。





「あいつは、十五年間、ヴィオラ様を見続けてきたんだよ……！」





　恐おそらく、言ってやりたいことは山ほどあったのだろう。殺しても足りないくらい憎にくんでいたのだろう。だというのに、ペインはドミニクを理解してしまったのだ。


　ドミニクとヴィオラがどんな関係だったのか。それはマルクには知るよしもない。それでも、なにもしてやれず、ただ衰すい弱じやくしていく眠ねむり姫ひめを十五年間も見続けなければならないのがどんなことなのかは想像できる。


　マルクとて、今の〈精杯グレイルの姫〉──エミリオと面識がある。彼女がどんな性格でどれほどエルミナと仲が良かったか。どんな顔で笑い、どんな声で歌うのか。そのエミリオを十五年間も見続ければ、エルミナでなくとも気がおかしくなるだろう。


　だから、フニャリとゆるんだ笑みを浮うかべるドミニクになにも言えなくなった。


　受け取った封筒をしばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめていたドミニクは、やがて恐る恐る封ふうを破った。


　封筒の中には、もう一通の便せんが収められていた。こちらはずいぶん古いものらしく、色いろ褪あせてシミが広がっている。


　便せんを開き、ドミニクはフニャリとした笑みを浮かべた。


「ペイン。君、この中身は読んだのかい？」


「読むと思うのか？」


「思わないな」


　ドミニクは脱だつ力りよくしたようなため息を漏らした。


「ヴィオラ……。君は、馬ば鹿かだよ。僕は、君のために泣いてあげることすらしてあげなかったのに……」


　そのひと言は、いくらなんでも許せなかったのだろう。ペインはもう一度ドミニクに振り返った。


「──おい」


　ゴリッと、ドミニクの顔面に拳こぶしが叩たたきつけられた。


　ドミニクは、受け身も取らないでそのまま倒れ込んだ。そんなドミニクに、ペインが威い圧あつ的な声を投げかける。


「泣いてあげなかった……だと？　お前は、なに様のつもりだ」


　それから倒たおれたままのドミニクを摑つかみ上げる。それでもドミニクの顔はゆるんだ笑みを浮かべたままだった。


「ヴィオラ様が教えなかったら、そんなことも分からないのか」


　ドミニクがキョトンとして瞬まばたきをした。





「──泣けよ。泣いて、いいんだよ。お前は」





　そのひと言で、ようやくマルクはドミニクがあのふにゃけた顔以外を、滅めつ多たに見せないことを思い出した。


　いつでもフニャリとゆるんだ笑みを浮かべるドミニクは、エルミナとは反対の意味で表情が読めなかった。いや、反対だと思っていた。表情を動かさないという意味では、あれも無表情だったのだ。


　──一年前に無表情になったのは、エルミナだけではなかったのですね……。


　あるいは、もっと前からだったのかもしれない。彼は彼にとって大切な人物だったのだろう、ヴィオラの眠り衰弱していく姿をずっと見つめ続けてきたのだから。


　ペインが手を放した。そのままドミニクは地面にへたり込んでいた。


　そのドミニクの頰ほおを、一筋の滴しずくが伝った。


「あ、れ……？　なん、で、今いまごろ……」


　そこに、いつものふにゃけた家令はいなかった。
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　十五年分、あるいはそれ以上の間、せき止めていたものがあふれ出していた。いつものゆるみきった空気などどこにもない。マルクは、初めてドミニクの素す顔がおを見た気がした。


　エルミナがマルクの燕えん尾び服ふくをギュッと握にぎり締しめる。マルクは、その背中をそっと抱だき寄せた。





　そして、先代の〈精杯グレイルの姫〉を守ろうとした男たちの物語は、ここに完結した。
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　──十五年……ですか。


　エルミナとエミリオ──二人の〈精杯グレイルの姫〉を守ろうとするマルクは、十五年後どうしているのだろうか。


　あのときのドミニクの姿が脳のう裏りを過よぎる。あれは、十五年後のマルクの姿なのかもしれないのだ。


　──いいえ。そうはさせません。


　マルクが拳を握ると、つんつんと燕尾服を引っ張られた。


「……聞こえているのかね」


　エルミナだった。どうやらなにかを言われていたらしい。


「申し訳ございません。少し考え事をしておりました」


　慌てて、それでいて静かに腰こしを折ると、エルミナは翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを幽かすかに翳かげらせた。


「……頼たのみたいことがある。あとでカナメを呼んでもらいたい」


　カナメならば怪我も治ったということで針仕事を再開しているはずだった。彼女は今度は二着目の着物──エミリオ用の白の着物を手がけているのだ。


　見ればエルミナもすでに紅茶を飲み終えている。ぼうっとしていたこともあるので、紅茶を下げてその足で向かう方が良さそうだった。


「かしこまりました。自室にいるはずでございます。ただいま呼んでまいりましょう」


　紅茶を下げてから、マルクはふと疑問を覚えた。エルミナとカナメの仲がドミニクとペインのようなものだとはどういう意味なのだろうか。


　──戦友……と言いたかったのでしょうか？


　首を傾かしげながらもエルミナの寝しん室しつをあとにし、マルクは斜ななめ向かいの部屋に向かった。


「カナメ、いますか？　エルミナがお呼びです」


　扉とびらを静かに二度叩くとすぐに返事があった。カチャリと音を立て、扉が内側に開く。


　顔を見せたカナメは、妙みように落ち着き払はらっていた。なにも普ふ段だんから慌ただしい娘むすめではないが、どこか達観しているかのように思えた。譬たとえるならば戦いくさの直前で迷いを捨て去った騎き士しだろうか。


　なにか厄やつ介かいごとでも抱かかえているのかとマルクが気にかけると、カナメはスッと部屋から出てきた。


「エルミナが呼んでいるのであろ？」


「え？　ええ……」


　マルクが戸と惑まどっていると、カナメはエルミナの部屋に向かおうとして、一度足を止めた。


「マルク、あとで話がある。時間を空けておけ」


　まったくもって使用人というよりも主あるじのような口調だった。


　マルクが苦く笑しようする間に、カナメはエルミナの寝室へと消える。


　その背中を見送って、マルクも玄げん関かんホールへと下りた。





「おや、ドミニクさん？」


　玄関ホールに下りると、そこにはアーロンの巨きよ体たいと再び外出したはずのドミニクがいた。その隣となりに何な故ぜかクリスまでいるのだが、マルクはあえて見えないことにした。


「なに無視してんのよ」


　当然のように殴なぐられた。


「何故あなたがここにいるのです。……まあ、いいです。それよりドミニクさん、なにか忘れ物でございますか？」


「やあ、僕はまだ休きゆう暇か中だからね」


　マルクが首を傾げると、ドミニクはフニャリとゆるみきった笑みを返した。


「今日はちょっと見送りに行ってきただけなんだ。クリスさんもついでにね」


　ああ、とマルクは声を溢こぼした。ドミニクたちはペインたちを見送ってきたのだ。


「なにか、話したのですか？」


「うん。ヴィオラの……お墓の場所を教えてもらったよ」


「……訊きいてもよろしいでしょうか。ドミニクさんとペインは、どのような間あいだ柄がらだったのでしょうか」


　結局、マルクはそのことを誰だれからも聞きそびれていた。


「うーん……。そうだなあ。同じ女性を好きになっちゃったもの同士……ってやつかな」


　──それは、恋こい敵がたきというのではありませんか？


　マルクが絶句していると、アーロンがマルクの頭をポンポンと叩いた。


「貴き殿でんも少しは自覚するべきだと思うのである」


「じ、自覚はしていますよ……」


　マルクはエルミナとカナメの両方に好意を抱いだいてしまった。エルミナのことを選んだつもりなのに、それでもカナメが傷付けられれば許せない気持ちになる。


「そういった意味ではないのであるが」


　アーロンが呆あきれたように首を横に振ふる。その意味が分からなかったマルクは首を捻ひねる。


「それで、アーロンまでこんなところでなにをやっているのです？」


　アーロンの持ち場は正面門の門番小屋である。急な来客に備え、そこを留守にすることはあまりないはずなのだが。


「ああ、ちょっと倉庫から出してほしいものがあってね」


「私やオウマでは難しいものなのですか？」


　基本的に屋や敷しきの管理はマルクの担当である。最近では人選も一任されているのでドミニクがわざわざアーロンまで引っ張り込むことは少ない。


「うん。君たちにももちろん頼むけど、一いつ旦たん倉庫の中のもの全部出しちゃわないといけなくてね。人手が足りないだろうと思ってさ」


　そう言って、ドミニクとアーロンは地下へと下りていく。アーロンの巨体は、階段の壁かべを抉えぐるように下っていく。後ろから見ると綺き麗れいに詰つまって見えた。


　──これではものを持ち運ぶことは難しいのではありませんか？


　その背中を見送ると、珍めずらしいことにクリスはついていくことなくその場に留まっていた。


「それで、あなたはここでなにをしているのです？」


　とっとと消えなさいという苛か烈れつな意志を込こめてそう言うと、クリスは満足そうな笑みを零こぼした。


「エルミナさんたちのお顔を見に来たに決まってるじゃない。と、言いたいところだけどね……」


「だけど……？」


「もう、列車の時間なのよね。残念だけど、しばらくこの街を離はなれるわ」


「それは名残なごり惜おしいです。もう二度と会えないことを祈いのっています」


　心の底から嬉うれしそうに言うマルク。クリスにもう一度殴られた。


「失礼しちゃうわね。まあ、今は許してあげるわ。機き嫌げんが良いの。あの人の笑った顔が見られたからね」


「あの人……？」


　ニナという旅館の娘のことだろうか。クリスは〝女性の笑った顔を見る〟という理念以外で行動することがない。今回のことはてっきり女の子が巻き込まれたからだと思っていたが、やはり見たいものは見たらしい。


「はあ……。あのニナというお嬢じようさんはきちんと帰られたのですか？」


「ええ。ペインにも旅館の工事代を請せい求きゆうできたし問題ないわ」


「それで笑わせたのですか？」


　マルクの問いに、クリスは不思議そうに首を傾げた。


「……ああ、違ちがうわよ。ニナの笑った顔は会ってすぐに見てるわ。今回見たかったのはミリエラさんの笑った顔よ」


　ミリエラ──パカンと口を開いて「あは」と笑う姿が目に浮うかんだ。確かにあれも女性ではある。


「四六時中笑っているように思えましたが……」


「んもう、分かってないわねえ。ミリエラさん、本当に笑うととても素敵な顔なのよ」


　そう言って、身み悶もだえするクリス。一体なにをやって笑わせたのだろうか。


　マルクが首を傾げていると、クリスは恍こう惚こつとした顔のまま呟つぶやいた。


「分からない？　ミリエラさん、ペインさんといっしょに行ったのよ」


　やはり意味が分からずマルクがため息をついていると、クリスは荷物を抱えて玄関に向かった。


「それじゃあ、また来るわ」


「お黙だまりなさい。二度と来るんじゃありません」





　クリスはヒラヒラと手を振り、去っていった。不快感に嘆たん息そくしながらも、マルクの方もティーセットを片付けなければならないので地下へ向かう。


　階下に下りると、アーロンとドミニクが倉庫の整理を始めていた。もっともアーロンの方は倉庫に入るのが困難らしく入り口に詰まっているが。


「何事？」


　昼食の支し度たくをしていたセリアが怪け訝げんそうに問いかける。


「はあ、なんでも倉庫から荷物を全部出すのだそうです」


　セリアはチラリとアーロンへ視線を向けた。


「父、倉庫内進入困難」


「うぬ。やはり厳しいであるか」


「まあ、倉庫の外にもたくさん荷物を出すからね」


　厨ちゆう房ぼうを管理するセリアに地下で逆らうものは存在しない。料理人は執しつ事じからも独立した権限を持っているのだ。家令のドミニクですら、頼み事はしても意見することはできない。


「わわわ。な、なんの騒さわぎですか？」


　目を向けると、アイシャやジェノバも下りてきていた。彼女たちは庭に出ていたはずだが、地下の騒ぎを聞きつけてやってきたのだろう。


「やれやれ。結局みんな集まっちゃったね。まあ、いいか。せっかくだから見てやって」


　そう言って、ドミニクは倉庫の扉を開ける。


　いつの間にかオウマもやってきていたので──今さら突とつ然ぜん現れる程度のことで狼狽うろたえはしない──二列に並んで倉庫内の荷物を順番に渡わたしていく。


　やがて全すべての荷物を出し終わると、倉庫の最さい奥おうに布をかぶせた大きな板が残った。今まで壁の一部だと思っていたが、これはどうやら額がく縁ぶちのようだ。


「これは？」


　マルクが疑問を口にすると、ドミニクは額縁の側そばに歩み寄った。彼はそう背が高いわけではないが、額縁はその身長よりも高い。大の大人を上回るのだから相当な大きさである。


　ドミニクは、かぶせられていた白い布を取り払った。


「ほう……」


　誰かが感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。


　そこには中年にさしかかった男性と菫すみれ色いろの髪かみをした少女が描えがかれていた。


　男性の方は貴族らしく姿勢も良く、落ち着きのある表情だった。少女の方は今にもどこかへ走り出しそうな表情である。


「前当主リカルド＝ヴァレンシュタインと、その妻ヴィオラ＝ヴァレンシュタインだよ」


　その額縁に寄より添そい、ドミニクは懐なつかしそうに語った。


「この絵はね。ペインが描いたんだよ」


「ほう、これを………………………………えっ？」


　一度頷うなずきかけて、マルクは思わず訊き返した。


「ははは。意外だろう？　あの人めちゃくちゃ手先が器用なんだよ」


　そう言われて、ペインがヴィオラの肖しよう像ぞう画がをロケットに入れていたことを思い出した。考えてみれば、確かに屋敷を追われた彼が肖像画など手に入れるのは困難だったはずだ。


「この絵を描いてしばらくして、ペインは屋敷からいなくなった。僕が追い出しちゃったんだけどね。それで彼の代わりに、僕は執事バトラーになったんだ」


　その声は、憂うれいに陰ったものではなく懐かしそうなものだった。


　──それで、エルミナはこの絵を出す気になったのですか。


　両親の肖像画をこんなところに片付けているのだ。ドミニクの指示ということはないだろう。エルミナ自身が見たくないからここに封ふう印いんしたのだ。


「──真に人を愛したなら、その人が幸せでいてくれたらそれで良いのではないか──僕に、そんな人の愛し方を教えてくれたのはペインだったんだ」


　マルクは自分の手に視線を落とした。


　──その人が幸せでいてくれたら、それだけで良い──


　それはとても美しい愛し方なのだろう。


　──ですが、私はエルミナに触ふれていたいのです……。


　自分が邪じや魔までエルミナが笑えなくなるというのなら、マルクは迷わず姿を消す。なんだったら死んで見せても良い。


　しかし、遠くから眺ながめているだけではきっと満足できない。側にいたい。側にいて、触れていたい。触れ合って語りかけてほしい。


　顔を上げると、何な故ぜかドミニクはマルクに視線を向けていた。それで、マルクもハッと気づいた。


　──それがヴィオラ──〈精杯グレイルの姫ひめ〉を愛するということなのですか……。


　ドミニクもペインも、〈精杯グレイルの姫〉に恋こいをしたのだ。しかしペインは己おのれの寿じゆ命みようゆえ、身を退ひいた。ドミニクの方はどうか分からないが、彼も近い考え方だったのだろう。


　エルミナを愛することは、とてつもなく大きな困難が伴ともなう。それでも……いや、だからこそマルクはエルミナの側にいてやりたい。


　マルクが頷くと、ドミニクはフニャリとした笑みを浮かべた。


「マルドゥーク君。この絵、玄げん関かんホールの踊おどり場ばに飾かざりたいんだ。準備を整えておいてくれるかい？」


「かしこまりました」





　倉庫をあとにし再び玄関ホールに戻もどると、ちょうどエルミナとカナメが下りてきたところだった。


　マルクに気づくと、エルミナは大きく翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを揺ゆらし珍しく表情を顕あらわにした。


「エルミナ、出かけられるのですか？」


　問いかけて、後ろに控ひかえたカナメがカタナを背負っていることに気づいた。


「もめ事でしたら、私も同行しますが──っ？」


　そう提案すると、何故かいきなりカナメがカタナを突つきつけてきた。


「この、たわけ……。おんし、女おな子ごの買いものに平気な顔でついてくるでない」


　そう言われて、マルクは自分が失言をしたのだと察した。エルミナがどこか気まずそうな顔をしているのはそれが理由だったらしい。確かにエルミナは女性なのだから男のマルクには知られたくないものを買う必要もあるだろう。


「申し訳ございません。差し出がましいことを申しました」


「……いや、いい」


　エルミナはそう言うと、足早にホールを横断した。どこか急いでいるように見えるのは、やはり恥はずかしかったからなのだろう。


　主に恥はじをかかせてしまったことにマルクが呻うめいていると、何故かカナメはエルミナのあとに続かずマルクの隣となりにいた。


「……カナメ」


　催さい促そくするようにエルミナが名前を呼ぶと、カナメはヒラヒラと手を振ふった。


「少しこやつと話がある。すぐに追いつくゆえ、先に行くがよい」


　とてもではないが主に対するとは思えぬ口調。エルミナは僅わずかに躊躇ためらう素そ振ぶりを見せたが小さく頷いた。恥ずかしい思いをしたのだ。ここに留まっていたくはないだろう。


　マルクはどうしたものか迷ったが、ひとまずカナメに注意をしておくことにした。


「カナメ。仮にも主に対して『先に行くがよい』はないでしょう。あなたはもう少し口の利きき方に気を……？」


　注意を投げかけていると、カナメの方は真しん摯しな眼まな差ざしを向けていた。瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうに決意の光が揺れていた。


「なにか、あったのですか？」


「話があると言ったはずじゃ」


　確かに、先ほどそう言われた。どうやら深刻な部類のようだ。


　マルクが姿勢を正すと、カナメは凜りんとした声で言った。


「──おんしはエルミナが好きだと言った。今も、それは変わらぬか？」


　それは、あまりに予想外な話だったため、マルクは自分が聞き間ま違ちがえたのかと思った。しかし、今し方のドミニクの話を思い出し、なにか重要なことなのかもしれないと思い直した。


「はい。今も変わりません。私は、エルミナを守りたいのです」


「ならば……顔を……」


　そう答えると、カナメは小さな声でなにかを囁ささやいた。


「え？　なんですって……？」


　聞き直そうと顔を近づけると、カナメはマルクの紐ひもネクタイを摑つかむ。そしてそのまま思いっきり引っ張った。カナメの方は逆に、つま先で立って背伸びをする。


「な、なんでむ─────っっっっ？？？」


　ネクタイを引っ張られ、前に倒たおれ込みそうになったマルクの唇くちびるを柔やわらかいものが塞ふさいだ。


　剝むいた黄橘実ケレーシヤのごとく、瑞みず々みずしくも柔らかな感かん触しよく。エルミナのような甘あまい香かおりとは違ちがう、山やま奥おくの水を思わす草木の香り。そっと閉じられた白い瞼まぶた。そして仄ほのかに赤い頰ほお。


　唇に触れていたのは、紛まぎれもなくカナメの唇だった。


　やがて唇が離はなれると、カナメはゆっくりと勝ち気な笑みを浮うかべた。
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「──それでも、私はおんしが好きじゃ」





　パクパクと、声がでないかのように口の開閉を繰くり返すマルク。


「返事は、エミリオのことが片付いてからで良い」


　へなへなと、マルクは腰こしが砕くだけたようにへたり込んだ。そんなマルクを気にも留めず、カナメは踵きびすを返した。


　カナメがエルミナのあとを追って玄関の向こうに消えても、マルクはなかなか立ち上がることができなかった。


　──私は、今……好きだと、言われたのですか……？


　そんな言葉を──異性として意識している人間から──投げかけられたのは生まれて初めてだった。そして──


　──返事は、エミリオのことが片付いてからで良い──


　エミリオが目覚めたあと、マルクはどうするつもりだったのだろうか？　エルミナに気持ちを打ち明けるつもりだったのか？　そういったことはまるで考えていなかった。


　全すべてが終わったあとでも、エルミナはマルクを必要としてくれるのだろうか。


　──それ以前に、これからどんな顔をしてあの二人に会えば良いのですか……！


　これまでどんな苦難もマルクは乗り越こえてきた。むしろ苦難に遭あわなかった時間など、今までの人生には存在しなかった。そしてこれからもいかなる困難に遭そう遇ぐうしようとも、マルクは克こく服ふくする。エルミナの隣に傅かしずくのに、自分の人生ごときで足を止めるわけにはいかないのだ。


　それでも、これほどの困難に遭遇しうるとは考えたこともなかった。


　人生最大の困難に遭遇し、マルクはいつまでもへたり込んでいた。





　エルミナとカナメは、そんなマルクを置いて行ってしまった。





　そして──そのまま屋や敷しきに帰ってくることはなかった。






　秘密　送れなかった恋文







　──見習い君、じゃなかった、ドミニク君へ──


　この手紙を見てるってことは、君は私を迎むかえに来てくれたのかな。


　だったら、君は今すごく怒おこってるんだと思う。それとも悲しんでくれるのかな。


　ごめんね。攫さらってって言ったのはわたしなのに、君を追い返したりして。


　もう一つごめんね。わたし、昨日君たちの話、立ち聞きしちゃったんだ。君のハンカチを返そうと思ったんだけど……。


　本当はね、分かってた。わたしもいつかお母さんみたいになっちゃうんだってこと。


　だってそういう家系なんだもの。お母さんもおばあさんもそのおばあさんも、みんなみんなずっと同じだったんだから、次はわたしなんだろうって。


　だからわたし、なんだってやってみることにした。だって、やれたかもしれないのにやらなかったことなんて、絶対心残りになっちゃうから。


　心残りなんて作らないつもりだった。作ってないつもりだった。


　だけど、三年はちょっと短かった、かな。


　ねえ、三年間で、どんなことができるかな。


　三年あったら、オペラの舞ぶ台たいにも立てるかな。


　君と二人で世界中旅するのも楽しそう。わたしって追われる身になるんだよね。これって舞台どころかその台本になれちゃうような話だと思うよ。


　二人でそんな逃とう避ひ行こうとかやってみたら、きっと毎日がゾクゾクするほど楽しいと思う。


　でも、思ったんだ。そのあと、わたしはなにを残せるんだろう。


　君と二人で、三年間でも二人で、ずっといっしょにいられたら幸せだと思う。


　でも、そのあとは？


　わたしは、三年経たったら眠ねむりについちゃう。オペラの舞台に立っても、君といっしょに旅をしても、そこで終わりが決まってる。


　そのあとは、どうなるのかな。


　わたしは、こう思うんだ。


　君は、きっとわたしのこと抱かかえ込んじゃうんじゃないかな。


　わたしは無責任にぐーすか寝ねてるのに、君はわたしのこと見捨ててはくれないんじゃないかな。


　お母さんを見てるのは辛つらかった。いつか起きてくれるって、そんなことはないってどんなに自分に言い聞かせたって、期待せずにはいられなかった。


　君はたぶん、わたしと同じになる。わたしは、そんなの嫌いやだ。


　だから、わたしは君のいる未来になにか残したい。


　わたしやお母さん、おばあさん、そのおばあさん、そのまたずっと前のおばあさん。みんな知らない人だし、お母さんのことだってわたしはもうよく思い出せない。


　だけど、わたしがここにいるってことが、お母さんたちが確かに生きたって証あかしなんだと思う。


　こんな家系なんて、絶えてしまった方がいいのかもしれない。だけど、わたしの代で終わりにしたくない。


　わたしが、わたしたちが確かにここにいたんだっていう証を、次に残したい。


　だからそれ、全部リカルドさんに押おしつけちゃいます。


　これも酷ひどい話だとは思うけど、リカルドさんはわたしのこと知ってて受け入れてくれてる。わたしのこと、背負ってくれる。背負ってもらってもいいと思える。


　だから、わたし、君といっしょにいけない。


　いっしょに、いけないよ。





　……うん。読み返してみたら、すごく自分勝手なこと書いてるねわたし。


　やっぱりこれ、君に渡わたすのはやめるね。


　だけど、もしも君がこの手紙を読むことがあったら、そのときは──


　そのときは君が、自然に笑って、泣いて、怒って、それでやっぱり笑ってくれてるといいな。


　ドミニク君。君のことが、好きです。大好きです。本当に、大好きです。


　雑草を抜ぬいて毒薬作ってる君も、花に向かって話しかけてる君も、どうかしてるくらいたくさんの刃は物ものを持ち歩いてる君も、兵隊さんをあっという間にやっつけちゃった君も、わたしが泣いてたときにハンカチ渡してくれた君も、お母さんの前で背中を貸してくれた君も、わたしにわがままでいいって言ってくれた君も、


　みんなみんな、大好きでした。


　願わくは、君の記き憶おくの片かた隅すみに、わたしの名前も留とどめておいてください。







──ヴィオラ＝ノクターン──







　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしております。今回は少し間隔が開きまして四ヶ月ぶりの新刊となりました、手て島しま史ふみ詞のりでございます。





　本作は影執事マルクの手違いシリーズ第七巻「影執事マルクの秘密」でございます。


　今回はお嬢様の秘密！　秘密と言えば秘密の恋。前回初めてのチューを交かわしてなんだかギクシャクしてるマルクとお嬢様。そんな二人に復ふく讐しゆうを誓ちかったカナメ（？）。そんなとき現れた〝彼〟は十八年前のお嬢様と執事と少年の秘密を知る男で。こんなときにどこに行っちゃったのドミニクは。過去と現在が交錯する第三部精杯グレイル編突入！





　今回のお話は二巻の「迎撃編」が刊行されたころに出てきたお話です。ある意味本編最大の謎であるドミニクの正体に迫るお話……だったのですが、それだとまったくの外伝になるため許可が下りず、こういった形になりました。いかがでしたでしょう？





　それはさておき、この本が刊行されるころには四月ですね。


　四月……。昨年の四月はちょうどマルクの「天敵編」を出してますね。あれからもう一年も経たつわけです。息子は小学二年生に上がりますし、娘もとうとう幼稚園。


　そう……娘、現時点ではまだ幼稚園入学前なのです。なのですが、将しよう棋ぎができたりします。今これを書いているこのときも、公民館でやってる将棋教室に奥さんが連れて行ってくれてたりします。折り紙とかも自分で本を見て私も知らないようなものを折っていたりします。自転車？　補助輪なんて去年の夏には取れてます。


　娘……実は結構凄すごい子なんじゃないかと思うのですが、これは気のせいでしょうか？


　ちなみに、息子の方は最近流行のＪボード（次世代型スケボーみたいなもの）なるものにはまっておりまして、日夜走り狂っております。私も休みの日などに気分転換で乗ってみるのですが、息子、速すぎて追えません。おかしいです。体重差のせいでしょうか？





　さて、四月といえば皆様新生活を迎えられていらっしゃる方も多いかと思います。


　マルクの方も新生活……というわけではありませんが、いろいろ企画が立っております。


　まずは漫画版マルク！　毎回お嬢様が可愛かわいらしくて堪たまらないのですが、どうしたらいいのでしょうか。この巻が発売されるころには「迎撃編」に突入しているころかと思います。挿さし絵えでは見られないようなマルクやエルミナ、カナメたちが見られますのでご興味のある方は今からでもどうぞ！


　漫画のネームというのも初めて拝見したのですが、思ったより細かいところまできちんと描かれていて「これだけ綺き麗れいにできてるのにどう口出ししろと？」などあたふたしながら身勝手な要望を投げかけたりしてます。たまに自分が出したネタが使ってもらってたりするともう身み悶もだえしちゃいますね。


　反面、ＣＯＭＴＡさんの仕事量がそろそろ致ち死し量りように達しているように思えるのですが大丈夫でしょうか？　今度また差し入れでもお送りします。





　お次。実はコミカライズに続きましてマルク、今度はドラマＣＤになります！


　わーい！　プロの声優さんたちがマルクたちの声をやってくれたりします。私は声優さんには詳くわしくないのですが、もう今からそわそわしてたりします。いや、だってアニメとかの声優さんが声やってくれるんですよ？　むしろどうしたら平静でいられるか誰か教えてください。





　そんな感じで企画がたくさんで嬉しい今日この頃ですが、漫画版マルク、この夏に単行本発売予定でございます。くどいようですが作画はＣＯＭＴＡさんです。そしてドラマＣＤの発売は七月。さらにはマルクの次巻も七月刊行予定でございます。読者の方々はお覚かく悟ごくださいまし！





　それではそろそろ今回もお世話になりました各方面へ謝しや辞じ。


　休日でも相談乗ってくださる担当Ｔ様。きついスケジュールの中きちんと新キャラもラフ仕上げてくださってるＣＯＭＴＡ様（キャララフとか実は毎回楽しみにしてたりしますペインが格好いいのです。ヴィオラが愛らしいのです。ミリエラが──以下略）。漫画担当Ｍ様。カバーデザインアフターグロウ様。毎度ご迷惑おかけしてます校正に携たずさわってくださいました皆様。結婚おめでとう姉様。毎年正月は大騒ぎして申し訳ないですお義か母あ様。お父さんは漫画買いすぎとか注意してくる子供たち。いつもネタとか相談乗ってくれる奥さん。


　皆様ありがとうございました。





　次回予告


　去り際にカナメから撃ち込まれたスクリューブローでＫＯ寸前のマルク。その優柔不断さに愛あい想そを尽つかしたのか、姿を消したお嬢様とカナメ。慌あわてて捜さがしに行くマルクについてきたのはどういうわけかセリアで。セリアだって悩むことはあるし過去だってあるんです。


　お嬢様の家出編『影執事マルクの道行き』！　セリアの過去にスポットを当てつつ大騒ぎしたいと思います。







２０１０年２月　バレンタインデーの夜に　手島　史詞


アトリエ月の窓　http://teshima.at.webry.info/
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影かげ執しつ事じマルクの秘ひ密みつ





手て島しま史ふみ詞のり
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